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翻
　
　
刻
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走
日
記
』
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岡

憲

司

解
題

　
『
石
走
日
記
』
は
、
文
政
七
年（
一
八
二
四
）、
小
津
久
足（
一
八
〇
四
～
一
八
五
八
）が

二
十
一
歳
の
折
、
九
月
三
日
に
松
坂
を
出
て
、
近
江
の
多
賀
大
社
に
参
詣
し
た
後
、
光
格
院

の
修
学
院
離
宮
行
幸
を
見
物
す
る
べ
く
京
都
に
赴
い
て
諸
所
を
遊
覧
し
、
大
坂
・
奈
良
を
経

て
、十
月
四
日
に
松
坂
に
帰
着
す
る
ま
で
の
紀
行
文
で
あ
る
。
文
政
五
年
の
『
吉
野
の
山や

ま
づ
と裹

』、

同
七
年
の
『
江え

門ど

日
記
』
に
継
ぐ
三
作
目
で
あ
り
、
生
涯
四
十
六
点
の
紀
行
文
を
残
し
た
久

足
に
お
い
て
は
、
最
初
期
の
作
と
な
る
。

　
「
石
走
」
は
近
江
な
ど
に
か
か
る
枕
詞
で
、『
万
葉
集
』
に
は
「
石
走
る
近
江
の
国（
石
走

淡
海
國
）」（
巻
一
、二
九
）「
石
走
る
近
江
の
国（
磐
走
淡
海
乃
國
）」（
巻
一
、五
〇
）「
石
走

る
近
江
県（
石
走
淡
海
県
）」（
巻
七
、一
二
八
七
）の
用
例
が
あ
る
。
近
江
に
か
か
る
「
石
走
」

は
通
常
、「
い
わ
ば
し
る
」
と
読
む
が
、「
い
わ
ば
し
の
」
と
読
む
説
も
あ
る
。『
石
走
日
記
』

冒
頭
に
は
「
石
走
の
近
江
国
」
と
あ
り
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
『
石
走
日
記
』

草
稿
で
は
、「
石
橋
の
近
江
国
」
と
書
い
た
の
ち
に
「
橋
」
を
「
走
」
と
訂
正
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
こ
で
の
「
走
」
は
「
は
し
り
」
な
ど
で
は
な
く
「
は
し
」
と
読
ん
で
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
冒
頭
は
「
石い

わ
ば
し走

の
近
江
国
」
と
読
む
。

　

久
足
は
紀
行
文
の
題
名
に
振
仮
名
を
振
ら
な
い
た
め
、
そ
の
命
名
の
根
拠
と
な
る
歌
や
本

文
中
の
表
現
か
ら
察
す
る
し
か
な
い
の
だ
が
、
本
文
中
の
唯
一
の
用
例
で
あ
る
「
石
走
の
近

江
国
」
か
ら
し
て
、『
石
走
日
記
』
の
読
み
は
「
い
わ
ば
し
の
に
っ
き
」
あ
る
い
は
「
い
わ

ば
し
に
っ
き
」
と
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
仮
に
前
者
を
採
っ
て
お
く
。

　

本
文
中
に
「
古
事
学
ぶ
身
」（
九
月
七
日
）と
の
表
現
も
散
見
す
る
よ
う
に
、
本
居
春
庭
の

も
と
で
古
学
を
学
ぶ
二
十
一
歳
の
久
足
は
、
歌
を
古
風
・
今
調
と
詠
み
分
け
た
宣
長
の
い
と

な
み
に
倣
い
、
折
々
『
万
葉
集
』
の
語
彙
を
用
い
る
「
古
風
」
の
歌
も
詠
み
、
長
歌
も
五
首

詠
ん
で
い
る
。
冒
頭
の
「
石
走
の
近
江
国
」
と
の
表
現
、
お
よ
び
近
江
の
多
賀
大
社
参
詣
に

も
と
づ
く
書
名
は
、
そ
う
し
た
古

い
に
し
え学

び
の
研
鑽
に
励
む
久
足
の
姿
勢
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
文
政
十
一
年（
一
八
二
八
、
久
足
二
十
五
歳
）に
師
の
春
庭
が
亡
く
な
る
と
、
天

保
初
年
頃
か
ら
徐
々
に
古
学
へ
の
疑
い
が
つ
の
り
、
天
保
五
年（
一
八
三
四
、
久
足
三
十
一

歳
）の
『
花
鳥
日
記
』
で
は
、「
お
の
れ
や
ま
と
だ
ま
し
ゐ
と
か
い
ふ
無
益
の
か
た
く
な
心

は
、
さ
す
が
に
は
な
れ
た
れ
ば
」
と
「
古
学
離
れ（
国
学
離
れ
）」
を
す
る
こ
と
に
な
る（
拙

著
『
小
津
久
足
の
文
事
』〈
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
六
〉、
同
『
大
才
子 

小
津
久
足
』〈
中
公

選
書
、
二
〇
二
三
〉
参
照
）。

　

つ
ま
り
本
紀
行
に
は
、「
古
学
離
れ
」
以
前
で
、
い
ま
だ
本
居
学
へ
疑
い
を
抱
か
な
い
久

足
が
、
受
け
売
り
の
尺
度
で
種
々
の
物
事
を
断
じ
る
「
か
た
く
な
」
な
態
度
が
見
受
け
ら
れ

る
の
だ
が（

注
１
）、

一
方
で
、
後
年
の
詳
細
さ
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
行
程
の
丁
寧
な
記
述
、
折

に
触
れ
て
の
述
懐
の
吐
露
な
ど
、
久
足
紀
行
文
の
特
徴
は
す
で
に
備
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、

や
は
り
久
足
紀
行
を
特
徴
づ
け
る
歯
に
衣
着
せ
ぬ
物
言
い
も
、
本
紀
行
で
は
と
り
わ
け
仏
教

批
判
に
顕
著
で
あ
る
。「
古
学
離
れ
」
後
は
、
批
判
の
中
心
が
仏
教
か
ら
古
学
へ
と
変
わ
っ

た
こ
と
を
思
う
と
、
そ
も
そ
も
久
足
の
こ
う
し
た
批
判
精
神
と
辛
辣
な
物
言
い
は
、
皮
肉
に

も
、
宣
長
の
精
緻
な
実
証
主
義
と
と
も
に
「
漢か

ら

意ご
こ
ろ

」
を
排
斥
す
る
激
し
い
言
辞
を
熱
心
に
吸

収
し
た
結
果
、
培
わ
れ
た
と
も
言
え
る
。

行
程

　

こ
こ
で
、『
石
走
日
記
』
中
の
地
名
・
神
社
仏
閣
等
を
抄
出
し
て
行
程
を
記
す
。
移
動
中

は
地
名
が
、
京
都
滞
在
中
は
神
社
仏
閣
等
が
中
心
と
な
る
が
、
あ
え
て
整
理
せ
ず
に
同
列
に

拾
い
あ
げ
た
。

　

な
お
、
久
足
は
基
本
的
に
、
地
名
を
土
地
の
者
に
聞
い
て
記
す
た
め
、
現
地
で
の
呼
称
が

知
れ
る
一
方
、
聞
き
誤
り
や
記
し
間
違
い
も
散
見
す
る
が
、
本
書
は
後
年
の
紀
行
に
比
べ
て
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と
り
わ
け
誤
記
が
多
い
。
久
足
は
草
稿
の
段
階
で
諸
書
を
参
照
し
、
地
図
や
地
誌
、
先
行
す

る
紀
行
文
な
ど
で
地
名
を
正
し
て
い
る
と
察
せ
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
時
点
で
は
蒐
書
も

十
分
で
は
な
く
、
推
敲
も
甘
い
の
だ
ろ
う
。
久
足
自
身
、
そ
れ
を
気
に
し
て
い
た
よ
う
で
、

日
本
大
学
図
書
館
所
蔵
『
石
走
日
記
』
浄
書
本
の
内
題
の
箇
所
に
は
、「
此
日
記
誤
お
ほ
し
。

よ
く
直
す
べ
し
」
と
の
付
箋
が
張
ら
れ
て
い
る
。

　

以
下
、
誤
り
と
思
わ
れ
る
も
の
は
傍
記
で
正
し
、
ま
た
誤
り
で
な
く
と
も
、
現
在
と
呼
称
・

表
記
が
異
な
る
も
の
は
、
括
弧
に
て
現
在
の
名
を
記
し
た
。

９
月
３
日　

 

松
坂
・
三
渡
・
津
・
部
田
・
上
野
・
寺
家
・
不
断
桜
・
白
子
・
久
留
末
神
社（
久

留
真
神
社
）・
神
戸
〔
木
菜
屋
泊
〕

９
月
４
日　

 

神
戸
・
高
岡
川（
鈴
鹿
川
）・
う
つ
べ
川（
内
部
川
）・
追
分（
日
永
の
追
分
）・
小

許
曽（
小
古
曽
）・
采
女
・
杖
衝
坂
・
石
薬
師
・
甲
斐
川（
鈴
鹿
川
）・
日
の
坪
・

高
宮
・
熊
野
権
現
の
御
社
・
御
社（
加
佐
登
神
社
）・
白
鳥
の
陵（
白
鳥
塚
古
墳
）・

宝
冠
塚
・
装
束
塚（
宝
装
塚
）・
熊
野
権
現
の
御
社
・
庄
野
・
亀
山
〔
亀
屋
泊
〕

９
月
５
日　

 

亀
山
・
野
尻
・
皇
館
社（
布
気
神
社
）・
関
川
・
大（

小
）野

・
関
・
筆
捨
山
・
坂
下
・

鈴
鹿
川
・
鈴
鹿
山（
鈴
鹿
峠
）・
鈴
鹿
神
社
・
女
夫
坂
・
猪
鼻
・
か
に
が
坂（
蟹
が
坂
）・

田
村
川
・
田
村
神
社
・
土
山
・
松
野（

尾
）川（

野
洲
川
）・
市
の
瀬（
一
之
瀬
）・
鎌
掛

〔
柏
屋
泊
〕

９
月
６
日　

 

鎌
掛
・
日
野
川
・
木
津
・
か
う
づ
け
野（

田
）（

上
野
田
）・
内
池
・
小
谷
・
石
原
・
い

も
の
し（
鋳
物
師
）・
岡
本
・
大
塚
・
お
ぶ
さ
川（
小
房
川
→
佐
久
良
川
）・
布
引

野
・
い
ま
つ
き（
今
堀
カ
）・
い
ま
さ
き（
今
崎
）・
中
野
・
八
日
市
・
小
幡
の
出
町
・

恵（
愛
）知

川
・
む
か
ひ
の
宿（
愛
知
川
）・
市（

石
）橋

・
沓
掛
・
枝
・
千
度
・
石
畑
・
葛
籠

町
・
ほ
う
ぜ（
法
士
）・
高
宮
川（
犬
上
川
）・
高
宮
〔
松
坂
屋
泊
〕

９
月
７
日　

 

高
宮
・
多
賀
・
多
賀
大
社
・
日
向
神
社
・
あ
ま
ご（
尼
子
）・
鍵（

楫
）取

社
・
高
宮
・

小
幡
の
出
町
・
い
ん
で（
位
田
）・
町
屋
・
清
水
・
老
曽（
老
蘇
）・
鎌
宮（
奥
石

神
社
）・
西
往（

生
）来

・
牟（

武
）佐

・
牟
佐
下
神（
牟
佐
神
社
）・
上
田
・
御
社（
上
田
神
社

→
篠
田
神
社
）・
馬
渕（
馬
淵
）・
横
関
・
善
王（

光
）寺（

善
光
寺
川
）・
鏡
・
鏡
山
・

篠
原
・
矢（

家
）の

む
ね
川（
家
棟
川
）・
野
洲
・
野
洲
川
・
守
山
〔
山
田
屋
泊
〕

９
月
８
日　

 

守
山
・
今
宿
・
焔
魔
堂
・
二
町
・
へ
そ（
綣
）・
い（

笠
）さ

川
・
中
沢
・
渋
川
・
落（

大
路
）野

井
・

砂
川（
草
津
川
）・
草
津
・
野
路
・
野
路
の
玉
川
・
月
輪
・
大
江
・
勢
田（
瀬
田
）・

長
橋（
瀬
田
の
長
橋
）・
石
山
寺
・
勢
田
・
粟
津
原
・
膳
所
・
義
仲
寺
・
大
津
・

札
の
辻
・
三
井
寺
・
三
尾
神
社
・
札
の
辻
・
大
津
・
蝉
丸
大
明
神（
関
蝉
丸
神

社
上
社
）・
関
清
水
大
明
神（
関
蝉
丸
神
社
下
社
）・
諸
羽
神
社
・
山
科
・
天
智

天
皇
陵（
御
廟
野
古
墳
）・
日
の
岡
・
粟
田
口
・
三
条
大
橋
〔
茶
屋
泊
〕

９
月
９
日　

  

京
都
滞
在　

堺
町
御
門
・
鷹
司
の
君
の
御
館
・
日
華
門
・
月
華
門
・
正
面
門
・

紫
宸
殿
・
白
川
殿
の
御
た
ち
・
八
座
な
ら
び
給
へ
る
神
の
御
社（
八
神
殿
）・
上

御
霊
社（
上
御
霊
神
社
）・
下
御
霊
社（
下
御
霊
神
社
）

９
月
10
日　

  

京
都
滞
在　

二
条
・
神
泉
苑

９
月
11
日　

  

京
都
滞
在　

吉
田（
吉
田
神
社
）・
八
神
殿
・
大
元
宮
・
本
社（
本
宮
）・
霹
靂
神

社（
神
楽
岡
社
）・
か
も
川（
鴨
川
）・
川
合
神
社（
河
合
神
社
）・
糺
川（
御
手
洗
川
）・

下
鴨
の
御
社（
下
鴨
神
社
、
賀
茂
御
祖
神
社
）・
井
於
神
社
＝
柊
の
社（
出
雲
井

於
神
社
、
比
良
木
神
社
）・
上
鴨（
上
賀
茂
）・
社
家
町
・
太
田
神
社（
大
田
神
社
）・

御
手
洗
川
・
御
社（
上
賀
茂
神
社
、
賀
茂
別
雷
神
社
）・
大
宮
の
社
・
今
宮
の
御

社（
今
宮
神
社
）・
大
徳
寺
・
船
岡
山
・
鹿
苑
寺
・
金
閣
・
平
野
神
社
・
紙
屋
川
・

北
野
の
天
神
の
御
社（
北
野
天
満
宮
）

９
月
12
日　

  

京
都
滞
在　

木
嶋
の
御
社（
木
嶋
坐
天
照
御
魂
神
社
、
蚕
ノ
社
）・
梅
宮（
梅
宮

大
社
）・
梅
津
川（
桂
川
）・
松
尾
神
社（
松
尾
大
社
）・
月
読
神
社
・
渡
月
橋
・

櫟
谷
神
社
・
法
輪
寺
・
嵐
山
・
と
な
せ
の
滝（
戸
無
瀬
の
滝
）・
天
龍
寺
・
清
涼

寺
・
野
宮（
野
宮
神
社
）・
太
秦
・
広
隆
寺
・
大
辟
神
社
＝
大
酒
神
社

９
月
13
日　

  

京
都
滞
在　

南
禅
寺
・
真
如
堂（
真
正
極
楽
寺
）・
永
観
堂（
禅
林
寺
）・
銀
閣
寺（
慈

照
寺
）

９
月
14
日　

  

京
都
滞
在　

知
恩
院
・
長
楽
寺
・
双
林
寺
・
霊
山（
正
法
寺
）

９
月
15
日　

  

京
都
滞
在　

祇
園
の
御
社（
八
坂
神
社
）・
安
井
の
金
毘
羅
の
御
社（
安
井
金
毘

羅
宮
）・
八
坂
の
塔（
法
観
寺
五
重
塔
）・
清
水
の
観
音（
清
水
寺
）・
地
主
権
現

の
御
社（
地
主
神
社
）・
大
仏（
方
広
寺
大
仏
殿
跡
）・
新
日
吉
社（
新
日
吉
神
宮
）・

耳
塚

９
月
16
日　

  

京
都
滞
在　

深
草
・
泉
涌
寺

９
月
17
日　

  

京
都
滞
在　

み
ぞ
ろ
池（
深
泥
池
）・
市
原
・
小
町
の
墓（
補
陀
落
寺
）・
大
原
神

社
・
二
の
瀬
・
鞍
馬（
鞍
馬
寺
）・
靫
大
明
神（
由
岐
神
社
）・
奥
院（
魔
王
殿
）・

兵
法
場
・
貴
船
川
・
貴
船
・
奥
院（
貴
船
神
社
奥
宮
）・
本
社（
貴
船
神
社
本
宮
）

９
月
18
日　

  

京
都
滞
在　

仁
和
寺
・
栂
尾
寺（
高
山
寺
）・
槙
尾
寺（
西
明
寺
）・
清
滝
川
・
高

雄（
神
護
寺
）・
広
沢（
広
沢
池
）・
祇
園
〔
登
楼
〕
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９
月
19
日　

  

京
都
滞
在　

山
ば
な（
山
端
）・
修
学
寺（
修
学
院
）・
修
学
院
の
行
宮（
修
学
院

離
宮
）・
赤
山
明
神（
赤
山
禅
院
）

９
月
20
日　

  

京
都
滞
在　

加
茂
川
の
堤（
鴨
川
東
岸
）・
柳
茶
屋
〔
柳
茶
屋
泊
〕

９
月
21
日　

  

京
都
滞
在　
〔
御
幸
見
物
〕

９
月
22
日　

  
京
都
滞
在　

錦
小
路
〔
本
居
宣
長
影
前
会
、
本
居
大
平
主
催
〕

９
月
23
日　

  
京
都
滞
在　
〔
暇
乞
い
の
挨
拶
回
り
〕

９
月
24
日　

 

三
条
大
橋
・
建
仁
寺
町
・
東
福
寺
・
通
天
橋
・
稲
荷
の
社（
伏
見
稲
荷
大
社
）・

藤
杜（
藤
森
神
社
）・
木
幡
・
柳
大
明
神（
許
波
多
神
社
）・
歌（

広
）芝

・
岡
田（

屋
）・

大
和
田
・

萬
福
寺
・
彼（

乙
）方

町
・
離
宮
八
幡（
宇
治
神
社
・
宇
治
上
神
社
）・
興
聖
寺
・
恵
心

院
・
橋
姫
の
社（
橋
姫
神
社
）・
平
等
院
・
扇
の
芝
・
縣
明
神（
縣
神
社
）・
八
幡

〔
畳
屋
泊
〕

９
月
25
日　

 

八
幡
・
安
居
橋
・
放
生
川
・
放
生
亭
・
疫
神
堂
・
高
良
社
・
極
楽
寺
・
御
社（
石

清
水
八
幡
宮
）・
橋
本
・
山
崎
・
離
宮
八
幡
の
御
社（
離
宮
八
幡
宮
）・
橋
本
・〔
乗

船
〕・
道
頓
堀
〔
河
内
屋
泊
〕

９
月
26
日　

  

大
坂
滞
在　

坐
摩
の
御
社（
坐
摩
神
社
）・
廣
田
明
神（
廣
田
神
社
）・
蛭
子
宮（
今

宮
戎
神
社
）・
住
吉（
住
吉
大
社
）・
き
し
の
姫
松（
岸
の
姫
松
）・
天
王
寺（
四
天

王
寺
）・
生
玉
社（
生
國
魂
神
社
）・
仁
徳
天
皇
の
御
社（
東
高
津
宮
）

９
月
27
日　

  

大
坂
滞
在　
〔
芝
居
見
物
〕

９
月
28
日　

  

大
坂
滞
在　
〔
芝
居
見
物
〕

９
月
29
日　

 

道
頓
堀
・
玉
造
・
深
江
・
若
江
・
神
功
皇
后
の
御
社（
若
江
鏡
神
社
）・
織（

錦
）部

・

福
万
寺
・
尾（

大
竹
）崎

・
神
館（

立
）・

た
つ
た
山（
龍
田
山
）＝
龍
田
越
＝
十
三
峠
越
・
こ
し

き
塚（
越
木
塚
）・
龍
田
川
・
龍
田
〔
川
合
屋
泊
〕

９
月
30
日　

 

龍
田
・
龍
田
神
社
・
法
隆
寺
・
小
泉
・
郡
山
・
西
の
京
・
薬
師
寺
・
唐
招
提
寺
・

垂
仁
天
皇
の
御
陵（
宝
来
山
古
墳
、
菅
原
伏
見
東
陵
）・
安
康
天
皇
の
陵（
菅
原

伏
見
西
陵
）・
菅
原
の
天
神
の
御
社（
菅
原
天
満
宮
）・
尼
が
辻
・
奈
良
・
猿
沢
の
池
・

采
女
の
社（
采
女
神
社
）・
氷
室
神
社
・
春
日
大
神
の
御
社（
春
日
大
社
）・
地
主

の
神
社（
榎
本
神
社
）・
若
宮（
春
日
若
宮
神
社
）・
八
幡
神
社（
手
向
山
八
幡
宮
）・

東
大
寺
・
二
月
堂（
東
大
寺
二
月
堂
）・
興
福
寺
〔
釜
屋
泊
〕

10
月
１
日　

 

奈
良
・
子
守
町
・
率
川
神
社
・
元
興
寺
・
穴
栗
神
社
・
帯
解
・
在
原
・
一（

櫟
）の

本
・

柿
本
人
麿
大
人
の
御
社（
柿
本
神
社
）・
石
上
・
布
留
の
御
社（
石
上
神
宮
）・
丹

波
市
・
浦
権
現
・
大
倭
・
國
魂
神
社（
大
和
神
社
）・
佐
保
・
柳
本
・
箸
中
・
は

し
塚（
箸
墓
古
墳
）・
島（

芝
）・

三
輪
・
大
神
の
御
社（
大
神
神
社
）・
日
向
神
社（
神

坐
日
向
神
社
）・
金
谷（

屋
）・

黒
崎
・
出
雲
・
初
瀬
・
山
口
神
社（
長
谷
山
口
神
社
）・

与
幾（

喜
）の

天
神（
与
喜
天
満
神
社
）・
泊
瀬
寺（
長
谷
寺
）・
初
瀬
〔
宇
田
屋
泊
〕

10
月
２
日　

 

初
瀬
・
吉
隠
・
萩
原
・
大
野
・
か
た
か（
鹿
高
）・
名
張（

墾
）横

川（
河
）（

名
墾
の
横
河
→

名
張
川
）・
名
張
〔
矢
川
屋
泊
〕

10
月
３
日　

 

倉（
蔵
）持

・
新
田
・
七
見
峠
・
阿
保
・
大
村
神
社
・
別
府
・
岡
田
・
伊
勢
地（
伊
勢
路
）・

垣
内
〔
伊
勢
屋
泊
〕

10
月
４
日　

 

垣
内
・
二
本
木
・
大
の
き
川（
大
仰
川
→
雲
出
川
）・
は
た（
八
太
）・
小
川
・
三

渡
・
松
坂

多
賀
大
社
参
詣

　

書
名
の
由
来
と
も
な
っ
た
多
賀
大
社
参
詣
が
、
こ
の
旅
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
久

足
に
と
っ
て
多
賀
大
社
は
命
の
親
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
る
。
参
詣
し
た
九
月
七
日
に
記

す
と
お
り
、
久
足
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
重
い
病
に
か
か
り
、
命
も
危
ぶ
ま
れ
た
た
め
、
祖
母

ひ
で
と
母
ひ
な
は
深
く
嘆
い
て
、
多
賀
大
社
に
祈
願
を
し
た
。
多
賀
大
社
の
祭
神
は
伊い

邪ざ

那な

岐ぎ
の

大お
お

神か
み

と
伊い

邪ざ

那な

美み
の

大お
お

神か
み

の
二
柱
で
あ
り
、
諸
神
の
生
み
の
親
と
い
う
こ
と
か
ら
延
命
長
寿

の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
嬰
児
の
助
命
を
願
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
記
述
は
詳

細
を
欠
く
の
で
、
松
坂
か
ら
遙
拝
し
た
の
か
、
じ
っ
さ
い
に
多
賀
大
社
に
赴
い
た
の
か
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
病
児
の
看
病
も
あ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
母
ひ
な
は
産
後
三
十
一
日
目
に

亡
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
肥
立
ち
が
悪
か
っ
た
た
め
、
お
そ
ら
く
遙
拝
し
た
の
だ
ろ
う
。
久

足
は
一
命
を
と
り
と
め
た
の
で
、
ひ
で
と
ひ
な
は
久
足
が
六
つ
に
な
れ
ば
か
な
ら
ず
連
れ
て

お
礼
参
り
を
す
る
と
誓
っ
た
も
の
の
、
ひ
な
は
間
も
な
く
没
し
た
た
め
、
久
足
六
歳
の
折
、

祖
母
ひ
で
が
連
れ
て
多
賀
大
社
に
参
詣
し
た
と
い
う（

注
２
）。

　

こ
の
こ
と
を
、『
家
の
昔
が
た
り
』（
拙
編
『
小
津
久
足
資
料
集
』
雅
俗
研
究
叢
書
３
、

二
〇
一
九
）で
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

新
右
衛
門（
＊
父
徒と

も
よ
し好

）二
子
早
世
せ
し
か
ば
、
そ
れ
に
お
そ
れ
、
安
吉（
＊
久
足
幼
名
）

出
生
後
、
近
江
国
犬
上
郡
多
我

（
マ
マ
）大

社
に
い
の
り
て
、
同
社
別
当
の
弟
子
分
と
し
、
十
歳

ま
で
髪
を
お
か
ず
。
七
歳
の
時
、
御
礼
参
に
浄
香
大
姉（
＊
祖
母
ひ
で
）・
浄
謙
居
士（
＊

父
徒
好
）同
道
に
て
参
詣
さ
せ
ら
れ
た
り
。
そ
の
事
幼
心
に
う
す
く
お
ぼ
ゆ
る
を
、
今

お
も
へ
ば
又
さ
だ
か
な
る
こ
と
も
あ
り
。
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小津久足『石走日記』

　

徒
好
と
ひ
な
は
、
久
足
が
生
ま
れ
る
前
に
二
子
を
も
う
け
た
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
生
後

九
十
六
日
と
七
日
足
ら
ず
で
亡
く
し
て
し
ま
う
。
そ
の
の
ち
、
三
た
び
宿
し
た
子
が
久
足
で

あ
っ
た
が
、
ま
た
し
て
も
命
が
危
ぶ
ま
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
多
賀
大
社
へ
の
助
命
の
祈
り

は
切
実
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

興
味
深
い
の
は
『
石
走
日
記
』
に
見
受
け
ら
れ
な
い
「
同
社
別
当
の
弟
子
分
と
し
、
十
歳

ま
で
髪
を
お
か
ず
」
と
の
記
述
で
あ
る
。
明
治
の
廃
仏
毀
釈
以
前
、
多
賀
大
社
に
は
不
動
院

以
下
の
神
宮
寺
が
あ
り
、
別
当
不
動
院
に
所
属
す
る
同
宿
輩（
坊
人
）が
多
賀
信
仰
を
全
国
に

広
め
た
こ
と
も
あ
り
、
近
世
で
は
力
を
持
っ
て
い
た
。
よ
っ
て
出
生
後
す
ぐ
の
死
を
免
れ
た

久
足
は
、
そ
の
後
も
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
多
賀
大
社
別
当
の
弟
子
分
と
し
て
十
歳
ま
で

剃
髪
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
「
古
学
離
れ
」
以
前
の
『
石
走
日
記
』
で
は
、
神
仏

習
合
を
好
ま
し
く
思
わ
な
い
た
め（

注
３
）、

意
図
的
に
剃
髪
の
こ
と
を
記
述
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
『
石
走
日
記
』
で
は
、
六
歳
の
折
に
祖
母
に
連
れ
ら
れ
て
お
礼
参
り
に
来
た
と
記
す
が
、

『
家
の
昔
が
た
り
』
に
お
い
て
は
、七
歳
の
折
に
祖
母
と
父
に
連
れ
ら
れ
て
参
詣
し
た
と
い
う
。

記
述
の
詳
細
さ
か
ら
も
後
者
の
記
述
を
採
る
べ
き
か
。

　

さ
て
、
右
の
よ
う
な
事
情
で
十
歳
ま
で
多
賀
大
社
別
当
の
弟
子
分
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、

「
此
大
神
の
御
恵
の
あ
さ
か
ら
ぬ
こ
と
ゞ
も
を
、
祖
母
な
り
け
る
人
の
も
の
ゝ
つ
い
で
ご
と

に
は
か
た
り
い
で
給
へ
り
」（
九
月
七
日
）と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
久
足
は
物
心
の
つ
い
た

こ
ろ
か
ら
、
多
賀
大
社
に
命
を
授
か
っ
た
と
の
思
い
が
育
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
日
課

と
し
て
、
朝
夕
に
は
か
な
ら
ず
多
賀
大
社
へ
向
か
っ
て
遙
拝
す
る
こ
と
よ
っ
て
、
日
々
そ
の

思
い
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
た
だ
ろ
う
。さ
ら
に
言
え
ば
、久
足
の
産
後
す
ぐ
に
亡
く
な
っ

た
母
ひ
な
の
こ
と
は
、
直
接
的
な
記
憶
が
残
っ
て
い
な
い
以
上
、
祖
母
ひ
で
の
語
り
か
ら
思

い
を
馳
せ
る
し
か
な
い
わ
け
で
、
ひ
で
が
ひ
な
を
語
る
と
き
、
き
っ
と
多
賀
大
社
に
祈
っ
て

く
れ
た
こ
と
に
も
触
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
多
賀
大
社
を
語
る
と
き
、
ひ
な
の
死
も
お
の

ず
と
思
い
起
こ
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
参
詣
の
折
に
詠
ん
だ
「
お
ほ
け
な
き
こ
と
に
は
あ
れ

ど
父
の
ご
と
お
も
ひ
て
あ
ふ
ぐ
た
が
の
お
ほ
神
」
と
の
歌
は
、
多
賀
大
社
へ
の
尊
崇
と
肉
親

へ
の
愛
情
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
久
足
の
心
情
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
か
く
古
事
学
ぶ
身
と
な
り
て
は
、
猶
さ
ら
た
ふ
と
く
も
か
し
こ
く
も
お
ぼ
え
奉

り
」
と
こ
こ
で
は
述
べ
て
い
る
が
、「
古
学
離
れ
」
後
、
特
定
の
立
場
に
縛
ら
れ
ず
に
、
仏

教
に
せ
よ
儒
学
に
せ
よ
、
秀
で
た
も
の
は
認
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
久
足
は
、
と
り
わ
け

本
居
学
の
思
想
・
語
学
の
側
面
に
か
た
く
な
さ
を
覚
え
、
批
判
を
強
め
て
い
く
。
そ
れ
で
い

て
、
多
賀
大
社
は
も
と
よ
り
、
お
し
な
べ
て
神
社
へ
の
崇
敬
の
念
は
変
わ
ら
な
い
の
は
、
そ

れ
が
本
居
学
を
学
ぶ
以
前
か
ら
の
、
久
足
の
出
生
と
生
い
立
ち
に
か
か
わ
る
原
体
験
に
根
ざ

し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う（

注
４
）。

小
津
久
足
の
京
都
紀
行

　

久
足
は
生
涯
四
十
六
点
の
紀
行
文
を
残
し
た
が
、
そ
の
う
ち
、
じ
つ
に
二
十
一
点
の
紀
行

文
で
、
京
都
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
石
走
日
記
』
は
、
京
都
を
舞
台
に
し
た
久
足
紀
行

文
の
最
初
の
作
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
九
月
九
日
に
「
さ
き
つ
と
し
、
御
即
位
の
を
り
も
の

ぼ
り
て
見
奉
り
た
る
こ
と
お
も
ひ
出
ら
れ
て
」
と
し
て
、「
あ
ふ
ぎ
し
も
八
年
の
秋
と
へ
だ

て
き
て
み
る
も
か
し
こ
き
雲
の
上
人
」
と
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
よ
う
に
、久
足
は
七
年
前（
当

年
を
入
れ
て
八
年
）の
文
化
十
四
年（
一
八
一
七
、
久
足
十
四
歳
）に
京
都
を
訪
れ
て
、
九
月

二
十
一
日
に
執
り
お
こ
な
わ
れ
た
仁
孝
天
皇
の
即
位
礼
を
見
物
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
同
年

に
久
足
は
春
庭
に
入
門
し
た
ば
か
り
で
、
い
ま
だ
紀
行
文
を
記
す
以
前
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
生
涯
を
通
じ
て
も
っ
と
も
愛
好
し
た
地
、
京
都
を
記
し
と
ど
め
た
最
初
の
久
足

紀
行
文
と
し
て
、『
石
走
日
記
』
は
意
義
づ
け
ら
れ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
本
書
に
は
神
仏
習
合
を
厭
い
、
仏
教
を
批
判
す
る
言
辞
が
目
に
つ
く

の
だ
が
、
逆
に
言
え
ば
、
批
判
の
言
葉
を
連
ね
ら
れ
る
ほ
ど
、
わ
ざ
わ
ざ
寺
院
を
め
ぐ
っ
て

い
る
と
も
言
え
る
。
そ
う
し
て
見
る
と
、
神
社
に
く
ら
べ
て
寺
院
の
記
述
が
淡
泊
な
と
こ
ろ

に
一
応
の
遠
慮
は
感
じ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
あ
ら
た
め
て
行
程
を
確
認
す
れ
ば
、
行
路
に
あ

る
名
だ
た
る
寺
院
は
漏
れ
な
く
立
ち
寄
り
、
京
都
滞
在
中
も
、
神
社
の
み
な
ら
ず
、
積
極
的

に
寺
院
め
ぐ
り
に
い
そ
し
む
姿
が
浮
か
び
あ
が
る
。清
水
寺
に
て「
清
水
の
観
音
は
ま
う
で
ゝ

を
が
む
人
の
お
ほ
け
れ
ば
、
我
も
を
が
む
」（
九
月
十
六
日
）と
、
書
か
ず
も
が
な
の
消
極
的

な
動
機
を
わ
ざ
わ
ざ
述
べ
る
の
は
、
古
学
を
学
ぶ
身
と
し
て
の
や
ま
し
さ
ゆ
え
だ
が
、『
桜

重
日
記
』（
天
保
十
四
年
〈
一
八
四
三
〉、
久
足
四
十
歳
）で
「
中
に
も
わ
が
こ
の
め
る
あ
た

り
」
と
し
て
挙
げ
る
京
都
の
十
五
の
名
所
の
う
ち
に
清
水
寺
が
あ
る
こ
と
を
思
う
に
つ
け
て

も
、
頭
で
は
い
け
な
い
と
あ
ら
が
い
な
が
ら
も
、
自
然
と
心
惹
か
れ
る
様
子
が
行
間
に
に
じ

み
出
て
い
る
。
や
は
り
十
五
名
所
と
し
て
挙
げ
る
萬
福
寺
を
訪
れ
た
折
も
、
控
え
め
な
表
現

な
が
ら
「
こ
は
よ
の
常
に
か
は
り
て
、
中
々
に
こ
ち
た
く
も
み
え
ず
、
め
づ
ら
し
く
お
ぼ
ゆ
」

（
九
月
二
十
四
日
）と
琴
線
に
触
れ
て
い
る
こ
と
は
隠
せ
な
い
。
九
月
三
十
日
に
は
、
龍
田
神

社
・
春
日
大
社
に
加
え
、
法
隆
寺
・
薬
師
寺
・
唐
招
提
寺
・
東
大
寺
・
興
福
寺
を
め
ぐ
り
、「
す

べ
て
け
ふ
ま
う
で
た
る
寺
ど
も
は
、
仏
所
な
が
ら
も
ふ
る
く
も
の
に
見
え
た
る
寺
々
の
こ
と
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ゆ
ゑ
、
さ
す
が
に
た
ふ
と
か
り
し
は
、
例
の
い
に
し
へ
を
し
の
ぶ
心
の
く
せ
な
る
べ
し
」
と

述
べ
る
。
た
し
か
に
「
古
学
離
れ
」
後
に
、「
仏
所
な
が
ら
」
と
い
う
自
主
規
制
が
な
く
な
っ

た
の
ち
も
、「
い
に
し
へ
を
し
の
ぶ
心
の
く
せ
」
は
変
わ
ら
ず
紀
行
文
に
見
受
け
ら
れ
る
の

で
、
復
古
な
ら
ぬ
尚
古
の
姿
勢
は
、
久
足
の
生
涯
を
貫
い
て
い
る
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ど
う
描
く
か
と
い
う
点
で
は
「
古
学
離
れ
」
前
後
で
大
き
く
変
わ
る
も
の

の
、
ど
こ
を
訪
れ
、
な
に
を
し
た
か
と
い
う
点
に
着
目
す
れ
ば
、『
石
走
日
記
』
に
は
、
以

降
、
二
十
も
の
数
を
重
ね
る
久
足
の
京
都
紀
行
文
に
お
け
る
、
基
本
的
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が

定
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
松
坂
か
ら
京
都
へ
の
往
還
で
足
を
伸
ば
し
て
名
所

古
跡
を
訪
ね
、
大
坂
で
芝
居
見
物
を
し
、
京
都
滞
在
中
は
定
点
観
測
の
よ
う
に
な
じ
み
の
神

社
仏
閣
を
め
ぐ
り
つ
つ
、
行
事
を
見
物
し
、
知
友
を
訪
ね
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
守
り
」

を
重
ん
じ
る
伊
勢
商
人（
松
坂
商
人
）ら
し
く
、
基
本
的
な
行
動
パ
タ
ー
ン
を
踏
襲
し
な
が
ら

も
、
数
を
重
ね
る
ご
と
に
内
容
面
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
る
と
い
う
見
方
も
で
き
よ
う
。

修
学
院
離
宮
行
幸

　

多
賀
大
社
参
詣
に
加
え
、
こ
の
旅
の
も
う
ひ
と
つ
の
目
的
は
、
光
格
院
の
修
学
院
離
宮
行

幸
を
見
物
す
る
こ
と
で
あ
る
。
修
学
院
離
宮（
修
学
院
の
行
宮
）は
、
後
水
尾
院
の
意
向
で
洛

北
の
比
叡
山
の
麓
に
造
営
さ
れ
た
離
宮
で
、
万
治
二
年（
一
六
五
九
）に
一
応
の
完
成
を
み
た
。

　

久
足
は
九
月
十
九
日
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

そ
も
〳
〵
こ
の
行
宮
は
、
後
水
尾
天
皇
の
代
々
の
行
宮
の
為
に
と
て
、
た
て
お
き
給
へ

り
と
な
む
。
か
る
が
ゆ
ゑ
に
霊
元
太
上
天
皇
は
享
保
と
い
ふ
と
し
の
こ
ろ
、
た
び
〳
〵

御
幸
も
あ
り
け
る
を
、
そ
の
と
し
の
十
六
年
と
い
ふ
と
し
よ
り
た
え
て
、
そ
の
後
は
御

幸
も
な
く
、
こ
た
び
ま
で
は
お
よ
そ
九
十
四
年
に
も
な
り
ぬ
。

　

久
足
の
言
う
よ
う
に
、
後
水
尾
院
と
霊
元
院
は
度
々
、
修
学
院
離
宮
に
行
幸
し
た
も
の
の
、

享
保
十
六
年（
一
七
三
一
）の
霊
元
院
行
幸
を
最
後
に
長
く
断
絶
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
文

政
七
年
、
九
十
三
年（
当
年
を
入
れ
て
九
十
四
年
）ぶ
り
に
行
幸
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
九
月
二
十
一
日
に
光
格
院
は
修
学
院
離
宮
に
赴
い
た（

注
５
）。

　

興
味
深
い
の
は
、
久
足
は
行
幸
に
先
立
ち
、
修
学
院
離
宮
を
ひ
そ
か
に
見
物
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
一
介
の
商
人
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
許
さ
れ
る
は
ず
は
な
い
の
で
、

久
足
は
伝
手
を
頼
み
、
離
宮
の
修
理
・
手
入
れ
の
役
民
を
装
い
、
箒
を
持
っ
て
「
潜
入
」
し
た
。

さ
れ
ば
、
こ
た
び
の
ま
う
け
に
と
て
、
年
月
も
ち
り
つ
も
れ
る
木
々
の
葉
を
は
き
ゝ
よ

め
、
お
ひ
し
げ
り
た
る
草
な
ど
を
か
り
は
ら
ひ
、
あ
る
は
行
宮
の
く
ち
そ
こ
な
は
れ
た

る
を
つ
く
り
か
へ
な
ど
せ
ん
た
め
に
と
て
、
修
理
職
よ
り
役
民
を
お
ほ
く
い
れ
ら
る
れ

ば
、
伝
を
も
と
め
て
そ
の
役
民
の
す
が
た
に
な
り
て
、
箒
を
も
ち
て
修
理
職
と
い
ふ
印

を
お
し
た
る
札
を
こ
し
に
つ
け
て
、
行
宮
の
御
門
を
入
る
な
り
け
り
。（
九
月
十
九
日
）

　

こ
の
伝
手
の
名
は
明
か
さ
れ
な
い
が
、
当
日
「
朝
と
く
二
条
わ
た
り
の
人
に
い
ざ
な
は
れ

て
、
修
学
院
の
行
宮
を
を
が
み
に
も
の
す
」
と
あ
り
、
九
月
十
日
に
も
「
二
条
の
あ
た
り
に

し
る
人
の
あ
れ
ば
、
そ
を
と
ぶ
ら
ひ
」
と
あ
る
た
め
、
二
条
在
住
の
某
人
が
手
引
き
し
た
と

知
れ
る
。

　

現
在
の
修
学
院
離
宮
は
、
上
中
下
の
三
つ
の
御
茶
屋
か
ら
な
る
が
、
中
の
御
茶
屋
は
明
治

期
に
も
う
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
久
足
の
見
た
の
は
上
下
の
御
茶
屋
で
あ
り
、
そ
の

様
子
を
以
下
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

い
と
か
し
こ
け
れ
ど
、
そ
こ
か
し
こ
見
め
ぐ
る
に
、
行
宮
は
二
所
あ
り
て
、
何
と
か
や

か
ら
め
か
し
き
名
を
つ
け
ら
れ
た
り
。
山
の
た
ゝ
ず
ま
ひ
お
ほ
ど
か
に
、
紅
葉
い
と
お

ほ
く
そ
め
わ
た
し
、
前
に
は
大
き
な
る
池
あ
り
て
、
山
よ
り
お
つ
る
滝
の
な
が
れ
入
る

さ
ま
、
中
島
の
松
の
け
し
き
、
こ
た
び
あ
た
ら
し
く
つ
く
ら
れ
た
る
石
ば
し
の
さ
ま
な

ど
、
い
と
お
も
し
ろ
し
。
さ
ば
か
り
高
き
所
な
ら
ね
ど
、
東

（
西
カ
）よ

り
南
ま
で
は
も
の
も
さ

は
ら
ず
よ
く
み
わ
た
さ
れ
て
、
都
の
家
居
ど
も
の
手
に
と
る
ば
か
り
み
ゆ
る
の
み
な
ら

ず
、
よ
も
の
山
々
た
ゞ
こ
ゝ
も
と
に
み
ゆ
る
さ
ま
、
と
り
〴
〵
め
で
た
き
行
宮
の
さ
ま
、

絵
に
か
く
と
も
筆
お
よ
ぶ
ま
じ
う
お
も
は
れ
て
、
え
も
い
は
ず
よ
に
す
ぐ
れ
た
る
所
の

さ
ま
也
。
げ
に
後
水
尾
天
皇
の
代
々
の
行
宮
の
た
め
に
と
さ
だ
め
給
へ
り
し
は
、
う
べ

な
る
こ
と
ゝ
し
の
び
奉
ら
る
ゝ
も
、
い
と
か
し
こ
し
。 

（
九
月
十
九
日
）

　

上
の
御
茶
屋
の
浴
龍
池
・
雄
滝
、
池
中
の
中
島
に
触
れ
、
京
都
所
司
代
内
藤
信
敦
が
寄
進

し
た
「
こ
た
び
あ
た
ら
し
く
つ
く
ら
れ
た
る
石
ば
し
」
こ
と
千
歳
橋
に
も
言
及
し
て
い
る
。

な
お
、
行
幸
の
際
、
光
格
院
主
催
で
お
こ
な
わ
れ
た
歌
会
は
、
中
島
に
あ
る
「
何
と
か
や
か

ら
め
か
し
き
名
を
つ
け
ら
れ
た
り
」
と
い
う
窮
邃
亭
で
催
さ
れ
た
。

　

久
足
は
行
幸
の
前
日
で
あ
る
九
月
二
十
日
に
、
鴨
川
東
岸
の
柳
の
茶
屋
に
宿
を
求
め

た
。
こ
れ
は
、「
こ
た
び
御
幸
あ
る
道
の
外
の
道
に
は
、
す
べ
て
竹
垣
を
つ
く
り
め
ぐ
ら
し

て
、
こ
よ
ひ
の
夜
中
ば
か
り
よ
り
人
を
制
し
て
、
竹
が
き
を
入
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
」
な
い
か

ら
だ
と
い
う
。
そ
し
て
迎
え
た
二
十
一
日
の
夜
明
け
ご
ろ
か
ら
、
鴨
川
に
新
し
く
設
け
た
橋

の
ほ
と
り
の
芝
生
で
う
ず
く
ま
り
つ
つ
待
ち
、
辰
の
刻（
午
前
八
時
）ご
ろ
に
御み

先さ
き

払ば
ら
い

の
声
が

し
て
、
つ
い
に
行
幸
を
目
に
す
る
。
行
列
の
描
写
は
畏
敬
も
あ
っ
て
遠
慮
す
る
が
、
長
歌
を
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一
首
、
反
歌
を
二
首
、
短
歌
を
三
首
詠
ん
で
そ
の
感
激
を
伝
え
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
柳
の
茶
屋
お
よ
び
新
設
の
仮
橋
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
行
幸
見
物
の
た
め
に

京
都
を
訪
れ
て
い
た
本
居
大
平
が
、『
紅
葉
の
御
幸
』（
一
冊
。
文
政
七
年
。
東
京
大
学
文
学

部
国
文
学
研
究
室
・
本
居
文
庫
、
本
居
帙
四
〇
‐
一
六
二
一
‐
甲
・
乙
）の
な
か
に
書
き
記

し
て
い
る
。

（
＊
文
政
七
年
九
月
）廿
日
。（
＊
林
）鮒
主
が
い
ざ
な
ふ
ま
ゝ
に
、（
＊
植
松
）茂
岳
・（
＊

田
中
＝
近
藤
）良
樹
な
ど
と
も
な
ひ
て
、
御
幸
な
ら
せ
給
ふ
道
を
も
見
ん
と
て
、
ま
づ

堺
町
御
門
よ
り
い
り
て
、
御
所
の
ま
へ
よ
り
東
に
清
和
院
口
に
出
て
、
広
小
路
と
い
ふ

所
、
梶
井
宮
の
ま
へ
の
み
ち
よ
り
今
出
川
す
ぢ
と
か
や
の
加
茂
川
を
わ
た
り
て
、
柳
の

茶
屋
と
い
ふ
所
に
い
た
り
ぬ
。
こ
ゝ
な
ん
、
か
の
蓑
内
氏（
＊
宗
右
衛
門
＝
源
政
冨
）

の
思
ひ
よ
り
て
、
あ
す
の
御
幸
拝
見
の
所
に
と
さ
だ
め
契
り
お
け
る
所
な
る
。
此
所
は
、

高
野
川
の
流
れ
あ
ふ
所
に
て
、
川
は
ゞ
は
や
ゝ
ひ
ろ
け
れ
ど
、
つ
ね
の
水
の
な
が
れ
、

東
の
岸
つ
ら
を
な
が
れ
て
、
そ
の
水
の
上
に
、
か
り
そ
め
な
る
つ
ち
橋
を
か
け
て
、
川

原
よ
り
わ
た
り
か
よ
ふ
所
な
り
。
川
は
ゞ
お
よ
そ
三
十
間
あ
る
べ
し
。
此
西
の
方
七
八

間
と
東
の
か
た
十
五
間
ば
か
り
と
橋
を
か
け
ら
れ
て
、
そ
の
な
か
ら
は
川
原
の
ま
ゝ
な

が
ら
や
ゝ
高
く
、
此
二
方
の
橋
に
つ
ゞ
き
て
、
つ
く
り
道
い
で
来
た
り
。
か
く
い
ふ
は
、

此
度
の
御
幸
な
ら
せ
給
ふ
道
の
料
に
、
あ
ら
た
に
作
ら
れ
た
る
な
り
け
り
。
板
の
上
に

土
を
お
き
、
そ
の
上
に
真
砂
を
し
き
て
、
い
と
う
る
は
し
く
は
き
き
よ
め
て
、
西
東
に

縄
を
引
わ
た
し
て
な
ん
あ
り
け
る
。
今
此
茶
屋
の
ま
へ
に
や
す
み
ゐ
て
見
れ
ば
、
橋
の

上
一
目
に
見
わ
た
さ
れ
て
、
あ
す
の
拝
見
の
所
に
よ
ろ
し
き
所
に
も
あ
る
か
な
と
、
鮒

主
も
い
ひ
思
へ
り
。 

（『
紅
葉
の
御
幸
』
甲
本
）

　

久
足
は
翌
二
十
二
日
、
錦
小
路
に
て
そ
の
本
居
大
平
主
催
の
宣
長
影
前
会
に
参
加
す
る
。

一
柳（
村
田
）春
門
や
藤
井
高
尚
は
じ
め
、
二
十
人
ば
か
り
が
同
席
し
た
。
場
所
は
お
そ
ら
く
、

大
平
『
紅
葉
の
御
幸
』
に
「
錦
小
路
服
部
敏
夏
」
と
見
出
せ
る
宣
長
門
の
歌
人
、
服
部
敏
夏

の
も
と
で
あ
ろ
う
。

　

右
に
見
た
行
幸
見
物
が
京
都
滞
在
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
吉
田
神

社
の
伊
勢
例
幣
使
派
遣（
九
月
十
一
日
）や
、
大
酒
神
社
の
牛
祭（
九
月
十
二
日
）な
ど
、
折
よ

く
催
さ
れ
る
行
事
が
あ
れ
ば
、
久
足
は
機
を
逃
さ
ず
に
見
物
し
て
い
る
。

　

以
降
の
京
都
を
舞
台
と
し
た
久
足
紀
行
文
で
も
、
仁
孝
天
皇
の
葬
礼（『
春
錦
日
記
』
弘
化

三
年
〈
一
八
四
六
〉、
久
足
四
十
三
歳
）、
孝
明
天
皇
即
位
礼（『
橘
日
記
』
弘
化
四
年
）、
新

内
裏
御
遷
幸（『
敷
島
日
記
』
安
政
二
年
〈
一
八
五
五
〉、
久
足
五
十
二
歳
）を
見
物
す
る
た
め

に
旅
程
を
組
む
な
ど
、
晩
年
ま
で
変
わ
ら
ぬ
皇
室
行
事
へ
の
関
心
が
、『
石
走
日
記
』
と
い

う
最
初
期
の
紀
行
文
か
ら
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
に
よ
り
、「
古
学
離

れ
」
と
い
う
画
期
を
経
な
が
ら
も
、
皇
室
敬
慕
の
念
は
、
い
ず
れ
の
紀
行
文
に
も
見
受
け
ら

れ
る
一
貫
し
た
姿
勢
だ
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

書
誌

　
『
石
走
日
記
』
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
・
日
本
大
学
図
書
館
・
三
重
県
立
図
書

館
が
所
蔵
す
る
。
天
理
本
は
草
稿
本
、
日
大
本
は
浄
書
本
、
三
重
本
は
転
写
本
で
あ
る
。
三

重
本
は
武
藤
文
庫
に
「
小
津
久
足
自
筆
稿
本
」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
る（
武
藤
文
庫
に
つ
い
て

は
、拙
著
『
小
津
久
足
の
文
事
』〈
前
掲
〉
三
部
三
章
「
花
鳥
日
記
」
参
照
）。
た
だ
し
、「
小

津
久
足
自
筆
稿
本
」
と
銘
打
っ
て
い
る
が
、
三
重
本
は
久
足
の
筆
跡
で
は
な
い
。
し
か
し
転

写
本
な
が
ら
、
久
足
筆
の
付
箋
が
付
さ
れ
る
な
ど
、
久
足
の
管
理
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、『
陸
奥
日
記
』
な
ど
他
の
い
く
つ
か
の
紀
行
文
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

久
足
は
浄
書
本
を
転
写
さ
せ
て
副
本
を
作
り
、
机
辺
に
備
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
三
重

本
も
西
荘
文
庫
旧
蔵
本
と
判
断
さ
れ
る
。
今
回
、
三
重
本
を
翻
刻
の
底
本
と
し
た
。

三
重
県
立
図
書
館
所
蔵
。
武
藤
文
庫（
Ｌ
９
８
０
／
オ
／
４　

資
料
番
号140049339

）。

一
冊
。
二
三
・
八
×
一
六
・
二
糎
。
袋
綴
。
表
紙
は
薄
縹
色
の
無
地
の
布
目
地
。
外
題「
石

走
日
記
」
と
左
肩
に
単
枠
題
簽
。
内
題
「
石
走
日
記
」。
一
〇
行
書
。
六
〇
丁（
墨
付

五
九
丁
）。
印
記「
武
藤
蔵
書
之
印
」（
朱
陽
）。
胡
粉
・
墨
書
訂
正
あ
り
。
付
箋
あ
り（
二
二

丁
オ
）。
奥
書
「
文
政
七
年
と
い
ふ
年
の
神
成
月
／
小
津
久
足
」。

注１　
 

十
月
一
日
に
長
谷
寺
へ
参
詣
し
た
折
、「
は
し
り
で
の
よ
ろ
し
き
山
の
は
つ
せ
山
ほ
と

け
所
と
な
る
も
う
れ
た
し
」
と
、
初
瀬
山
が
仏
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
憂
う
歌
を
詠

む
が
、つ
づ
け
て
「
と
お
も
ふ
も
、例
の
か
た
く
な
心
と
我
な
が
ら
を
か
し
く
な
む
」
と
、

そ
れ
は
「
か
た
く
な
心
」
で
あ
る
と
も
自
覚
し
て
お
り
、
後
年
の
「
古
学
離
れ
」
に
つ

な
が
る
素
地
が
見
受
け
ら
れ
る
。

２　

 

自
身
の
命
と
引
き
換
え
の
よ
う
に
母
ひ
な
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
「
久
足
の
心
に
大

き
な
ト
ラ
ウ
マ
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
、
生
ま
れ
て
十
日
後
に
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母
を
亡
く
し
た
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
の
例
を
引
き
つ
つ
、
柏
木
隆
雄
は
考

察
を
加
え
て
い
る（「
五
十
三　

生
ま
れ
出
ず
る
悩
み
―
ル
ソ
ー
と
久
足
」『
本
居
宣

長
・
本
居
春
庭
・
小
津
久
足
・
小
津
安
二
郎　

伊
勢
松
阪
の
知
の
系
譜
』
和
泉
書
院
、

二
〇
二
四
）。

３　

 

神
仏
習
合
を
厭
う
姿
勢
は
、
九
月
八
日
に
三
井
寺
に
参
詣
し
た
折
、
三
尾
神
社
が
寺
の

鎮
守
の
よ
う
に
祭
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
憤
っ
て
い
る
様
子
な
ど
に
う
か
が
え
る
。

４　

 

長
島
弘
明
は
、
上
田
秋
成
が
五
歳
の
折
、
重
い
疱
瘡
に
か
か
っ
て
命
が
危
う
か
っ
た
と

こ
ろ
、
父
が
香か

具ぐ

波わ

志し

神
社
に
祈
願
し
て
命
を
助
か
っ
た
経
験
か
ら
、「
合
理
主
義
者

で
あ
り
な
が
ら
も
、
神
秘
的
な
も
の
の
存
在
を
否
定
せ
ず
、
時
と
し
て
そ
う
し
た
神
秘

的
な
も
の
へ
の
志
向
を
示
す
」
と
指
摘
し
て
い
る
が（『
雨
月
物
語
の
世
界
』
ち
く
ま
学

芸
文
庫
、
一
九
九
八
）、
後
年
、
秋
成
を
慕
っ
て
そ
の
著
作
を
収
集
す
る
こ
と
に
な
る

久
足
に
、
同
様
の
体
験
と
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
の
は
興
味
深
い（
も
っ
と
も
、
久
足

は
怪
異
は
好
ま
な
い
）。

５　

 

盛
田
帝
子
「
光
格
上
皇
主
催
御
会
和
歌
年
表
―
文
政
期
編
」（『
大
手
前
大
学
論
集
』

二
〇
、二
〇
二
一
）の
年
表
を
追
う
と
、
文
政
六
年
九
月
二
十
三
日
「
修
学
院
御
茶
屋
御

幸
の
費
用
に
つ
い
て
、
御
附
衆
よ
り
両
役
に
申
達
」、
同
七
年
二
月
二
十
六
日
「
修
学

院
離
宮
御
茶
屋
造
立
の
木
作
始
地
曳
を
行
う
」、
同
年
四
月
十
八
日
「
修
学
院
離
宮
御

茶
屋
礎
立
柱
を
行
う
」、
同
年
七
月
四
日
「
九
月
中
下
旬
に
修
学
院
山
荘
に
御
幸
の
旨

を
仰
せ
出
す
」、
同
年
七
月
二
十
七
日
「
修
学
院
離
宮
御
茶
屋
の
上
棟
を
行
う
」、
同
年

閏
八
月
二
十
九
日
「
九
月
二
十
一
日
卯
刻
に
修
学
院
山
荘
に
御
幸
の
事
、
治
定
」（
以

上
は
『
光
格
天
皇
実
録
』
に
も
と
づ
く
）と
、
修
学
院
離
宮
行
幸
に
い
た
る
経
緯
が
確

認
で
き
る
。
ま
た
、
行
幸
当
日
の
九
月
二
十
一
日
に
は
、
光
格
院
の
主
催
で
修
学
院
御

幸
御
会
・
修
学
院
御
当
座
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り（「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、

窮
邃
軒
ニ
於
テ
和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
又
、
当
座
御
会
ア
リ
、
次
ニ
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、

笛
、
笙
、
筝
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
。」『
光
格
天
皇
実
録
』）、
御
会
記
録
も
残
る
。

翻
刻

 

凡
例

一 

、
三
重
県
立
図
書
館
所
蔵
『
石
走
日
記
』（
武
藤
文
庫
「
小
津
久
足
自
筆
稿
本　

５
」

Ｌ
９
８
０
／
オ
／
４　

資
料
番
号140049339

）を
翻
刻
し
た
。

一 

、
読
解
の
便
宜
を
考
慮
し
て
、
適
宜
、
句
読
点
・
濁
点
・
括
弧
・
改
行
・
段
落
冒
頭
の

字
下
げ
を
施
し
た
。

一 

、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。
し
か
し
、
固
有
名
詞
は

旧
字
体
を
残
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、「
玉
」
を
「
給
」、「
哥
」
を
「
歌
」、「
比
」

を
「
頃
」、「
斗
」
を
「
計
」、「
宦
」
を
「
官
」
と
し
た
。

一 

、
日
付
が
替
わ
る
ご
と
に
一
行
を
空
け
、
小
見
出
し
と
し
て
、
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
原
文
に

は
な
い
日
付
を
加
え
た
。

（
外
題
）「
石
走
日
記
」

（
内
題
）「
石
走
日
記
」

文
政
七
年（
一
八
二
四
）九
月
三
日

　

石
走
の
近
江
国
多
何
社
に
い
ま
す
大
神
に
ま
う
づ
べ
き
よ
し
あ
り
て
、
年
頃
心
に
は
い
か

で
〴
〵
と
お
も
ひ
わ
た
り
つ
れ
ど
、
さ
り
が
た
き
さ
は
り
の
み
に
て
、
と
み
に
い
で
た
つ
こ

と
も
か
た
け
れ
ば
、
く
ち
を
し
か
り
し
に
、
今
年
文
政
七
年
と
い
ふ
と
し
、
さ
は
り
も
な
け

れ
ば
お
も
ひ
た
ち
ぬ
。
さ
る
は
こ
の
秋
、
太
上
天
皇
の
北
山
に
行
幸
あ
る
よ
し
、
風
の
便
に

き
ゝ
つ
れ
ば
、
そ
れ
を
も
を
が
み
奉
ら
ん
と
て
、
い
で
た
つ
に
な
ん
あ
り
け
る
。

　

明
日
た
ゝ
む
と
て
の
日
は
、
ぬ
さ
き
ざ
み
、
あ
る
は
旅
の
ま
う
け
な
ど
す
と
て
、
い
と
ま

も
な
し
。

　
　

ま
ゐ
で
む
と
な
が
き
と
し
月
心
さ
へ
く
だ
き
し
ぬ
さ
を
神
は
う
け
て
よ

　

こ
ろ
は
な
が
月
の
三
日
、
よ
ふ
か
く
立
い
で
ん
と
す
。
家
の
別
は
、
い
つ
と
て
も
を
し
き

な
ら
ひ
な
れ
ど
、
こ
た
び
は
さ
ば
か
り
ひ
さ
し
き
旅
に
も
あ
ら
ず
、
心
か
ら
お
も
ひ
た
ち
ぬ

る
こ
と
な
れ
ば
、

　
　

こ
の
た
び
は
う
し
と
お
も
は
で
お
も
ひ
た
つ
道
に
こ
ゝ
ろ
も
ゆ
く
別
か
な
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あ
ひ
と
も
な
ふ
人
は
あ
ら
で
、
供
の
を
の
こ
ば
か
り
を
ぐ
し
て
、
た
ゞ
独
出
た
ち
ぬ
。
三

渡
に
て
夜
は
明
は
て
に
け
れ
ば
、
お
く
り
に
と
て
き
た
る
人
々
に
は
こ
ゝ
に
て
わ
か
れ
て
、

供
の
を
の
こ
と
ふ
た
り
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
い
そ
ぐ
旅
路
な
が
ら
も
い
と
つ
れ
〴
〵
也
。
さ
れ

ば
今
よ
り
、
ゆ
く
さ
き
の
こ
と
ゞ
も
の
心
に
と
ま
る
ふ
し
を
だ
に
書
つ
け
つ
ゝ
ゆ
き
な
ば
、

な
ぐ
さ
む
か
た
も
あ
り
な
む
と
、
ふ
と
こ
ろ
紙
と
う
で
ゝ
し
る
さ
む
と
す
。

　

四
里
と
い
ふ
に
津
の
宿
に
い
た
る
。
部
田
て
い
ふ
あ
た
り
よ
り
、
上
野
の
宿
に
ゆ
く
道
と

椋
本
の
宿
に
ゆ
く
道
と
あ
り
、
わ
れ
は
椋
本
の
宿
の
か
た
に
ゆ
く
べ
き
な
る
に
、
お
も
ふ
よ

し
あ
れ
ば
上
野
の
宿
の
か
た
に
心
ざ
し
て
、
此
里
を
出
は
な
れ
た
る
あ
た
り
よ
り
、
み
わ
た

し
た
る
さ
ま
、
北
よ
り
南
の
方
を
山
々
な
ら
び
た
て
り
。
そ
の
山
々
は
椿
嶽
の
ゝ
ぼ
り
、
鈴

茄（
鹿
）山

・
百
丈
嶽
・
経
峯
・
布
引
山
な
ど
な
り
。

　
　

ひ
と
り
ゐ
て
も
の
さ
ぶ
し
き
に
村
山
の
い
む
る
ゝ
み
れ
ば
と
も
し
く
お
も
ほ
ゆ

　

二
里
と
い
ふ
に
上
野
の
宿
、
又
一
里
半
と
い
ふ
に
白
子
の
宿
に
い
た
る
。

　

こ
の
さ
と
の
入
口
、
寺
家
と
い
ふ
あ
た
り
に
不
断
桜
と
い
ふ
桜
の
木
の
あ
り
て
、
花
の
を

り
な
ら
ね
ど
、
い
と
お
も
し
ろ
く
さ
き
た
る
に
、
か
た
へ
の
葉
ど
も
の
も
み
ぢ
し
た
る
は
、

い
と
め
づ
ら
し
。

　
　

も
み
ぢ
す
る
枝
に
花
さ
へ
さ
く
ら
木
を
ひ
と
か
た
な
ら
ず
あ
は
れ
と
ぞ
み
る

　

久
留
末
神
社
の
御
前
を
す
ぐ
と
て
、

　
　

故
郷
に
か
へ
り
く
る
ま
で
ま
さ
き
く
と
道
ゆ
き
ぶ
り
に
た
の
み
て
ぞ
ゆ
く

　

一
里
半
と
い
ふ
に
神
戸
宿
に
い
た
り
て
、
木
菜
屋
何
が
し
と
い
ふ
も
の
ゝ
宿
に
や
ど
り
ぬ
。

九
月
四
日

　

四
日
。
暁
が
た
に
や
ど
り
を
た
ち
て
、
高
岡
川
・
う
つ
べ
川
な
ど
朝
川
わ
た
り
て
追
分
と

い
ふ
所
に
い
た
る
。
こ
ゝ
よ
り
右
に
ゆ
け
ば
江
門
、
左
に
ゆ
け
ば
京
に
ゆ
く
道
の
ち
ま
た
也
。

さ
れ
ば
左
の
か
た
に
わ
か
れ
て
、
並
木
の
松
原
を
五
六
町
ゆ
け
ば
、
小
許
曽
村
な
り
。
こ
の

さ
と
の
入
口
に
木
ぶ
か
き
杜
あ
り
。
こ
は
『
式
』
に
見
え
た
る
御
社
な
る
べ
し
。
八
町
ば
か

り
ゆ
き
て
、
采
女
の
里
に
い
た
る
。

　
　

つ
き
の
葉
の
い
ひ
つ
ぎ
ゝ
て
や
こ
の
さ
と
に
三
重
の
采
女
が
名
は
の
こ
り
け
む

　
　

歌
よ
み
て
罪
ゆ
る
さ
え
し
わ
が
た
ゝ
み
み
へ
の
う
ね
め
が
い
に
し
へ
お
も
ほ
ゆ

　

こ
の
さ
と
を
出
は
な
れ
て
の
ぼ
る
坂
を
、
今
も
杖
衝
坂
と
い
ふ
と
き
く
に
、
か
の
ふ
る
ご

と
お
も
ひ
い
で
ら
れ
て
、

　
　

や
ゝ
〳
〵
に
あ
ゆ
み
ま
し
け
る
い
に
し
へ
を
お
も
ふ
も
か
な
し
杖
衝
の
坂

　
　

い
に
し
へ
を
お
も
ひ
い
づ
る
も
か
な
し
く
て
涙
つ
き
せ
ぬ
つ
ゑ
つ
き
の
さ
か

　

こ
の
あ
た
り
よ
り
北
の
か
た
に
伊
吹
山
の
見
ゆ
る
に
つ
け
て
も
、
こ
と
さ
ら
い
に
し
へ
の

こ
と
ぞ
し
の
ば
る
ゝ
。

　

追
分
よ
り
五
十
丁
と
い
ふ
に
石
薬
師
の
宿
也
。
こ
の
宿
ち
か
き
あ
た
り
に
山
辺
村
と
い
ふ

が
あ
り
て
、
五
十
師
原
の
か
り
宮
の
あ
と
、
あ
る
は
山
辺
御
井
な
ど
も
あ
り
と
き
け
ど
、
道

い
そ
が
れ
て
、
さ
ま
で
は
え
も
た
づ
ね
ず
。

　
　

こ
の
た
び
は
ゆ
か
で
す
ぐ
と
も
又
こ
む
と
ち
ぎ
り
む
す
ば
ん
み
ゐ
の
ま
し
水

　
　

行
宮
の
あ
と
を
も
お
も
へ
ど
い
し
の
原
よ
る
こ
と
か
た
し
み
ち
い
そ
ぐ
身
は

　

心
に
ま
か
せ
ぬ
も
く
ち
を
し
。

　

宿
を
出
は
な
れ
て
二
十
町
ば
か
り
も
ゆ
け
ば
川
の
ほ
と
り
に
い
づ
。
こ
は
高
岡
川
の
川
上

に
て
、
こ
ゝ
に
て
は
甲
斐
川
と
い
ふ
と
ぞ
。
川
に
そ
ひ
て
す
こ
し
の
ぼ
れ
ば
、
高
宮
と
い
ふ

さ
と
あ
り
。
道
の
ほ
と
り
に
は
家
二
軒
な
ら
で
は
な
く
て
、
北
の
方
に
つ
ゞ
き
た
る
里
也
。

　

こ
ゝ
に
て
白
鳥
の
陵
の
御
こ
と
た
づ
ね
た
れ
ば
、
あ
る
じ
に
や
あ
ら
む
、「
そ
は
こ
ゝ
よ

り
入
り
て
ゆ
く
也
。
さ
れ
ど
道
し
れ
が
た
し
。
酒
代
給
は
ら
ば
、
案
内
し
ま
ゐ
ら
せ
ん
」
と

い
へ
ば
、「
そ
は
心
に
ま
か
す
べ
し
。
い
ざ
」
と
て
、
そ
の
を
の
こ
を
先
に
た
て
ゝ
、
ほ
そ

き
道
を
八
町
ば
か
り
ゆ
け
ば
、
熊
野
権
現
の
御
社
あ
り
。
そ
の
御
社
の
右
の
道
よ
り
四
五

町
ば
か
り
も
ゆ
け
ば
、
又
御
社
あ
り
、「
白
鳥
山
陵
御
蓋
殿
」
と
い
ふ
額
を
か
け
た
り
。
又

こ
の
御
社
の
右
の
道
よ
り
す
こ
し
出
は
な
れ
た
る
所
に
、
御
陵
は
あ
り
て
、
い
と
大
き
な
り
。

「
能
煩
野
陵
は
大
か
た
こ
れ
な
る
べ
し
」
と
故
翁
の
考
に
も
い
は
れ
て
、
な
ほ
な
に
く
れ
の

塚
ど
も
の
こ
と
を
あ
げ
つ
ら
ひ
た
ま
へ
る
中
の
、
日
の
坪
と
い
ふ
小
山
は
、
わ
れ
も
け
ふ
み

て
き
つ
れ
ど
、
ま
た
く
陵
の
さ
ま
に
あ
ら
ず
。
そ
れ
と
は
や
う
か
は
り
て
、
こ
の
塚
は
ち
か

き
あ
た
り
に
、
い
に
し
へ
の
ほ
り
の
堤
の
な
ご
り
め
か
し
き
も
の
な
ど
も
か
づ
〳
〵
の
こ
り

て
、
南
の
方
よ
り
北
ま
で
は
い
さ
ゝ
か
の
木
立
だ
に
み
え
ず
、
た
ゞ
大
野
の
か
ぎ
り
に
て
め

も
お
よ
ば
ぬ
さ
ま
も
、
能
煩
野
陵
と
あ
る
に
よ
く
あ
ひ
、
今
に
し
ら
鳥
塚
と
い
ひ
て
、
杖
突

坂
に
ほ
ど
ゝ
ほ
か
ら
ぬ
あ
た
り
な
れ
ば
、
能
煩
野
陵
は
い
よ
〳
〵
こ
れ
な
る
べ
く
お
も
ふ
に

も
、
ふ
る
ご
と
お
も
ひ
出
ら
れ
て
、
か
な
し
さ
た
ゞ
な
ら
ず
。

　
　

こ
の
野
べ
に
な
が
く
の
こ
り
て
と
こ
ろ
づ
ら
と
こ
よ
に
た
へ
ぬ
み
は
か
た
ふ
と
し

　
　

い
に
し
へ
の
は
ゆ
ま
づ
か
ひ
の
す
ゞ
ろ
に
も
か
な
し
き
も
の
か
み
は
か
を
が
み
て

　
　

空
よ
り
も
ゆ
か
む
も
の
を
と
の
ら
し
け
る
み
た
ま
や
つ
ひ
に
あ
ま
か
け
り
け
む

　
　

な
き
た
ま
も
我
家
し
ぬ
び
て
白
鳥
の
天
か
け
り
て
や
飛
い
ま
し
け
む

　
　

は
し
け
や
し
わ
ぎ
へ
こ
ひ
し
く
お
も
ほ
し
ゝ
御
こ
ゝ
ろ
も
へ
ば
な
み
だ
ぐ
ま
し
も
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し
る
べ
の
を
の
こ
に
と
へ
ば
、「
こ
の
野
は
今
は
ひ
ろ
せ
野
と
い
ふ
」
と
い
へ
り
。
そ
は

ひ
ろ
き
よ
り
名
づ
け
た
る
名
な
る
べ
し
。
陵
は
白
鳥
塚
と
も
経
塚
と
も
茶
臼
山
と
も
、
又
は

「
か
さ
と
さ
ま
」「
た
け
べ
さ
ま
」
な
ど
も
い
へ
り
。

　

さ
て
、
こ
の
ち
か
き
あ
た
り
に
桜
の
木
の
あ
り
て
、
花
の
さ
く
時
は
、
花
の
さ
か
さ
ま
に

つ
き
て
さ
く
と
ぞ
。
そ
を
里
人
の
い
ひ
つ
た
へ
に
は
、「
倭
建
命
の
つ
き
給
ひ
し
御
杖
を
さ

か
さ
ま
に
土
に
つ
き
た
て
給
へ
る
が
、
つ
ひ
に
根
の
い
で
き
て
花
の
さ
き
た
る
が
、
今
に
あ

る
な
り
」
と
い
ふ
と
い
へ
ど
、
い
と
う
き
た
る
こ
と
ゞ
も
な
り
。

　

宝
冠
塚
・
装
束
塚
と
い
ふ
が
あ
り
と
い
へ
ば
、
何
と
か
や
そ
の
名
の
な
つ
か
し
く
て
立
よ

り
て
見
る
に
、
い
と
ち
ひ
さ
き
塚
ど
も
也
。

　

か
く
て
も
と
の
道
を
熊
野
権
現
の
御
社
の
あ
た
り
ま
で
か
へ
り
て
、
そ
れ
よ
り
道
を
か
へ

て
庄
野
の
宿
に
い
で
ぬ
。
さ
て
こ
た
び
は
こ
の
陵
を
は
じ
め
、
こ
の
あ
た
り
の
さ
ま
見
ま
ほ

し
う
お
ぼ
ゆ
る
ま
ゝ
に
、
関
の
か
た
に
す
ぐ
に
は
も
の
せ
で
、
こ
な
た
に
き
た
る
な
り
け
り
。

　

庄
野
を
い
で
は
な
る
ゝ
ほ
ど
よ
り
日
も
く
れ
か
ゝ
り
ぬ
れ
ば
、
道
い
そ
が
れ
て
何
く
れ
の

里
を
す
ぎ
ぬ
れ
ど
、
里
の
名
だ
に
も
き
か
で
や
み
ぬ
。
二
里
と
い
ふ
に
か
ら
う
じ
て
亀
山
の

宿
に
い
た
り
て
、
亀
や
何
が
し
と
い
ふ
も
の
ゝ
家
に
や
ど
り
ぬ
。

九
月
五
日

　

五
日
。
あ
け
は
な
る
ゝ
頃
、
や
ど
り
を
た
ち
て
、
十
町
ば
か
り
も
ゆ
け
ば
野
尻
と
い
ふ
さ

と
あ
り
。
こ
ゝ
に
皇
館
社
と
い
ふ
あ
り
。『
式
』
に
見
え
た
る
「
野
志
里
神
社
」
な
ら
ん
か

と
も
お
も
は
る
れ
ど
、
所
た
が
ひ
た
れ
ば
、
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
さ
れ
ど
木
立
も
の
さ
び
て
や

う
あ
り
げ
な
る
御
社
也
。

　

こ
ゝ
を
出
は
な
る
れ
ば
左
は
関
川
に
て
、
流
に
そ
ひ
て
堤
の
上
を
の
ぼ
り
ゆ
く
ほ
ど
、
道

い
と
と
ほ
き
に
朝
風
す
ゞ
ろ
身
に
し
み
て
わ
び
し
。

　
　

風
わ
た
る
つ
ゝ
み
の
道
を
た
も
と
ほ
り
た
も
と
さ
む
け
き
秋
の
川
つ
ら

　

大（
小
）野

村
と
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
関
の
宿
に
い
た
り
て
、

　
　

駅
路
の
名
に
の
み
い
ま
は
と
ゞ
ま
り
て
す
ゞ
か
の
せ
き
の
あ
と
ふ
り
に
け
り

　

宿
を
出
は
な
れ
て
し
ば
し
ゆ
け
ば
、
道
の
左（

右
）に

筆
捨
山
と
い
ふ
山
有
、
あ
た
り
を
山
川
の

な
が
る
ゝ
さ
ま
、
水
の
音
い
さ
ぎ
よ
く
、
け
し
き
え
な
ら
ぬ
所
也
。
げ
に
む
か
し
狩
野
何
が

し
と
い
ふ
画
に
た
く
み
な
り
け
る
人
の
、
こ
の
山
の
け
し
き
を
う
つ
し
か
ね
て
筆
を
す
て
け

る
よ
り
、
か
く
は
名
づ
け
た
り
と
ぞ
。

　
　

言
の
葉
は
か
け
て
こ
そ
見
め
う
つ
し
ゑ
の
筆
は
お
よ
ば
ぬ
け
し
き
な
り
と
も

　

坂
下
の
宿
よ
り
坂
路
に
か
ゝ
る
。
山
は
音
に
も
き
こ
え
た
る
鈴
鹿
山
な
り
。
名
だ
ゝ
る

八
十
瀬
は
道
の
左
を
な
が
る
ゝ
川
な
る
べ
し
。
岩
に
ふ
れ
て
は
く
だ
く
る
波
の
け
し
き
、
あ

か
ず
め
づ
ら
し
く
お
ぼ
え
て
、
立
ど
ま
り
て
は
見
つ
ゝ
ゆ
く
。

　
　

み
な
人
の
め
で
て
ぞ
と
ま
る
す
ゞ
か
山
こ
れ
や
八
十
瀬
の
波
の
関
守

　

岸
の
ほ
と
り
に
そ
め
た
る
紅
葉
の
み
ゆ
る
は
、
ひ
と
し
ほ
お
も
し
ろ
し
。

　
　

ふ
り
す
て
ゝ
波
た
ち
か
ね
つ
鈴
鹿
川
こ
ゝ
ろ
も
う
つ
る
き
し
の
も
み
ぢ
葉

　

坂
路
を
し
ば
し
の
ぼ
り
た
る
所
、
左
の
か
た
に
鈴
鹿
神
社
お
は
し
ま
す
。
猶
の
ぼ
り
て
た

む
け
に
い
た
る
。
こ
ゝ
よ
り
伊
勢
の
海
、
志
摩
の
国
ま
で
も
い
と
よ
く
見
や
ら
る
れ
ど
、
わ

が
す
む
か
た
は
か
た
へ
の
山
に
さ
へ
ら
れ
て
、
妹
が
ふ
る
ら
ん
袖
も
見
え
ず
。
ま
こ
と
や
、

「
な
び
け
此
山
」
と
は
か
ゝ
る
を
り
に
ぞ
い
は
ま
ほ
し
き
。
す
べ
て
此
山
の
も
み
ぢ
ま
だ
し

け
れ
ど
、
そ
こ
か
し
こ
に
を
り
〳
〵
そ
め
た
る
色
の
見
ゆ
る
は
、
中
々
に
め
づ
ら
し
。

　
　

紅
葉
に
は
人
こ
そ
と
ま
れ
す
ゞ
か
山
せ
き
も
る
人
は
あ
ら
ず
な
り
て
も

　

こ
の
峠
に
杭
を
た
て
た
る
は
、
伊
勢
の
国
と
近
江
の
国
の
さ
か
ひ
な
り
と
ぞ
。

　
　

わ
が
す
め
る
国
は
は
な
れ
て
ゆ
く
旅
の
う
き
に
あ
ふ
み
の
名
こ
そ
つ
ら
け
れ

　

山
路
を
ゆ
き
〳
〵
て
女
夫
坂
と
い
ふ
さ
か
に
い
た
る
。
こ
は
お
な
じ
や
う
な
る
坂
の
ふ
た

つ
あ
る
な
り
け
り
。

　
　

い
か
ば
か
り
ふ
か
き
女
夫
の
中
な
ら
ん
あ
ふ
み
の
国
に
あ
る
を
お
も
へ
ば

　

猪
鼻
・
か
に
が
坂
な
ど
な
ど
を
す
ぎ
て
、
田
村
川
と
い
ふ
川
を
わ
た
り
た
る
む
か
ひ
に
田

村
神
社
と
い
ふ
お
は
し
ま
す
。
こ
は
坂
上
田
村
丸
の
君
を
ま
つ
り
た
り
と
か
や
。
何
の
ゆ
ゑ

よ
し
あ
り
て
こ
ゝ
に
は
ま
つ
れ
る
に
か
、
も
の
に
も
み
え
ね
ば
い
ぶ
か
し
。

　

こ
ゝ
よ
り
は
土
山
に
ほ
ど
も
あ
ら
ず
、
坂
下
よ
り
三
里
な
り
と
ぞ
。
土
山
の
宿
に
い
た
り

て
、
こ
の
宿
の
半
よ
り
左
の
か
た
に
わ
か
れ
て
、
多
賀
の
か
た
に
ゆ
く
細
道
に
入
り
て
ゆ
き

て
、
松
野（

尾
）川

と
い
ふ
川
を
わ
た
る
。
此
川
の
む
か
ひ
を
市
の
瀬
と
い
ふ
。
そ
の
里
を
出
は
な

れ
て
山
路
に
か
ゝ
り
て
、
の
ぼ
り
は
て
た
る
た
む
け
よ
り
近
江
の
海
ま
で
よ
く
み
や
ら
れ
て
、

け
し
き
よ
し
。

　

猶
お
な
じ
や
う
な
る
山
路
を
ゆ
く
ほ
ど
、
い
と
ゝ
ほ
し
。
か
ら
う
じ
て
い
で
た
る
所
は
、

鎌カ
ヒ

掛
の
宿
に
て
、
こ
ゝ
に
柏
屋
何
が
し
と
い
ふ
も
の
ゝ
家
に
や
ど
り
ぬ
。

九
月
六
日

　

六
日
。
明
が
た
や
ど
り
を
た
ち
い
づ
る
に
、
霧
い
と
ふ
か
し
。

　
　

鎌
掛
の
里
た
ち
い
で
て
朝
ゆ
け
ば
き
り
は
ら
ひ
つ
ゝ
秋
風
ぞ
ふ
く
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日
野
川
と
い
ふ
を
わ
た
り
、
木
津
・
か
う
づ
け
野（

田
）・

内
池
・
小
谷
な
ど
い
ふ
を
も
す
ぎ
て
、

石
原
の
宿
に
い
た
る
。
い
も
の
し
と
い
ふ
里
に
て
、

　
　

ひ
と
り
の
み
旅
ゆ
く
わ
れ
は
身
の
よ
そ
に
お
も
は
で
か
よ
ふ
い
も
の
し
の
さ
と

　

岡
本
・
大
塚
と
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
お
ぶ
さ
川
と
い
ふ
を
わ
た
る
。
む
か
ひ
の
さ
と
に
て
も

の
な
ど
く
ひ
て
、
そ
こ
を
出
は
な
る
れ
ば
布
引
野
と
い
ふ
野
原
に
て
、
い
と
ひ
ろ
し
。
三
上

山
を
は
じ
め
、
よ
も
の
山
々
も
の
に
も
さ
は
ら
ず
み
え
て
、
け
し
き
よ
し
。

　

紅
葉
の
一
木
、
二
木
そ
め
た
る
を
、

　
　

白
妙
の
そ
れ
に
は
あ
ら
で
も
み
ぢ
葉
の
に
し
き
も
つ
ゞ
く
布
引
の
野
辺

　

い
ま
つ
き
・
い
ま
さ
き
・
中
野
な
ど
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
八
日
市
の
宿
に
い
た
る
。
こ
ゝ
よ

り
二
里
ば
か
り
は
里
と
い
ふ
べ
き
さ
と
も
を
さ
〳
〵
み
え
ず
。
山
道
あ
る
は
畦
道
な
ど
を
小

幡
の
出
町
と
い
ふ
に
い
づ
。
お
よ
そ
土
山
よ
り
是
ま
で
は
ゆ
き
ゝ
も
い
と
ま
れ
に
て
、
道
も

ほ
そ
き
か
ぎ
り
な
れ
ば
、
心
ぼ
そ
く
も
わ
び
し
く
も
お
も
ひ
た
る
に
、
こ
ゝ
は
尾
張
の
国
よ

り
都
に
か
よ
ふ
大
路
に
て
、
道
も
い
と
ひ
ろ
く
、
ゆ
き
ゝ
も
こ
よ
な
く
お
ほ
け
れ
ば
、
う
れ

し
く
さ
へ
ぞ
お
も
は
る
ゝ
也
。

　

恵（
愛
）知

川
を
わ
た
り
て
む
か
ひ
の
宿
に
い
た
る
。
市（

石
）橋

・
沓
掛
・
枝
・
千
度
・
石
畑
・
葛
籠

町
・
ほ
う
ぜ
な
ど
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
高
宮
川
を
わ
た
り
て
む
か
ひ
の
宿
、
松
坂
や
何
が
し
と

い
ふ
も
の
ゝ
家
に
や
ど
り
ぬ
。
今
は
多
賀
の
御
社
も
ち
か
く
な
り
ぬ
る
を
お
も
ふ
に
、
い
と

う
れ
し
。
あ
す
は
ま
う
づ
る
ま
う
け
に
、
ゆ
あ
み
な
ど
す
。

九
月
七
日

　

七
日
。
明
が
た
に
宿
り
を
い
で
て
、
か
の
御
社
に
ま
う
で
む
と
す
。

　

半
丁
ば
か
り
ゆ
け
ば
、
右
の
か
た
に
「
多
賀
大
社
」
と
い
ふ
額
を
か
け
た
る
鳥
居
た
て
り
。

こ
ゝ
よ
り
は
心
も
ゆ
く
道
な
れ
ば
、
足
も
か
ろ
き
こ
ゝ
ち
の
せ
ら
れ
て
、
ほ
ど
も
な
く
多
賀

の
里
に
い
た
る
。
一
里
と
い
へ
ど
、
い
と
ち
か
ゝ
り
し
と
お
ぼ
ゆ
る
も
、
心
か
ら
な
り
か
し
。

　

石
の
鳥
居
の
た
て
り
し
跡
の
石
ず
ゑ
ば
か
り
の
こ
り
た
る
所
よ
り
、
一
町
ば
か
り
も
ゆ
け

ば
、
そ
り
橋
あ
り
。
わ
た
り
て
す
こ
し
ゆ
け
ば
御
社
な
り
。
大
前
ち
か
く
し
づ
か
に
心
い
れ

て
を
が
み
奉
る
も
、
ま
こ
と
に
と
し
ご
ろ
の
ほ
い
か
な
ふ
こ
ゝ
ち
し
て
、
い
と
う
れ
し
。

　

さ
る
は
、
わ
が
み
う
ま
れ
い
で
て
ほ
ど
な
く
、
い
と
お
も
き
病
に
か
ゝ
づ
ら
ひ
て
、
す
で

に
命
も
あ
や
ふ
か
り
し
か
ば
、
母
と
祖
母
な
り
け
る
人
と
ふ
か
く
な
げ
き
給
ひ
て
、
は
る
〴

〵
と
こ
の
御
社
に
し
も
ね
ぎ
ご
と
し
給
ひ
た
る
に
、た
ふ
と
く
も
し
る
し
あ
り
て
、病
も
こ
ゝ

ろ
よ
く
な
り
ぬ
れ
ば
、
い
み
じ
う
よ
ろ
こ
び
て
、
六
つ
に
な
り
な
ば
か
な
ら
ず
ゐ
て
ま
う
で

て
、
か
へ
り
ま
う
し
は
せ
さ
せ
む
と
う
け
ひ
給
へ
る
に
、
母
な
り
け
る
人
は
ほ
ど
な
く
む
な

し
く
な
り
給
へ
れ
ば
、
わ
が
六
歳
の
時
に
は
祖
母
な
り
け
る
人
の
ゐ
て
ま
う
で
さ
せ
給
ひ
し

な
り
。

　

か
く
て
此
大
神
の
御
恵
の
あ
さ
か
ら
ぬ
こ
と
ゞ
も
を
、
祖
母
な
り
け
る
人
の
も
の
ゝ
つ
い

で
ご
と
に
は
か
た
り
い
で
給
へ
り
し
か
ば
、
を
さ
な
心
に
も
た
ふ
と
く
お
ぼ
え
て
、
朝
夕
に

は
こ
な
た
に
む
き
て
を
が
み
奉
ら
ぬ
こ
と
は
あ
ら
ざ
り
し
に
、
か
く
古
事
学
ぶ
身
と
な
り
て

は
、
猶
さ
ら
た
ふ
と
く
も
か
し
こ
く
も
お
ぼ
え
奉
り
て
、
わ
が
身
の
か
く
て
あ
る
も
、
ま
た

く
大
神
の
み
か
げ
ぞ
、
そ
の
を
り
ね
ぎ
ご
と
を
ま
う
さ
ず
ば
、
い
か
で
か
か
く
て
あ
る
べ
き

や
と
、
お
も
ふ
に
つ
け
て
は
、
ふ
り
は
へ
て
も
又
ま
う
で
ま
ほ
し
く
お
も
ひ
ゐ
た
り
し
こ
と

な
れ
ど
、
何
く
れ
と
さ
は
り
の
み
し
て
、
十
六
年
を
へ
て
、
こ
と
し
廿
一
に
て
か
く
ま
う
で

つ
る
も
契
あ
さ
か
ら
ず
、
う
れ
し
さ
か
ぎ
り
な
し
。

　
　

朝
夕
に
つ
ね
を
が
む
身
は
け
ふ
さ
ら
に
こ
ひ
の
み
ま
つ
る
言
の
葉
も
な
し

　
　

お
ほ
け
な
き
こ
と
に
は
あ
れ
ど
父
の
ご
と
お
も
ひ
て
あ
ふ
ぐ
た
が
の
お
ほ
神

　
　

こ
ひ
の
み
し
神
の
め
ぐ
み
は
い
ち
じ
る
く
た
が
は
で
人
と
な
れ
る
身
ぞ
か
し

　
　

古
事
を
ま
な
ぶ
わ
が
身
と
な
り
ぬ
る
も
お
も
へ
ば
神
の
み
た
ま
な
り
け
り

　
　

こ
と
し
又
こ
の
御
社
に
ま
ゐ
で
し
も
神
の
め
ぐ
み
の
ほ
か
な
ら
め
や
は

　

む
か
し
祖
母
な
り
け
る
人
と
ま
う
で
し
を
り
の
こ
と
は
、
い
と
ほ
の
か
に
お
ぼ
え
ゐ
た
る

に
、
そ
の
人
も
今
は
な
き
人
と
な
り
給
へ
る
こ
と
を
お
も
ふ
に
、
い
と
か
な
し
く
て
、

　
　

神
垣
や
へ
だ
て
し
と
し
は
十
と
せ
あ
ま
り
む
か
し
の
こ
と
を
お
も
ひ
い
で
つ
ゝ

　
　

引
つ
れ
て
そ
の
か
み
垣
に
ま
ゐ
で
し
は
年
さ
へ
こ
ゝ
ら
へ
だ
て
来
に
け
り

　
　

し
ら
ゆ
ふ
の
し
ら
ぬ
む
か
し
も
し
の
ば
れ
て
袖
よ
り
な
み
だ
の
か
ゝ
る
か
み
が
き

　

こ
の
御
社
は
『
古
事
記
』
に
も
み
え
て
、
い
と
も
た
ふ
と
き
御
社
な
る
に
、
大
社
の
列
に

も
く
は
ゝ
り
給
は
ぬ
は
い
か
に
ぞ
や
。

　

さ
て
、
か
し
こ
け
れ
ど
御
社
を
心
と
ゞ
め
て
見
奉
る
に
、
今
は
二
座
相
殿
に
お
は
し
ま
し

て
、
横
も
竪
も
五
間
ば
か
り
あ
り
。
ふ
る
く
も
み
え
給
は
ぬ
は
、
い
に
し
年
、
御
子
の
大
神

の
み
あ
ら
び
に
て
や
け
給
へ
る
を
り
、
つ
く
り
か
へ
ら
れ
た
る
な
り
。
か
の
石
ず
ゑ
ば
か
り

の
こ
れ
る
鳥
居
も
、
そ
の
を
り
く
づ
れ
た
る
な
る
べ
し
。

　

今
は
と
て
、
御
前
を
た
ゝ
む
と
す
る
を
り
、

　
　

た
が
に
ま
す
大
神
に
ま
た
ま
ゐ
く
る
も
ち
か
つ
あ
ふ
み
の
名
を
や
た
の
ま
む

　

も
と
の
そ
り
橋
を
わ
た
ら
で
、
御
社
の
御
前
な
る
道
を
北
の
か
た
に
一
町
ば
か
り
ゆ
け
ば
、

『
式
』
に
見
え
た
る
日
向
神
社
お
は
し
ま
す
。
祭
神
は
瓊
々
杵
尊
な
り
と
い
へ
ど
、
よ
く
お
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も
へ
ば
日
向
と
い
ふ
よ
り
の
お
し
あ
て
に
は
あ
ら
じ
か
。
こ
の
御
前
の
橋
を
わ
た
れ
ば
、
か

の
石
ず
ゑ
の
あ
る
所
な
り
。
あ
ま
ご
と
い
ふ
所
に
鍵（

楫
）取

社
と
い
ふ
お
は
し
ま
せ
ば
、
こ
れ
に

も
ま
う
で
て
、
も
と
こ
し
お
な
じ
道
を
高
宮
の
宿
に
か
へ
り
つ
き
ぬ
。

　

さ
て
、
こ
ゝ
よ
り
も
又
き
の
ふ
こ
し
同
じ
道
を
小
幡
の
出
町
ま
で
か
へ
り
て
、
そ
れ
よ
り

か
の
尾
張
よ
り
都
に
も
の
す
る
道
を
ゆ
く
也
け
り
。
い
ん
で
・
町
屋
と
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
清

水
の
里
に
い
た
る
。
こ
ゝ
に
て
も
の
く
ひ
な
ど
す
。
こ
の
さ
と
よ
り
佐
々
木
御
社
に
ゆ
く
道

あ
り
と
き
け
ど
、
道
い
そ
が
れ
て
え
ま
う
で
ず
。

　

十
町
ば
か
り
ゆ
け
ば
老
曽
の
里
な
り
。
こ
ゝ
に
名
だ
か
き
杜
も
あ
り
て
、石
の
鳥
居
に「
鎌

宮
」
と
い
う
額
を
か
け
た
り
。
こ
の
御
社
は
『
式
』
に
も
「
奥
石
」
と
み
え
た
る
を
、
い
か

で
か
鎌
宮
と
は
い
ふ
ら
ん
と
い
ぶ
か
し
。

　
　

杜
の
名
の
お
い
そ
と
わ
が
身
な
る
ま
で
も
ま
さ
き
く
あ
れ
と
神
に
い
の
ら
む

　
　

も
の
ふ
り
し
木
々
の
梢
に
も
り
の
名
の
し
る
し
も
み
ゆ
る
神
の
み
や
し
ろ

　

も
み
ぢ
の
ち
る
を
み
て
、

　
　

色
そ
め
し
木
末
も
今
は
ち
る
ば
か
り
秋
も
老
曽
の
杜
の
も
み
ぢ
葉

　

西
往（

生
）来

村
と
い
ふ
を
す
ぎ
て
牟（

武
）佐

宿
に
い
た
る
。
入
口
に
神
社
お
は
し
ま
す
は
、『
三
代

実
録
』
に
「
牟
佐
下
神
」
と
み
え
た
る
な
る
べ
し
。
又
「
牟
佐
上
神
」
と
あ
る
も
こ
の
さ

と
に
こ
そ
お
は
す
ら
め
と
、
心
を
つ
け
き
た
る
に
、
宿
中
に
は
ち
ひ
さ
き
御
社
だ
に
み
え

ず
、
宿
よ
り
一
町
ば
か
り
西
に
木
ぶ
か
き
杜
あ
り
て
、
御
社
お
は
し
ま
す
に
や
、
鳥
居
た
て

り
。
家
も
い
さ
ゝ
か
あ
り
て
、
そ
こ
を
上
田
村
と
い
ふ
と
ぞ
。
上
田
と
い
ふ
名
も
よ
し
あ
れ

ば
、
上
神
は
こ
れ
に
は
あ
ら
じ
か
。

　

馬
渕
・
横
関
・
善
王（

光
）寺

な
ど
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
名
だ
か
き
鏡
の
里
に
い
た
る
。
鏡
山
は
左

の
か
た
に
あ
る
山
を
い
ふ
な
り
け
り
。

　
　

立
よ
り
て
見
て
は
ゆ
か
し
な
鏡
山
う
つ
る
も
や
さ
し
旅
の
や
つ
れ
は

　

し
ば
し
ゆ
け
ば
篠
原
の
さ
と
也
。
こ
ゝ
に
て
は
や
日
も
く
れ
か
ゝ
り
ぬ
る
に
、
を
り
し
も

し
ぐ
れ
の
ふ
り
出
た
る
は
、
い
と
わ
び
し
く
て
、

　
　

袖
ぬ
ら
す
ふ
し
を
も
そ
へ
て
篠
原
の
さ
と
ふ
く
風
に
し
ぐ
れ
来
に
け
り

　

矢（
家
）の

む
ね
川
と
い
ふ
を
わ
た
り
て
、
野
洲
村
也
。
牟（

武
）佐

よ
り
こ
ゝ
ま
で
三
里
と
い
へ
ど
、

い
と
ゝ
ほ
き
に
、
日
も
く
れ
ぬ
れ
ば
こ
と
さ
ら
に
こ
そ
。

　

野
洲
川
を
わ
た
る
に
、
川
原
の
ほ
ど
八
町
ば
か
り
あ
り
て
、
し
ぐ
れ
は
猶
や
ま
ず
、
川
風

さ
へ
身
に
し
み
て
袖
う
ち
し
を
る
ゝ
も
、
い
と
わ
び
し
。

　
　

と
の
ぐ
も
り
ふ
り
来
る
雨
の
く
る
し
さ
に
や
す
の
川
原
も
こ
と
に
し
あ
り
け
り

　

か
ら
う
じ
て
守
山
の
宿
に
つ
き
ぬ
る
う
れ
し
さ
、
い
は
ん
か
た
な
し
。
こ
ゝ
に
山
田
屋
何

が
し
と
い
ふ
も
の
ゝ
家
に
や
ど
り
ぬ
。

九
月
八
日

　

八
日
。
明
が
た
に
宿
を
い
づ
る
に
、
け
さ
も
霧
ふ
か
し
。

　

今
宿
・
焔
魔
堂
・
二
町
・
へ
そ
・
い（

笠
）さ

川
な
ど
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
中
沢
と
い
ふ
に
い
た
る
。

こ
ゝ
よ
り
西
の
か
た
に
あ
た
り
て
比
叡
山
の
霧
の
た
え
ま
よ
り
い
さ
ゝ
か
み
え
け
れ
ば
、

　
　

朝
風
も
ふ
き
は
ら
は
で
や
大
日
吉
の
山
は
み
き
り
の
は
れ
せ
ざ
る
ら
む

　

渋
川
・
落（

大
路
）野

井
・
砂
川
な
ど
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
草
津
の
宿
に
い
づ
。
今
は
都
も
ち
か
づ
き

ぬ
る
こ
そ
、
こ
よ
な
く
う
れ
し
け
れ
。

　

野
路
と
い
ふ
所
に
玉
川
の
跡
な
り
と
て
、
い
さ
ゝ
か
芝
生
の
あ
り
け
れ
ば
、

　
　

萩
こ
え
て
色
な
る
波
の
あ
と
も
な
く
う
つ
り
に
け
り
な
野
路
の
玉
川

　

月
輪
と
い
ふ
あ
た
り
よ
り
近
江
の
海
い
と
よ
く
見
ゆ
。
こ
の
こ
ろ
山
ふ
と
こ
ろ
の
み
に
て
、

今
見
付
た
る
は
め
づ
ら
し
。

　

大
江
を
す
ぎ
て
勢
田
に
い
た
る
。
長
橋
の
う
へ
よ
り
湖
を
見
や
り
た
る
さ
ま
、
け
し
き
よ

し
。
水
鳥
ど
も
の
う
か
び
た
る
を
見
て
、

　
　

近
江
の
海
せ
た
の
わ
た
り
に
に
ほ
鳥
の
か
づ
く
を
み
れ
ば
い
に
し
へ
お
も
ほ
ゆ

　

こ
の
つ
い
で
に
お
も
ひ
つ
ゞ
け
し
。

　
　

に
ほ
と
い
ふ
跡
も
な
き
名
を
こ
の
海
に
た
が
か
け
そ
め
し
波
の
ぬ
れ
ぎ
ぬ

　

こ
ゝ
よ
り
十
八
丁
ゆ
き
て
石
山
寺
に
ま
う
づ
。
山
門
を
入
た
る
と
こ
ろ
に
紅
葉
お
ほ
し
。

げ
に
名
も
し
る
く
、
め
づ
ら
し
き
石
ど
も
の
お
ほ
か
る
は
、
よ
き
見
も
の
な
り
。
湖
の
か
た

に
の
ぞ
め
る
所
よ
り
見
わ
た
し
た
る
け
し
き
、
比
叡
山
・
比
良
嶽
・
三
上
山
・
鏡
山
な
ど
を

は
じ
め
、
い
づ
こ
も
〳
〵
の
こ
り
な
く
み
や
ら
れ
て
、
え
も
い
は
ず
お
も
し
ろ
し
。

　
　

石
山
や
た
つ
こ
と
か
た
し
さ
ゞ
波
の
な
み
〳
〵
な
ら
ぬ
う
ら
の
け
し
き
に

　
　

近
江
の
海
見
わ
た
し
ひ
ろ
き
な
か
に
先
め
に
こ
そ
か
ゝ
れ
勢
田
の
な
が
は
し

　
　

あ
ふ
み
の
海
か
ゝ
る
け
し
き
も
あ
る
も
の
を
み
る
め
も
波
と
誰
か
い
ひ
け
む

と
こ
ゝ
ろ
づ
き
な
し
。

　

も
と
の
道
を
又
十
八
町
か
へ
り
て
、
そ
れ
よ
り
勢
田
の
町
を
出
は
な
れ
て
し
ば
し
ゆ
け
ば
、

粟
津
原
な
り
。
膳
所
の
町
の

（
マ
マ
）を

す
ぎ
、
馬
場
と
い
ふ
村
の
な
か
に
義
仲
寺
と
い
ふ
あ
り
て
、

そ
の
庭
に
木
曽
義
仲
ぬ
し
の
墓
の
あ
る
を
み
て
、

　
　

き
え
に
け
る
名
ご
り
と
の
こ
る
は
か
な
さ
に
涙
も
か
ゝ
る
あ
は
づ
の
ゝ
露
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朝
日
に
も
た
ゝ
へ
し
君
が
夕
日
な
す
か
く
り
ま
し
け
る
あ
と
ゝ
こ
ろ
こ
れ

　

大
津
に
て
、

　
　

今
も
し
か
に
ぎ
は
ふ
み
れ
ば
こ
の
さ
と
は
ふ
り
し
都
の
あ
と
ゝ
し
も
な
し

　

札
の
辻
と
い
ふ
よ
り
五
町
ば
か
り
も
ゆ
き
て
三
井
寺
に
ま
う
づ
。
の
ぼ
り
て
堂
の
ま
へ
よ

り
見
わ
た
し
た
る
浦
の
け
し
き
は
、
石
山
に
ま
さ
り
て
お
ぼ
ゆ
。
唐
崎
の
松
は
い
と
ほ
の
か

に
み
え
た
り
。

　
　

名
に
た
か
き
み
ど
り
と
さ
す
が
め
に
た
ち
て
こ
ゝ
か
ら
さ
き
の
ま
つ
は
見
え
け
り

　

奥
院
と
い
ふ
に
ま
う
で
ゝ
、
本
堂
、
あ
る
は
経
蔵
な
ど
を
み
る
に
、
い
と
も
の
さ
び
た
り
。

今
の
世
に
い
ら
か
を
き
ら
〴
〵
し
く
つ
く
り
か
ざ
り
て
、
お
ろ
か
な
る
世
人
を
ま
よ
は
し
ひ

き
い
る
ゝ
法
師
ど
も
の
し
わ
ざ
と
は
、
こ
よ
な
く
か
は
り
て
、

　
　

仏
ら
を
い
つ
く
い
ら
か
も
も
の
さ
び
て
さ
す
が
た
ふ
と
く
み
ゐ
の
ふ
る
寺

　

三
尾
神
社
と
い
ふ
お
は
し
ま
す
。
こ
の
大
神
は
『
式
』
に
も
み
え
た
る
た
ふ
と
き
神
な
る

を
、
こ
の
寺
に
つ
き
た
る
鎮
守
な
ど
い
ふ
も
の
ゝ
や
う
に
、
こ
ゝ
に
し
も
い
は
ひ
ま
つ
り
た

る
法
師
の
し
わ
ざ
こ
そ
、
い
と
に
く
け
れ
。

　

も
と
こ
し
道
を
札
の
辻
ま
で
か
へ
り
て
、
大
津
を
出
は
な
れ
て
し
ば
し
ゆ
け
ば
、
蝉
丸
大

明
神
と
い
ふ
神
お
は
し
ま
す
。
こ
の
御
社
は
「
こ
れ
や
こ
の
ゆ
く
も
か
へ
る
も
」
と
い
ふ
歌

に
よ
り
て
好コ

ト
コ
ノ
ム事

後
の
よ
の
さ
か
し
ら
び
と
の
つ
く
り
た
る
な
る
べ
し
。

　
「
逢
坂
を
う
ち
こ
え
く
れ
ば
」
な
ど
う
ち
ず
ん
じ
て
ゆ
く
ほ
ど
、
湖
う
し
ろ
の
か
た
に
い

と
よ
く
み
ゆ
。

　
　

あ
ふ
み
の
海
し
ら
ゆ
ふ
花
に
さ
く
波
を
た
む
け
に
か
ら
む
あ
ふ
さ
か
の
関

　

関
清
水
大
明
神
と
い
ふ
も
お
は
し
ま
す
。
こ
れ
も
「
影
み
え
て
今
や
ひ
く
ら
ん
」
と
い
ふ

歌
に
よ
り
て
つ
く
り
た
る
御
社
に
は
あ
ら
じ
か
。

　

こ
の
あ
た
り
牛
車
ど
も
の
お
ほ
き
を
見
て
、

　
　

神
の
ご
と
岩
ね
と
よ
も
し
牛
車
あ
ふ
さ
か
や
ま
を
ひ
き
の
ぼ
る
み
ゆ

　

一
里
と
い
ふ
に
山
科
に
い
た
る
道
の
右
の
か
た
に
諸
羽
神
社
と
い
ふ
お
は
し
ま
す
は
、
い

か
な
る
神
に
か
。
天
智
天
皇
陵
は
御
廟
野
と
申
て
、
道
よ
り
五
六
町
右
の
方
な
る
木
し
げ
き

林
を
申
也
。
こ
は
こ
の
天
皇
の
御
沓
の
お
ち
た
る
を
を
さ
め
た
る
な
ど
も
の
に
み
え
た
る
は
、

い
か
に
ぞ
や
。『
万
葉
』
に
「
山
科
の
鏡
の
山
」
と
あ
る
も
の
を
や
。

　
　

つ
く
り
け
る
と
し
は
う
つ
れ
ど
鏡
山
た
え
ぬ
み
さ
ゝ
ぎ
み
れ
ば
た
ふ
と
し

　

日
の
岡
と
い
ふ
あ
た
り
に
て
日
も
く
れ
か
ゝ
り
け
れ
ば
、

　
　

こ
ゝ
に
し
て
入
日
の
岡
の
名
も
つ
ら
し
ま
た
ゆ
く
さ
き
の
ほ
ど
も
と
ほ
き
に

　

粟
田
口
と
い
ふ
あ
た
り
に
て
、

　
　

白
雲
の
あ
は
た
の
山
を
こ
え
て
き
て
み
さ
と
に
ち
か
く
な
り
ぬ
る
が
よ
さ

　

か
く
て
戌
の
刻
ば
か
り
に
都
に
つ
き
ぬ
る
は
、
う
れ
し
と
も
う
れ
し
。
三
条
大
橋
ち
か
き

あ
た
り
茶
屋
何
が
し
と
い
ふ
も
ゝ
の
家
に
や
ど
り
て
、
こ
ゝ
を
し
ば
し
の
旅
居
と
さ
だ
め
つ
。

九
月
九
日

　

九
日
。
日
よ
し
。

　

み
ま
ほ
し
き
所
は
お
ほ
け
れ
ど
、
い
づ
か
た
も
〳
〵
ま
づ
さ
し
お
き
て
、
大
内
を
み
奉
ら

ん
と
宿
を
い
づ
。
堺
町
御
門
と
い
ふ
を
入
た
る
所
、
東
側
に
い
と
い
か
め
し
く
家
か
ま
へ
し

ら
れ
た
る
は
、
天
下
の
政
き
こ
し
め
す
鷹
司
の
君
の
御
館
な
り
。
御
門
に
は
神
事
策
を
た
て

ら
れ
て
、
文
字
は
「
御
神
事
也
。
僧
尼
重
軽
服
不
浄
輩
不
可
参
入
」
と
か
ゝ
れ
た
り
。
こ
は

こ
の
月
十
六
日
・
十
七
日
に
は
伊
勢
の
神
嘗
祭
な
れ
ば
、御
も
の
い
み
の
内
な
れ
ば
な
る
べ
し
。

　

さ
て
、
日
華
門
・
月
華
門
・
正
面
門
な
ど
は
い
と
き
ら
〳
〵
し
う
つ
く
り
み
が
ゝ
れ
た
り
。

紫
宸
殿
を
は
る
か
に
を
が
み
奉
り
た
る
は
、
か
し
こ
と
も
た
ふ
と
し
と
も
詞
ぞ
な
き
や
。

　

け
ふ
は
節
句
に
し
あ
れ
ば
、
ほ
ぎ
ご
と
ま
う
し
に
雲
の
上
人
た
ち
の
ゆ
き
か
ひ
た
ま
ふ
を
、

う
づ
く
ま
り
て
み
奉
る
も
、
め
ざ
ま
し
く
か
た
じ
け
な
し
。
さ
き
つ
と
し
、
御
即
位
の
を
り

も
の
ぼ
り
て
見
奉
り
た
る
こ
と
お
も
ひ
出
ら
れ
て
、

　
　

名
も
し
る
く
た
ひ
ら
の
宮
の
み
や
人
は
神
も
ゆ
た
か
に
み
よ
ぞ
た
ふ
と
き

　
　

あ
ふ
ぎ
し
も
八
年
の
秋
と
へ
だ
て
き
て
み
る
も
か
し
こ
き
雲
の
上
人

は
、
お
ほ
く
ゆ
き
か
ひ
給
へ
ど
、
法
親
王
は
け
ふ
は
み
え
給
は
ず
。
こ
は
か
の
御
物
忌
の
う

ち
な
れ
ば
な
り
と
ぞ
。
か
く
や
む
ご
と
な
き
君
だ
ち
を
さ
へ
は
ゞ
か
り
た
ま
ふ
こ
と
は
、
ま

こ
と
に
た
ふ
と
き
御
令
に
て
、
皇
国
の
年
ふ
り
の
千
と
せ
に
く
ち
せ
ぬ
ほ
ど
、
い
と
た
ふ
と

し
。
常
は
仏
さ
た
も
さ
す
が
に
お
こ
な
は
れ
て
、
法
師
ど
も
も
は
び
こ
る
も
の
か
ら
、
か
ゝ

る
を
り
に
は
か
く
き
び
し
く
い
み
給
ふ
こ
と
よ
。
お
も
へ
ば
か
し
こ
く
お
ぼ
え
て
、
お
ほ
け

な
き
こ
と
な
が
ら
、
う
れ
し
く
な
む
。

　

猶
何
が
し
の
君
、
く
れ
が
し
の
君
の
御
館
ど
も
を
も
こ
と
〴
〵
く
み
め
ぐ
り
た
る
中
に
、

白
川
殿
の
御
た
ち
の
つ
い
ぢ
の
な
か
に
、八
座
な
ら
び
給
へ
る
神
の
御
社
見
ゆ
。
こ
は
『
式
』

に
「
御
座
祭
神
八
座
」
と
見
え
た
る
神
の
御
社
な
る
べ
し
。

　

そ
れ
よ
り
上
御
霊
社
に
ま
う
で
て
、

　
　

下
ま
で
も
も
れ
ぬ
め
ぐ
み
を
い
の
る
哉
か
み
の
み
た
ま
の
宮
に
ま
ゐ
き
て

　

下
御
霊
社
に
も
ま
う
で
て
宿
に
か
へ
り
ぬ
。
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九
月
十
日

　

十
日
。
二
条
の
あ
た
り
に
し
る
人
の
あ
れ
ば
、
そ
を
と
ぶ
ら
ひ
が
て
ら
神
泉
苑
に
も
の
し

て
み
る
に
、
今
は
仏
所
と
な
り
て
、
い
と
せ
ま
く
あ
れ
た
る
を
見
て
、

　
　

御
幸
せ
し
神
の
泉
の
そ
の
か
み
を
水
の
こ
ゝ
ろ
も
な
ほ
し
の
ぶ
ら
む

と
お
も
ひ
や
ら
れ
て
、
い
と
あ
は
れ
也
。
こ
ゝ
は
大
内
裏
の
名
ご
り
な
り
と
お
も
ふ
に
も
、

な
つ
か
し
く
て
め
と
ま
る
こ
ゝ
ち
す
。

九
月
十
一
日

　

十
一
日
。
け
ふ
は
そ
こ
か
し
こ
の
御
社
を
が
み
め
ぐ
ら
ん
と
、
朝
と
く
宿
り
を
い
で
ゝ
、

ま
づ
吉
田
に
ま
う
づ
。
さ
る
は
、
け
ふ
伊
勢
の
例
幣
使
の
い
で
た
ち
給
ふ
を
を
が
み
奉
ら
ん

と
て
な
り
け
り
。
け
ふ
こ
の
所
よ
り
い
で
た
ち
給
ふ
こ
と
は
、
今
は
神
祇
官
の
た
え
て
な
け

れ
ば
、
こ
ゝ
を
か
り
そ
め
の
神
祇
官
と
し
て
、
上
卿
よ
り
祭
主
に
宣
命
を
こ
の
所
に
て
わ
た

し
給
ふ
行
事
の
あ
り
と
ぞ
。
そ
は
八
神
殿
の
御
前
に
て
お
こ
な
ひ
給
ふ
と
か
。
橋
の
こ
な
た

に
て
人
を
制
し
て
、
を
が
む
こ
と
を
ゆ
る
さ
ず
。
も
と
よ
り
け
ふ
は
、
こ
の
所
あ
づ
か
り
給

へ
る
吉
田
の
何
が
し
の
君
だ
に
橋
よ
り
む
か
ひ
に
入
給
ふ
こ
と
は
か
た
し
と
な
む
。

　

か
く
て
橋
の
こ
な
た
に
し
ば
し
ま
ち
居
る
ほ
ど
、
み
さ
き
お
は
せ
て
弁
の
役
を
つ
と
め
給

ふ
何
が
し
の
わ
か
君
、
祗
承
の
役
を
つ
と
め
給
ふ
何
が
し
の
わ
か
君
た
ち
入
き
ま
す
と
、
ほ

ど
な
く
祭
主
藤
波
三
位
光
忠
卿
、
王
代
の
何
が
し
、
忌
部
代
の
何
が
し
、
上
卿
庭
田
三
位
重

能
卿
も
入
き
ま
し
て
、
八
神
殿
の
か
た
に
入
ま
し
ぬ
。

　

行
事
は
ほ
ど
な
く
は
て
ゝ
、
は
や
伊
勢
の
国
の
か
た
を
さ
し
て
発タ

チ

給
ふ
。
そ
の
さ
ま
は
、

先
さ
き
に
幣
帛
を
を
さ
め
た
る
筥
ふ
た
つ
を
に
な
は
せ
て
、
そ
れ
に
つ
き
そ
ひ
た
ま
ふ
は
忌

部
代
、
そ
の
つ
ぎ
に
は
神
馬
二
疋
を
先
に
あ
ゆ
ま
せ
て
、
夫
に
は
王
代
つ
き
そ
ひ
給
ひ
、
そ

の
つ
ぎ
に
は
祭
主
の
君
、
宣
命
を
う
や
〳
〵
し
く
御
ふ
と
こ
ろ
に
を
さ
め
て
い
で
た
ち
給
ふ
。

神
馬
ば
か
り
は
楼
門
の
そ
と
に
と
ゞ
め
て
、
伊
勢
ま
で
は
ひ
か
ず
。
こ
は
む
か
し
の
行
事
の

か
た
ち
ば
か
り
を
お
こ
な
ふ
な
る
べ
し
。

　
　

む
か
し
よ
り
た
え
ぬ
た
め
し
も
な
が
月
の
け
ふ
御
使
の
た
つ
も
た
ふ
と
し

　
　

か
た
ば
か
り
の
こ
る
み
わ
ざ
も
い
に
し
へ
の
た
め
し
た
が
は
ぬ
こ
と
ぞ
か
し
こ
き

　

そ
も
〳
〵
こ
ゝ
を
神
祇
官
の
代
と
し
て
か
く
い
で
た
ち
給
ふ
に
つ
け
て
お
も
ふ
に
、
神
祇

官
は
百
官
の
う
ち
に
も
い
と
や
ん
ご
と
な
き
か
ぎ
り
に
て
、
大
政
官
の
う
へ
に
さ
へ
お
か
れ

て
、
さ
ば
か
り
お
も
か
り
つ
る
官
な
り
け
る
を
、
か
く
か
り
そ
め
に
な
り
ぬ
る
こ
そ
、
か
な

し
く
な
げ
か
は
し
け
れ
。

　
　

こ
ゝ
に
の
み
な
ご
り
と
ゞ
め
て
そ
の
か
み
の
み
た
ち
は
た
え
し
こ
と
ぞ
か
な
し
き

　

さ
て
、
行
事
も
は
て
ゝ
人
を
ゆ
る
せ
ば
、
八
神
殿
に
ま
う
で
ゝ
見
る
に
、
そ
の
ま
へ
に
あ

た
ら
し
き
殿
一
間
、
大
元
宮
の
前
に
殿
一
間
を
た
て
、
入
口
に
は
あ
ら
た
に
鳥
居
を
た
て
た

り
。
こ
は
、
け
ふ
の
行
事
の
ま
う
け
に
た
て
た
り
と
見
え
た
り
。

　

さ
て
、
こ
の
こ
の
御
社
の
さ
ま
、
心
と
ゞ
め
て
見
奉
る
に
、
大
元
宮
と
い
ふ
名
の
あ
や
し

き
の
み
な
ら
ず
、
た
て
ざ
ま
も
仏
め
き
て
、
そ
の
ま
へ
に
は
国
々
の
式
社
の
か
ず
を
し
る
し
、

六
十
四
社
を
た
て
な
ら
べ
、
八
神
殿
を
は
じ
め
、
朱
と
い
ふ
も
の
に
て
あ
か
く
ぬ
り
た
る
は
、

い
と
い
か
ゞ
也
。
い
か
に
か
り
そ
め
な
り
と
て
、
か
く
ま
で
あ
や
し
く
な
り
た
る
こ
そ
、
か

へ
す
〴
〵
も
ゆ
ゝ
し
け
れ
。

　

そ
れ
よ
り
本
社
に
ま
う
づ
。
ま
こ
と
は
こ
れ
が
吉
田
の
社
に
て
、
神
祇
官
は
吉
田
の
何
が

し
が
あ
づ
か
り
給
へ
る
な
る
を
、
今
は
神
祇
官
を
本
社
の
ご
と
く
人
に
も
い
ひ
、
人
も
さ
い

ひ
て
、
本
社
の
御
こ
と
は
よ
し
だ
の
春
日
と
い
ひ
て
、
よ
そ
〳
〵
し
く
い
ふ
も
か
た
は
ら
い

た
し
や
。

　
『
式
』
に
見
え
た
る
霹
靂
神
社
に
も
ま
う
で
【
付
箋
「「
霹
靂
神
社
」
は
神
祇
式
に
み
え
た

れ
ど
、
神
名
帳
に
な
し
。
お
そ
ら
く
は
卜
部
家
加
筆
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。『
三
代
実
録
』
な

ど
に
そ
の
例
あ
れ
ば
、
は
か
り
が
た
し
。
猶
ひ
ろ
く
可
考
。　

（
空
白
）

　
　
　

イ
本
な
ど
」】、
そ
れ

よ
り
下
鴨
の
御
社
に
ま
う
で
む
と
、畑
の
中
を
堤
に
い
で
ゝ
、か
も
川
の
な
が
れ
に
そ
ひ
つ
ゝ

堤
を
や
ゝ
の
ぼ
れ
ば
鳥
居
あ
り
。
入
て
し
ば
し
ゆ
き
た
る
左
の
か
た
に
、『
式
』
に
見
え
た

る
川
合
神
社
お
は
し
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
に
榊
の
連
理
あ
る
は
、
い
と
め
づ
ら
し
。

　

楼
門
を
入
て
か
た
へ
を
な
が
る
ゝ
糺
川
に
口
そ
ゝ
ぎ
、
手
あ
ら
ひ
て
、
御
社
の
大
前
ち
か

く
を
が
み
奉
る
も
、
お
ほ
け
な
く
か
し
こ
し
。
今
も
二
座
お
は
し
ま
し
て
、
大
き
く
め
で
た

き
御
社
の
さ
ま
、
い
と
か
ん
さ
び
た
り
。

　
　

な
が
れ
て
も
た
え
ぬ
み
す
ゑ
は
か
も
が
は
や
そ
の
み
な
神
の
ま
も
り
ま
す
ら
む

と
た
の
も
し
く
か
た
じ
け
な
し
。

　

宝
殿
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
官
舎
も
ゆ
ゑ
〳
〵
し
く
つ
く
ら
れ
た
り
。
井
於
神
社
に
ま
う

で
ゝ
柊
の
社
に
も
ま
う
づ
。
こ
は
い
と
あ
や
し
き
神
に
て
、
ね
ぎ
ご
と
の
か
へ
り
ま
う
し
に

何
の
木
に
て
も
奉
り
て
う
ゝ
れ
ば
、
ほ
ど
な
く
ひ
ゝ
ら
ぎ
に
な
り
か
は
る
と
ぞ
。
さ
る
ゆ
ゑ

に
や
、
御
前
に
ひ
ゝ
ら
ぎ
い
と
お
ほ
し
。

　
　

ほ
こ
な
ら
ぬ
神
の
み
ま
へ
の
ひ
ゝ
ら
ぎ
も
木
だ
ち
や
ひ
ろ
に
お
ひ
さ
か
え
け
り

　

こ
の
御
社
の
左
の
か
た
に
ゆ
け
ば
、
こ
ゝ
に
も
鳥
居
た
て
り
。
そ
の
ほ
と
り
に
石
の
灯
篭

の
あ
る
に
、「
日
本
第
二
皇
大
神
宮
」
と
彫
付
た
る
は
、
か
た
は
ら
い
た
し
や
。
今
の
よ
の
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神
主
は
、す
べ
て
〳
〵
古
学
に
う
と
け
れ
ば
、か
ゝ
る
こ
と
を
し
る
し
て
、い
と
よ
き
こ
と
ゝ

お
も
ひ
を
る
こ
そ
、
を
か
し
け
れ
。

　

こ
れ
よ
り
い
と
ほ
そ
き
道
に
か
ゝ
り
て
、
一
里
ば
か
り
も
ゆ
き
て
上
鴨
に
い
た
る
。
社
家

町
と
い
ふ
町
を
出
は
な
れ
た
る
所
に
、『
式
』
に
見
え
た
る
太
田
神
社
お
は
し
ま
す
。
今
は

上
鴨
の
摂
社
に
な
り
給
へ
り
。

　

こ
の
御
前
を
左
に
ゆ
け
ば
鳥
居
あ
り
て
、
い
と
ひ
ろ
き
野
な
り
。
こ
は
五
月
の
節
句
に
競

馬
を
す
る
所
な
り
と
ぞ
。

　

御
手
洗
川
に
例
の
手
口
き
よ
め
て
楼
門
を
入
て
、
大
前
ち
か
く
を
が
み
奉
る
。
い
と
い
か

め
し
き
御
社
の
さ
ま
、
山
の
た
ゝ
ず
ま
ひ
も
こ
と
所
に
は
に
ず
か
う
〴
〵
し
く
、
た
ふ
と
さ

い
は
ん
か
た
な
し
。

　

紅
葉
の
あ
る
を
み
て
、

　
　

に
ぬ
り
矢
の
そ
の
か
み
山
も
し
の
ば
れ
て
て
る
色
あ
か
き
木
々
の
も
み
ぢ
葉

　

そ
れ
よ
り
今
宮
の
か
た
に
も
の
せ
む
と
す
。
も
と
こ
し
道
を
鳥
居
の
あ
た
り
ま
で
か
へ
り

て
、
そ
れ
よ
り
左（

右
）の

か
た
に
を
れ
て
、
八
丁
ば
か
り
ゆ
き
た
る
所
に
大
宮
の
社
と
い
ふ
お
は

し
ま
す
。
里
人
の
い
ふ
に
は
、
祭
神
は
猿
田
彦
大
神
に
て
、
こ
の
大
神
の
あ
ま
く
だ
り
た
ま

ひ
て
加
茂
大
神
を
ま
ち
給
ふ
ほ
ど
に
、
千
年
を
へ
た
り
け
れ
ば
、「
ま
つ
は
う
き
も
の
」
と

の
給
ひ
け
る
よ
り
、
今
に
こ
の
杜
に
松
は
な
し
と
ぞ
。
例
の
う
き
た
る
こ
と
な
が
ら
、
ま
つ

の
木
の
な
き
こ
そ
あ
や
し
け
れ
。

　

今
宮
の
御
社
は
、
今
も
大
き
な
る
御
社
也
。
こ
は
『
式
』
に
見
え
た
る
御
社
な
ら
ね
ど
、

一
条
天
皇
の
時
代
に
こ
の
所
に
ま
つ
り
給
へ
る
こ
と
、
史
に
も
み
え
た
る
御
社
な
れ
ば
、
た

ふ
と
し
。
今
は
あ
ら
ぶ
る
心
も
ま
し
ま
さ
で
、
花
の
都
を
ま
も
り
給
へ
る
こ
と
よ
と
、
た
の

も
し
く
な
む
。

　

大
徳
寺
に
も
ま
う
で
ゝ
、
船
岡
山
の
ほ
と
り
を
ゆ
く
ほ
ど
、
紅
葉
の
一
木
み
え
け
れ
ば
、

　
　

山
ち
か
く
こ
が
る
ゝ
色
は
め
に
た
ち
て
船
を
か
し
ぐ
も
み
ゆ
る
も
み
ぢ
葉

　

鹿
苑
寺
に
も
の
し
て
、
む
か
し
足
利
義
満
の
た
て
ら
れ
た
る
金
閣
に
も
の
ぼ
り
て
見
る
に
、

庭
の
池
、
築
山
な
ど
の
け
し
き
お
も
し
ろ
し
。
衣
笠
山
も
手
に
と
る
ば
か
り
ち
か
く
み
ゆ
。

こ
は
山
の
か
ぎ
り
み
な
松
ば
か
り
し
げ
り
た
り
。

　
　

よ
そ
め
に
は
ま
つ
か
さ
ね
き
し
こ
ゝ
ち
し
て
な
べ
て
み
ど
り
の
き
ぬ
が
さ
の
や
ま

　

平
野
神
社
は
今
も
四
座
お
は
し
ま
し
て
、
こ
れ
も
大
き
な
る
御
社
な
り
。

　
　

た
ひ
ら
け
く
た
ひ
ら
の
宮
を
ま
も
り
て
や
君
が
よ
は
し
ら
こ
ゝ
に
ま
す
ら
む

　

紙
屋
川
と
い
ふ
は
鳥
居
の
ほ
と
り
を
な
が
る
ゝ
川
な
り
。
そ
の
川
を
わ
た
り
て
北
野
の
天

神
の
御
社
に
ま
う
づ
。
い
と
う
る
は
し
く
つ
く
り
み
が
ゝ
れ
た
れ
ば
、
め
さ
む
る
ば
か
り
た

ふ
と
し
。

　
　

大
神
も
今
は
都
に
す
み
ま
し
て
心
つ
く
し
も
な
ほ
や
な
か
ら
む

　

こ
の
御
社
は
ま
う
づ
る
人
も
お
ほ
く
に
ぎ
は
ゝ
し
。
こ
れ
よ
り
は
町
つ
ゞ
き
な
れ
ど
、
道

い
と
ゝ
ほ
け
れ
ば
、
日
も
く
る
ゝ
頃
、
宿
に
か
へ
り
ぬ
。

九
月
十
二
日

　

十
二
日
。
け
ふ
は
西
山
の
か
た
に
も
の
せ
ん
と
、
ま
づ
木
嶋
の
御
社
に
ま
う
づ
。
木
ぶ
か

き
も
り
に
て
泉
あ
り
。
そ
の
な
か
に
は
し
ら
は
六
角
に
て
、
三
つ
を
ひ
と
つ（

に
脱
）し

て
三
角
な
る

鳥
居
あ
り
。
い
か
な
る
ゆ
ゑ
に
か
い
ぶ
か
し
。
今
は
元
糺
と
い
ふ
な
り
。

　

紅
葉
の
あ
る
を
見
て
、

　
　

立
よ
り
て
見
る
も
え
な
ら
ず
木
嶋
や
な
み
〳
〵
な
ら
ぬ
木
々
の
も
み
ぢ
葉

　

こ
ゝ
よ
り
ほ
そ
き
道
を
十
八
丁
ば
か
り
ゆ
き
て
、
梅
宮
に
ま
う
づ
。
今
は
四
座
相
殿
に
お

は
し
ま
す
。

　
　

む
か
し
よ
り
今
も
と
こ
は
に
宮
ば
し
ら
た
ち
花
氏
の
神
ぞ
こ
の
神

　

梅
津
川
を
船
に
て
わ
た
る
。
む
か
ひ
の
き
し
よ
り
五
丁
ば
か
り
ゆ
け
ば
、
松
尾
神
社
お
は

し
ま
す
。
大
き
な
る
御
社
に
て
、
う
し
ろ
に
は
別
当
の
峰
と
い
ふ
山
あ
り
て
、
か
う
〴
〵
し

く
物
さ
び
た
る
所
な
り
。

　

月
読
神
社
は
一
丁
ば
か
り
西
の
方
に
お
は
し
ま
す
。
こ
れ
に
も
ま
う
で
ゝ
左
の
山
に
そ
ひ

て
い
と
ほ
そ
き
道
を
北
の
か
た
に
出
は
な
れ
た
る
所
は
、
渡
月
橋
の
ほ
と
り
也
。
こ
の
ち
か

き
あ
た
り
に
『
式
』
に
見
え
た
る
櫟
谷
神
社
お
は
し
ま
す
。
ま
う
づ
る
人
も
な
き
に
や
、
道

も
な
き
ま
で
さ
ゝ
な
ど
お
ひ
し
げ
り
た
り
。

　

法
輪
寺
に
も
ま
う
で
ゝ
、
か
の
橋
を
む
か
ひ
の
岸
に
わ
た
り
て
み
わ
た
し
た
る
さ
ま
よ
、

お
と
に
き
く
嵐
山
の
紅
葉
い
と
お
ほ
く
色
づ
き
て
、
松
の
木
立
さ
へ
こ
と
所
に
は
似
ず
、
い

と
お
か
し
。
小
倉
の
山
も
い
と
ち
か
く
み
ゆ
。
す
べ
て
川
の
な
が
れ
ゆ
た
か
に
、
山
の
さ
ま

な
ど
も
よ
に
は
こ
と
な
る
け
し
き
な
り
。

　
　

ひ
と
し
ほ
は
松
に
も
は
え
て
又
た
ぐ
ひ
あ
ら
し
の
山
の
木
々
の
も
み
ぢ
葉

　
　

名
に
し
お
ふ
山
の
あ
ら
し
の
た
ら
ぬ
ま
に
も
み
ぢ
の
に
し
き
け
ふ
ぞ
き
て
み
る

　
　

あ
ら
し
て
ふ
な
き
山
の
名
も
い
と
は
れ
ず
け
し
き
こ
と
な
る
木
々
の
も
み
ぢ
に

　

桜
の
木
ど
も
の
も
み
ぢ
し
た
る
も
お
か
し
。
こ
れ
を
見
る
に
つ
け
て
も
、
花
の
を
り
は
い

か
に
と
お
も
ひ
や
ら
れ
て
、
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ま
だ
見
ぬ
も
こ
れ
や
う
き
よ
の
さ
が
の
山
春
の
さ
く
ら
の
花
の
さ
か
り
を

し
ら
ぬ
こ
そ
口
を
し
け
れ
。

　

と
な
せ
の
滝
な
ど
を
も
見
て
、
し
ば
し
心
と
ゞ
め
ゐ
る
ほ
ど
、
筏
師
の
く
だ
し
く
る
さ
ま
、

い
と
め
づ
ら
し
。
川
上
の
紅
葉
の
さ
ま
い
か
な
ら
ん
と
ゆ
か
し
け
れ
ば
、「
や
よ
や
ま
て
」

と
ぞ
い
は
ま
ほ
し
き
。

　

天
龍
寺
・
清
涼
寺
な
ど
に
も
ま
う
で
ゝ
、
野
宮
の
跡
を
た
づ
ね
見
る
に
、
黒
木
の
鳥
居
を

た
て
ゝ
籔
の
中
に
あ
り
。
所
の
さ
ま
も
ふ
る
く
は
あ
ら
ず
。
こ
と
に
毘
沙
門
の
祠
を
た
て
そ

へ
た
れ
ば
、
後
人
の
例
の
し
わ
ざ
な
る
べ
し
。
ま
こ
と
の
野
宮
の
跡
に
仏
神
の
祠
の
あ
る
べ

し
や
は
。

　

そ
れ
よ
り
太
秦
の
広
隆
寺
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
の
内
に
大
辟
神
社
お
は
し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
よ
ひ
は
こ
の
寺
に
ふ
る
く
よ
り
つ
た
は
り
た
る
牛
祭
の
あ
り
と
き
け
ば
、
寺
の

前
な
る
家
に
や
す
み
て
日
の
く
る
ゝ
を
ま
つ
に
な
む
。

　

戌
の
刻
す
ぐ
る
こ
ろ
ほ
ひ
に
ぞ
、
か
の
祭
は
は
じ
ま
り
ぬ
る
。
こ
は
か
の
大
酒
神
社
の
ま

つ
り
に
て
、
法
師
の
五
人
し
て
お
こ
な
ふ
也
。
ひ
と
り
は
女
の
か
た
し
た
る
め
ん
を
き
て
、

幣
を
も
ち
て
牛
に
の
り
、
四
人
は
鬼
の
か
た
し
た
る
め
ん
を
き
て
、
鈝
を
も
ち
て
そ
の
牛
を

か
こ
み
て
、
寺
の
う
ち
を
一
度
め
ぐ
り
つ
ゝ
、
か
ね
て
か
ぎ
り
あ
る
檀
の
う
へ
に
の
ぼ
り
て

祭
文
を
よ
む
也
け
り
。
そ
の
祭
文
は
い
と
け
し
か
ら
ぬ
こ
と
ゞ
も
を
い
ひ
つ
ら
ね
て
、
け
う

あ
り
。
す
べ
て
こ
の
祭
の
さ
ま
、
ふ
る
く
神
さ
び
た
る
行
事
に
て
、
法
師
ど
も
の
し
わ
ざ
と

は
み
え
ず
、
め
づ
ら
し
き
見
も
の
な
り
。
か
の
祭
文
を
き
く
人
ど
も
は
、
け
う
あ
る
文
に
め

で
ゝ
、
こ
ぞ
り
わ
ら
ふ
も
、
神
の
み
こ
ゝ
ろ
に
は
か
な
ひ
な
ん
か
し
。

　
　

う
し
ま
つ
り
今
も
残
り
て
う
づ
ま
さ
や
ま
さ
や
か
に
み
る
い
に
し
へ
の
あ
と

　

神
事
も
は
て
ぬ
れ
ば
か
へ
ら
ん
と
す
る
に
、
な
れ
ぬ
道
を
よ
る
か
よ
ふ
こ
そ
、
わ
び
し
け

れ
。
亥
の
刻
す
ぐ
る
ほ
ど
宿
に
は
か
へ
り
ぬ
。

九
月
十
三
日

　

十
三
日
。
け
ふ
は
雨
ふ
れ
ば
、
ち
か
き
あ
た
り
に
も
の
せ
ん
と
て
、
南
禅
寺
・
真
如
堂
・

永
観
堂
・
銀
閣
寺
な
ど
に
も
の
す
。

　

永
観
堂
に
て
見
か
へ
り
本
尊
と
い
ふ
を
見
て
、

　
　

お
ほ
け
な
き
こ
の
お
ほ
て
ら
に
常
す
み
て
身
は
か
へ
り
み
ぬ
仏
な
に
な
り

　

お
な
じ
所
の
も
み
ぢ
を
、

　
　

む
な
し
と
は
と
き
て
も
さ
す
が
色
に
あ
か
で
紅
葉
見
か
へ
る
仏
な
る
ら
ん

　

こ
よ
ひ
は
名
だ
ゝ
る
月
も
く
も
り
て
見
え
ね
ば
、

　
　

見
れ
ば
又
友
の
ま
と
ゐ
も
お
も
ひ
出
む
く
も
る
も
よ
し
や
長
月
の
か
げ

九
月
十
四
日

　

十
四
日
。
雨
ふ
る
。

　

け
ふ
は
ち
か
き
あ
た
り
に
も
の
す
。
知
恩
院
・
長
楽
寺
・
双
林
寺
・
霊
山
な
ど
に
も
の
す
。

さ
し
た
る
こ
と
も
な
き
所
々
な
れ
ど
、
い
づ
こ
も
〳
〵
お
ほ
ど
か
に
お
か
し
く
み
ゆ
る
は
、

げ
に
都
の
こ
と
な
り
か
し
。

　

長
楽
寺
の
紅
葉
を
見
て
、

　
　

そ
む
る
よ
り
ち
り
ゆ
く
ま
で
を
寺
の
名
の
な
が
く
た
の
し
く
す
む
人
や
み
む

　

双
林
寺
の
紅
葉
を
見
て
、

　
　

寺
の
名
も
よ
に
あ
ら
は
れ
て
色
ふ
か
く
な
ら
ぶ
林
は
も
み
ぢ
し
に
け
り

　

お
な
じ
所
に
菊
の
下
水
と
い
ふ
が
あ
る
を
み
て
、

　
　

千
と
せ
す
む
そ
の
名
は
と
ほ
く
な
が
れ
き
て
今
の
よ
ま
で
も
き
く
の
下
水

九
月
十
五
日

　

十
五
日
。
け
ふ
も
雨
ふ
る
。

　

ひ
る
つ
か
た
よ
り
天
気
よ
く
な
り
ぬ
れ
ば
、
祇
園
の
御
社
に
ま
う
で
ゝ
、

　
　

大
神
の
そ
の
言
の
葉
も
お
も
ひ
い
で
ゝ
へ
だ
て
し
よ
ゝ
を
し
の
ぶ
や
へ
垣

　

こ
の
御
社
は
ま
う
づ
る
人
の
い
と
に
ぎ
は
ゝ
し
く
て
、
ち
か
き
あ
た
り
の
今
め
か
し
き
あ

そ
び
ど
も
の
、
お
の
が
さ
ま
〴
〵
に
う
る
は
し
く
と
り
よ
そ
ひ
て
ま
う
づ
る
を
み
る
も
、
田

舎
び
た
る
め
に
は
め
づ
ら
し
く
な
む
。

　

そ
れ
よ
り
安
井
の
金
毘
羅
の
御
社
に
ま
う
づ
る
。
い
と
か
し
こ
し
。

　
　

浜
千
鳥
あ
と
を
み
や
こ
に
と
ゞ
め
む
と
松
山
よ
り
や
う
つ
り
ま
し
け
む

　

清
水
に
も
の
せ
ん
と
て
ゆ
く
道
の
ほ
と
り
に
、
八
坂
の
塔
と
て
塔
ば
か
り
あ
り
。
こ
は
む

か
し
大
き
な
る
寺
の
あ
り
け
る
な
ご
り
な
り
と
ぞ
。

　
　

ひ
ろ
く
の
み
あ
り
し
む
か
し
に
か
は
ら
ぶ
き
あ
ら
ゝ
ぎ
ば
か
り
今
は
の
こ
り
て

　

清
水
の
観
音
は
ま
う
で
ゝ
を
が
む
人
の
お
ほ
け
れ
ば
、
我
も
を
が
む
。
舞
台
と
い
ふ
よ
り

み
わ
た
し
た
る
け
し
き
、
い
と
よ
し
。
音
羽
の
滝
と
い
ふ
も
あ
り
。
堂
の
う
し
ろ
に
地
主
権

現
の
御
社
と
い
ふ
お
は
し
ま
す
。
こ
は
こ
の
あ
た
り
し
ろ
し
め
す
神
な
り
と
ぞ
。

　

そ
れ
よ
り
大
仏
に
ま
う
づ
。
今
は
む
か
し
の
い
ら
か
ど
も
の
あ
と
も
な
く
、
す
ぎ
つ
る
と
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し
の
火
の
た
め
に
や
け
て
、本
堂
の
跡
な
ど
は
、た
ゞ
野
原
の
ご
と
く
あ
れ
に
あ
れ
て
、す
ゝ

き
な
ど
の
お
ひ
し
げ
り
た
る
さ
ま
な
ど
を
見
る
に
、
か
ゞ
づ
ら
は
ぬ
仏
所
の
こ
と
な
が
ら
も
、

さ
す
が
に
あ
は
れ
な
り
。

　

新
日
吉
社
に
ま
う
づ
。
こ
は
何
が
し
の
君
を
ま
つ
り
た
る
社
な
り
と
ぞ
。

　
　

か
ら
国
を
こ
と
む
け
ま
し
ゝ
大
神
の
い
さ
を
は
よ
ゝ
に
く
ち
せ
ざ
ら
ま
し

　

耳
塚
を
み
て
、
む
か
し
を
お
も
ひ
出
て
よ
め
る
長
歌
。

あ
づ
さ
弓　

今
の
世
ま
で
に　

豊
国
の　

神
と
も
神
と　

き
こ
え
く
る　

君
が
み
い
つ

は　

か
け
ま
く
も　

あ
や
に
か
し
こ
し　

い
は
ま
く
も　

あ
や
に
か
し
こ
し　

ま
つ
ろ

は
ぬ　

国
を
こ
と
む
け　

あ
ら
ぶ
る　

人
を
も
や
は
し　

か
り
こ
も
の　

み
だ
れ
し
国

を　

安
国
と　

を
さ
め
給
ひ
て　

い
や
ひ
ろ
く　

み
い
つ
ふ
る
は
し　

帯
姫　

神
の
命

の　

か
ら
国
を　

こ
と
む
け
ま
し
　ゝ

古
の　

例
の
ご
と
く　

か
ら
国
も　

こ
と
む
け

せ
む
と　

御
軍
を　

あ
と
も
ひ
た
ま
ひ　

大
御
言　

お
ほ
せ
給
へ
ば　

臣
た
ち
は　

御

言
か
し
こ
み　

益
男
の　

心
ふ
り
お
こ
し　

山
行
ば　

草
む
す
か
ば
ね　

海
ゆ
か
ば　

み
づ
く
か
ば
ね　

か
へ
り
見
は　

せ
じ
と
こ
と
だ
て　

吹
風
も　

お
ほ
に
は
ふ
か
ず　

た
つ
波
も　

の
ど
に
は
た
ゝ
ぬ　

あ
ら
海
の　

神
の
わ
た
り
を　

大
船
に　

真
梶
し
ゞ

ぬ
き　

は
ろ
〴
〵
に　

こ
ぎ
た
み
わ
た
り　

唐
国
に　

い
ゆ
き
い
た
れ
ば　

か
ら
人
も　

ま
け
て
は
あ
ら
じ
と　

千
万
の　

軍
を
お
こ
し　

ま
つ
ろ
は
ず　

た
ち
む
か
ひ
し
も　

神
国
の　

人
の
ち
か
ら
に　

か
ち
も
え
ず　

た
ゝ
か
ひ
か
ね
て　

露
霜
の　

消
う
せ
ぬ

れ
ば　

ま
つ
ろ
は
ぬ　

王
こ
と
む
け　

ま
つ
ろ
は
ぬ　

国
を
こ
と
む
け　

こ
と
あ
げ
せ

ず　

た
ゝ
か
ひ
か
ち
ぬ　

か
ち
す
さ
び　

す
さ
び
の
ま
に
ま　

き
り
は
ふ
り　

は
ふ
り

し
か
ら
を　

大
船
に　

つ
み
か
へ
ら
む
と　

む
ら
ぎ
も
の　

心
は
も
へ
ど　

か
ら
お
ほ

み　

つ
み
も
あ
へ
ね
ば　

そ
の
耳
を　

い
と
り
も
ち
来
て　

長
き
代
の　

し
る
し
に
せ

む
と　

遠
き
代
の　

か
た
り
に
せ
む
と　

そ
の
耳
を　

こ
ゝ
に
か
く
し
て　

つ
く
り
お

け
る　

こ
れ
の
み
ゝ
塚　

い
に
し
へ
に　

わ
た
り
ま
ゐ
こ
し　

か
ら
人
も　

こ
の
つ
か

見
つ
　ゝ

か
し
こ
み
て　

ね
に
も
な
き
ぬ
と　

今
ま
で
に　

い
ひ
つ
ぎ
ゝ
た
れ　

こ
の

つ
か
を　

ま
さ
め
に
見
れ
ば　

敷
島
の　

山
路
の
外
の　

こ
と
さ
や
ぐ　

か
ら
の
国
ま

で　

月
日
な
す　

光
か
ゞ
や
き　

ふ
る
は
し
　ゝ

君
が
み
い
つ
の　

お
も
ほ
ゆ
ら
く
も

　
　

反
歌

豊
国
の
神
の
み
い
つ
は
今
の
よ
に
お
ど
ろ
く
ば
か
り
あ
や
に
か
し
こ
し

い
に
し
へ
も
た
ぐ
ひ
す
く
な
し
こ
と
さ
や
ぐ
か
ら
の
国
ま
で
こ
と
む
け
し
君

い
さ
ま
し
き
君
が
し
わ
ざ
を
か
ら
人
も
き
ゝ
お
ぢ
し
け
る
こ
れ
の
み
ゝ
塚

九
月
十
六
日

　

十
六
日
。
泉
涌
寺
に
ま
う
づ
。
こ
は
き
の
ふ
も
の
す
べ
か
り
し
を
、
日
く
れ
て
え
ゆ
か
ざ

り
し
か
ば
、
け
ふ
こ
と
さ
ら
に
ま
う
づ
る
也
。
こ
の
寺
は
深
草
の
里
よ
り
東
の
か
た
に
七
八

丁
ゆ
き
て
惣
門
あ
り
。
こ
ゝ
は
仏
所
な
が
ら
も
、
さ
す
が
に
た
ふ
と
し
。

　

さ
て
、
陵
ど
も
を
ゝ
が
み
奉
る
こ
と
は
ゆ
る
さ
ね
ば
、
か
く
し
奉
り
た
る
山
と
い
ふ
を
よ

そ
な
が
ら
を
が
み
奉
る
な
り
。
今
は
十
三
重
の
塔
と
い
ふ
も
の
を
し
る
し
に
た
て
た
り
と
ぞ
。

ま
こ
と
や
、
ち
か
き
世
と
な
り
て
は
、
こ
の
寺
に
か
く
し
奉
る
御
令
と
な
り
た
る
こ
と
、
い

と
な
げ
か
は
し
き
こ
と
な
が
ら
、
か
く
い
や
し
き
身
に
て
と
も
か
く
申
奉
る
は
か
し
こ
け
れ

ど
、

　
　

い
に
し
へ
の
み
わ
ざ
も
今
は
山
つ
く
り
な
き
み
さ
ゝ
ぎ
を
み
る
ぞ
か
な
し
き

　
　

も
る
人
も
の
さ
き
も
た
え
て
み
さ
ゝ
ぎ
の
寺
に
ま
す
こ
そ
か
な
し
か
り
け
れ

　
　

現
神
か
し
こ
き
君
が
み
さ
ゝ
ぎ
を
今
は
法
師
が
も
る
が
か
な
し
さ

　

を
り
し
も
に
は
か
に
空
か
き
く
も
り
て
し
ぐ
れ
き
た
る
は
、
と
こ
ろ
が
ら
い
と
あ
は
れ
な

り
。

　
　

袖
ぬ
れ
て
む
か
し
を
し
の
ぶ
こ
ゝ
ろ
と
は
空
に
も
し
り
て
ふ
る
し
ぐ
れ
か
な

　
　

い
に
し
へ
を
空
も
し
の
ぶ
か
ま
ゐ
来
つ
る
袖
よ
り
ほ
か
に
し
ぐ
れ
来
に
け
り

九
月
十
七
日

　

十
七
日
。
け
ふ
は
貴
船
・
鞍
馬
の
か
た
に
も
の
せ
ん
と
て
、
朝
と
く
よ
り
い
づ
。

　

み
ぞ
ろ
池
村
と
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
市
原
に
い
た
る
。
こ
ゝ
に
小
町
の
墓
と
い
ふ
あ
れ
ど
、

例
の
う
け
が
た
し
。
お
な
じ
里
に
大
原
神
社
と
い
ふ
お
は
し
ま
す
。
そ
れ
よ
り
二
の
瀬
と
い

ふ
に
い
た
る
。
こ
ゝ
ま
で
都
よ
り
三
里
と
か
や
。

　

道
い
と
と
ほ
き
に
、
け
ふ
は
空
う
ち
く
も
り
て
、
を
り
〳
〵
時
雨
の
ふ
り
く
る
に
、
北
山

風
さ
へ
こ
よ
な
く
身
に
し
み
て
か
ゝ
る
を
、
何
に
き
つ
ら
ん
と
ま
で
い
と
わ
び
し
。
空
は
く

も
り
な
が
ら
も
こ
の
あ
た
り
に
て
雨
は
や
み
つ
れ
ば
、
百
姓
の
家
に
入
て
も
の
な
ど
く
ふ
。

こ
の
家
の
ま
へ
は
や
が
て
く
ら
ま
と
き
ぶ
ね
に
ゆ
く
追
分
也
。

　

く
ら
ま
の
か
た
よ
り
さ
き
に
ゆ
く
か
た
道
の
た
よ
り
よ
し
と
き
け
ば
、
ま
づ
く
ら
ま
の
か

た
に
も
の
す
。
惣
門
と
い
ふ
に
い
た
り
て
そ
を
入
て
、
す
こ
し
の
ぼ
る
所
に
本
堂
あ
り
、
を

が
む
。
靫
大
明
神
と
い
ふ
も
お
は
し
ま
す
は
、
い
か
な
る
神
に
か
。
こ
ゝ
も
す
ぎ
し
年
、
火

の
為
に
や
け
て
、
今
は
か
り
の
堂
な
り
と
ぞ
。

　

三
丁
ば
か
り
の
ぼ
れ
ば
、
も
と
の
本
堂
の
跡
な
り
と
て
、
石
ず
ゑ
の
こ
り
た
り
。
こ
ゝ
は
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い
と
た
か
く
う
ち
は
れ
た
る
所
に
て
、
都
を
は
じ
め
比
良
嶽
・
淀
川
・
八
幡
山
の
あ
た
り
ま

で
、
い
と
よ
く
見
ゆ
。
比
叡
の
山
は
た
ゞ
む
か
ひ
に
み
え
た
り
。

　

そ
こ
か
し
こ
の
谷
あ
ひ
に
色
よ
き
紅
葉
ど
も
い
と
お
ほ
し
。
む
か
し
は
此
山
に
紅
葉
お
ほ
か

り
し
を
、
ち
か
き
と
し
ご
ろ
は
た
え
た
り
と
き
ゝ
し
か
ど
も
、
な
み
〳
〵
の
色
に
は
あ
ら
ね
ば
、

　
　

た
ゞ
に
や
は
す
ぎ
の
木
間
に
色
は
え
て
あ
か
ぬ
く
ら
ま
の
山
の
も
み
ぢ
葉

　
　

色
あ
か
く
そ
む
る
を
見
れ
ば
山
の
名
も
し
ら
ぬ
く
ら
ま
の
木
々
の
も
み
ぢ
葉

　
　

つ
ゞ
ら
を
り
の
ぼ
り
し
道
は
と
ほ
け
れ
ど
ち
か
く
ふ
も
と
の
も
み
ぢ
を
ぞ
み
る

　

又
五
丁
ば
か
り
も
ゆ
け
ば
奥
院
と
い
ふ
あ
り
。
兵
法
場
と
い
ひ
て
石
の
お
ほ
く
あ
る
所
も

あ
り
。
こ
は
義
経
の
古
ご
と
を
い
ひ
つ
た
へ
た
り
。
か
ゝ
る
す
ぢ
は
心
も
と
ま
ら
ね
ば
、
よ

そ
に
み
す
ぐ
し
ぬ
。

　

貴
船
の
か
た
に
ゆ
く
に
は
、
こ
ゝ
よ
り
西
の
か
た
な
る
、
い
と
ほ
そ
き
道
を
ひ
た
く
だ
り

に
く
だ
る
な
り
け
り
。
く
だ
り
は
て
た
る
所
に
橋
あ
り
て
わ
た
る
。
こ
は
貴
船
川
に
て
、
む

か
ひ
は
や
が
て
貴
船
の
さ
と
な
り
。
こ
ゝ
に
て
又
も
し
ぐ
れ
の
ふ
り
き
ぬ
れ
ば
、
賤
が
家
に

し
ば
し
や
す
み
て
は
る
ゝ
を
ま
つ
ほ
ど
ひ
さ
し
き
に
、
猶
や
ま
ね
ば
、
ま
づ
御
社
に
ま
う
で

む
と
、
川
に
そ
ひ
て
三
丁
ば
か
り
も
ゆ
く
か
た
へ
の
山
の
も
み
ぢ
、
い
と
お
も
し
ろ
く
そ
め

わ
た
し
て
、
く
ら
ま
の
山
よ
り
は
ひ
と
し
ほ
ま
さ
り
ざ
ま
な
り
。

　
　

貴
船
川
玉
ち
る
水
に
影
み
え
て
お
も
ひ
の
色
を
う
つ
す
も
み
ぢ
葉

　
　

名
の
み
し
て
船
は
か
よ
は
ぬ
山
川
に
お
の
れ
こ
が
る
ゝ
き
し
の
も
み
ぢ
葉

　

ほ
そ
き
道
を
ゆ
き
〳
〵
て
、
ま
づ
奥
院
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
木
ぶ
か
き
深
山
の
さ
ま
、
い

と
か
う
〴
〵
し
。

　

五
丁
ば
か
り
か
へ
り
た
る
所
に
本
社
と
い
ふ
は
お
は
し
ま
す
。
こ
は
今
一
き
は
大
き
な

る
御
社
也
。『
式
』
に
み
え
た
る
は
い
づ
れ
な
ら
む
、
ま
う
づ
る
人
は
ひ
と
り
だ
に
み
え
ず
。

げ
に
か
ゝ
る
山
中
の
こ
と
な
れ
ば
、
お
の
が
や
う
に
い
に
し
へ
を
し
の
ぶ
、
よ
の
な
か
の
ひ

が
も
の
な
ら
で
は
ま
う
で
ね
ば
、
か
ゝ
る
も
う
べ
な
り
け
り
。

　
　

こ
の
宮
に
ま
う
で
む
も
の
と
道
と
ほ
く
き
ぶ
ね
の
神
よ
あ
は
れ
と
は
見
よ

　

雨
は
猶
や
ま
ず
、
い
と
わ
び
し
け
れ
ば
、
か
し
こ
け
れ
ど
、

　
　

白
き
馬
た
て
ま
つ
ら
ね
ど
ふ
る
雨
を
し
ば
し
や
め
て
よ
こ
れ
の
お
ほ
か
み

　

か
く
て
、
く
れ
か
ゝ
る
ほ
ど
宿
に
は
か
へ
り
ぬ
。

九
月
十
八
日

　

十
八
日
。
け
ふ
は
高
雄
の
紅
葉
見
に
も
の
せ
む
と
て
、
朝
と
く
宿
り
を
い
づ
。

　

ま
づ
仁
和
寺
を
は
じ
め
、
栂
尾
寺
・
槙
尾
寺
に
ま
う
で
て
、
高
雄
に
い
た
る
。
清
滝
川
の

な
が
れ
い
と
い
さ
ぎ
よ
く
、
む
か
ひ
な
る
山
は
や
が
て
高
雄
山
に
て
、
紅
葉
い
と
お
ほ
く
、

川
の
き
し
に
は
こ
と
に
お
ほ
き
な
る
木
ど
も
あ
り
て
、
え
も
い
は
ず
そ
め
わ
た
し
た
り
。
そ

の
河
に
の
ぞ
め
る
茶
屋
に
入
て
も
の
な
ど
く
ひ
つ
ゝ
、
そ
れ
よ
り
橋
を
わ
た
り
て
寺
に
ま
う

で
む
と
す
る
道
の
か
た
は
ら
に
も
紅
葉
い
と
お
ほ
し
。

　

さ
て
、
門
を
入
た
る
寺
の
庭
に
も
、
猶
こ
ゝ
か
し
こ
紅
葉
の
見
ゆ
る
さ
ま
、
世
の
常
と
は

や
う
か
は
り
て
、
げ
に
紅
葉
の
数
か
ぎ
り
も
な
き
所
な
り
。

　
　

む
か
し
よ
り
紅
葉
の
名
こ
そ
た
か
を
山
げ
に
こ
と
わ
り
と
見
て
ぞ
し
り
ぬ
る

　
　

高
雄
山
紅
葉
の
に
し
き
き
て
か
へ
り
故
郷
人
に
見
せ
ま
ほ
し
さ
よ

　
　

紅
葉
見
る
猶
こ
そ
き
ぬ
れ
高
雄
寺
仏
た
の
ま
ぬ
身
に
は
あ
れ
ど
も

　

か
へ
る
さ
広
沢
の
か
た
に
も
の
し
て
、
か
の
名
だ
ゝ
る
池
を
見
て
、

　
　

さ
ゞ
波
の
名
に
た
つ
月
も
よ
る
な
ら
ば
見
て
ま
し
も
の
を
ひ
ろ
さ
は
の
池

　

こ
よ
ひ
人
に
い
ざ
な
は
れ
て
祇
園
町
の
楼
に
の
ぼ
り
ぬ
。
盃
の
か
ず
か
さ
な
る
ほ
ど
、
酒

の
む
し
ろ
に
あ
そ
び
ど
も
三
人
よ
た
り
い
で
き
て
、「
み
さ
か
な
は
何
よ
け
ん
」
な
ど
い
ひ

は
や
し
つ
ゝ
、
さ
ゝ
や
か
な
る
手
し
て
は
さ
み
な
ど
す
る
さ
ま
、
い
み
じ
く
心
に
く
し
や
。

三
の
緒
の
し
ら
べ
花
や
か
に
、
今
め
か
し
き
う
た
ど
も
う
る
は
し
く
ひ
き
い
づ
る
声
に
は
、

ほ
と
〳
〵
心
も
う
き
た
つ
ま
ゝ
に
、

　
　

き
よ
く
の
み
み
ゆ
る
よ
そ
ひ
に
心
を
も
か
け
て
ぞ
う
つ
す
か
も
の
川
な
み

　
　

ひ
き
い
づ
る
く
し
げ
の
中
の
三
の
緒
に
あ
く
る
も
し
ら
で
心
う
か
れ
つ

と
だ
み
た
る
声
し
て
う
た
は
ま
ほ
し
く
お
ぼ
ゆ
れ
ど
、
さ
す
が
に
う
し
ろ
め
た
く
て
、
口
の

う
ち
に
の
み
ひ
と
り
ご
た
る
ゝ
も
、
い
と
い
ぶ
せ
し
や
。

九
月
十
九
日

　

十
九
日
。
朝
と
く
二
条
わ
た
り
の
人
に
い
ざ
な
は
れ
て
、
修
学
院
の
行
宮
を
を
が
み
に
も

の
す
。
こ
は
山
ば
な
と
い
ふ
所
の
ち
か
き
あ
た
り
、
修
学
寺
村
と
い
ふ
村
の
山
に
あ
り
て
、

や
が
て
比
叡
山
の
ふ
も
と
な
り
。

　

そ
も
〳
〵
こ
の
行
宮
は
、
後
水
尾
天
皇
の
代
々
の
行
宮
の
為
に
と
て
、
た
て
お
き
給
へ
り

と
な
む
。
か
る
が
ゆ
ゑ
に
霊
元
太
上
天
皇
は
享
保
と
い
ふ
と
し
の
こ
ろ
、
た
び
〳
〵
御
幸
も

あ
り
け
る
を
、
そ
の
と
し
の
十
六
年
と
い
ふ
と
し
よ
り
た
え
て
、
そ
の
後
は
御
幸
も
な
く
、

こ
た
び
ま
で
は
お
よ
そ
九
十
四
年
に
も
な
り
ぬ
。
さ
れ
ば
、
こ
た
び
の
ま
う
け
に
と
て
、
年

月
も
ち
り
つ
も
れ
る
木
々
の
葉
を
は
き
ゝ
よ
め
、
お
ひ
し
げ
り
た
る
草
な
ど
を
か
り
は
ら
ひ
、
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あ
る
は
行
宮
の
く
ち
そ
こ
な
は
れ
た
る
を
つ
く
り
か
へ
な
ど
せ
ん
た
め
に
と
て
、
修
理
職
よ

り
役
民
を
お
ほ
く
い
れ
ら
る
れ
ば
、
伝
を
も
と
め
て
そ
の
役
民
の
す
が
た
に
な
り
て
、
箒
を

も
ち
て
修
理
職
と
い
ふ
印
を
お
し
た
る
札
を
こ
し
に
つ
け
て
、
行
宮
の
御
門
を
入
る
な
り
け

り
。

　

い
と
か
し
こ
け
れ
ど
、
そ
こ
か
し
こ
見
め
ぐ
る
に
、
行
宮
は
二
所
あ
り
て
、
何
と
か
や
か

ら
め
か
し
き
名
を
つ
け
ら
れ
た
り
。
山
の
た
ゝ
ず
ま
ひ
お
ほ
ど
か
に
、
紅
葉
い
と
お
ほ
く
そ

め
わ
た
し
、
前
に
は
大
き
な
る
池
あ
り
て
、
山
よ
り
お
つ
る
滝
の
な
が
れ
入
る
さ
ま
、
中
島

の
松
の
け
し
き
、
こ
た
び
あ
た
ら
し
く
つ
く
ら
れ
た
る
石
ば
し
の
さ
ま
な
ど
、
い
と
お
も
し

ろ
し
。
さ
ば
か
り
高
き
所
な
ら
ね
ど
、
東

（
西
カ
）よ

り
南
ま
で
は
も
の
も
さ
は
ら
ず
よ
く
み
わ
た
さ

れ
て
、
都
の
家
居
ど
も
の
手
に
と
る
ば
か
り
み
ゆ
る
の
み
な
ら
ず
、
よ
も
の
山
々
た
ゞ
こ
ゝ

も
と
に
み
ゆ
る
さ
ま
、
と
り
〴
〵
め
で
た
き
行
宮
の
さ
ま
、
絵
に
か
く
と
も
筆
お
よ
ぶ
ま
じ

う
お
も
は
れ
て
、
え
も
い
は
ず
よ
に
す
ぐ
れ
た
る
所
の
さ
ま
也
。
げ
に
後
水
尾
天
皇
の
代
々

の
行
宮
の
た
め
に
と
さ
だ
め
給
へ
り
し
は
、
う
べ
な
る
こ
と
ゝ
し
の
び
奉
ら
る
ゝ
も
、
い
と

か
し
こ
し
。

　

年
ひ
さ
し
く
た
え
た
る
御
幸
の
、
ふ
た
ゝ
び
あ
る
こ
と
を
よ
ろ
こ
び
て
よ
め
る
長
歌
。

春
山
の　

花
は
あ
れ
ど
も　

秋
山
の　

紅
葉
う
ま
し
と　

天
皇
の　

大
御
心
に　

か
し

こ
く
も　

お
も
ほ
し
め
せ
か　

青
き
を
ば　

お
き
て
は
な
げ
き　

あ
か
き
を
ば　

と
り

し
ぬ
ば
む
と　

さ
に
つ
ら
ふ　

紅
葉
し
み
た
つ　

あ
き
も
よ
し　

北
の
山
辺
に　

外
宮

を　

さ
だ
め
給
へ
れ　

北
山
の　

そ
の
と
つ
宮
に　

秋
毎
に　

み
ゆ
き
あ
り
し
を　

世

の
中
は　

常
な
き
も
の
と　

い
で
ま
し
の　

た
え
て
す
た
れ
て　

外
宮
は　

く
ち
そ
こ

な
は
れ　

御
庭
に
は　

芝
草
し
げ
り　

こ
ゝ
だ
く
の　

と
し
も
へ
ぬ
る
を　

あ
た
ら
代

と　

今
年
の
秋
は　

大
御
幸　

お
も
ひ
た
ゝ
せ
れ　

そ
こ
を
し
も　

あ
や
に
か
し
こ

み　

を
さ
め
つ
く
る　

官
人
は
し　

と
つ
宮
を　

つ
く
り
か
へ
よ
と　

御
庭
な
る　

芝

草
か
れ
と　

御
民
ら
に　

よ
さ
し
給
へ
ば　

さ
ば
へ
な
す　

さ
わ
ぐ
御
民
は　

家
わ
す

れ　

身
も
た
な
し
ら
ず　

か
し
こ
み
て　

つ
か
へ
ま
つ
れ
り　

あ
づ
さ
弓　

今
よ
り
後

は　

つ
き
の
木
の　

い
や
つ
ぎ
〳
〵
に　

万
代
に　

い
で
ま
し
あ
ら
む　

こ
れ
ぞ
此
宮

　
　

反
歌

神
さ
び
て
あ
り
し
外
宮
つ
く
り
か
へ
君
が
い
で
ま
し
あ
る
が
か
し
こ
さ

　

み
じ
か
う
た

　
　

大
君
の
か
ざ
し
の
た
め
と
山
つ
み
も
ま
つ
る
み
つ
き
の
も
み
ぢ
な
る
ら
ん

　
　

こ
ゝ
ろ
あ
れ
や
君
が
御
ゆ
き
を
ま
ち
が
ほ
に
そ
む
る
も
ふ
か
き
山
の
も
み
ぢ
葉

　
　

こ
の
山
の
滝
の
し
ら
い
と
千
代
か
け
て
な
が
く
た
へ
せ
じ
い
で
ま
し
の
み
や

　
　

か
し
こ
き
や
君
が
み
い
つ
に
あ
し
ひ
き
の
山
も
つ
か
へ
て
み
そ
の
と
な
り
ぬ

　

霊
元
太
上
天
皇
の
め
で
給
ひ
つ
る
木
な
り
と
て
、
行
宮
の
ま
へ
に
ゆ
ゑ
ゆ
ゑ
し
く
か
き
ゆ

ひ
め
ぐ
ら
し
た
る
紅
葉
一
木
あ
り
。
こ
は
御
製
の
紅
葉
と
い
ふ
と
ぞ
。

　
　

大
君
の
恵
の
露
を
か
け
そ
へ
て
げ
に
も
こ
と
な
る
も
み
ぢ
な
る
ら
ん

　
　

言
の
葉
も
そ
め
て
見
ま
し
ゝ
い
に
し
へ
を
の
こ
る
も
み
ぢ
に
し
の
ぶ
か
し
こ
さ

　

か
ば
か
り
た
ふ
と
き
行
宮
を
を
が
み
奉
り
た
る
こ
と
、
た
ふ
と
く
も
う
れ
し
く
こ
そ
。

　

そ
れ
よ
り
ち
か
き
あ
た
り
の
こ
と
な
れ
ば
、
赤
山
明
神
に
ま
う
づ
。
こ
は
い
か
な
る
神
に

か
、
ふ
る
く
も
の
に
み
え
ぬ
御
社
な
れ
ば
、
し
る
よ
し
な
し
。

　

も
み
ぢ
を
見
て
、

　
　

色
ふ
か
く
そ
む
る
木
末
に
宮
の
名
も
あ
か
く
し
ら
る
ゝ
山
の
も
み
ぢ
葉

九
月
二
十
日

　

廿
日
。
け
ふ
は
く
れ
す
ぐ
る
ほ
ど
よ
り
、
加
茂
川
の
堤
、
柳
茶
屋
と
い
ふ
に
も
の
す
。
こ

は
此
所
に
て
一
夜
を
あ
か
し
て
、
あ
す
の
御
幸
を
を
が
み
奉
ら
む
と
て
な
り
。
こ
の
前
に
は
、

こ
た
び
あ
ら
た
に
つ
く
ら
れ
た
る
橋
あ
り
。

　

さ
て
、
こ
よ
ひ
よ
り
か
く
こ
の
所
に
や
ど
り
ゐ
た
る
よ
し
は
、
こ
た
び
御
幸
あ
る
道
の
外

の
道
に
は
、
す
べ
て
竹
垣
を
つ
く
り
め
ぐ
ら
し
て
、
こ
よ
ひ
の
夜
中
ば
か
り
よ
り
人
を
制
し

て
、
竹
が
き
を
入
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
ね
ば
な
り
け
り
。

　

さ
て
、
こ
の
あ
た
り
吉
田
を
は
じ
め
、
真
如
堂
・
永
観
堂
・
黒
谷
、
あ
る
は
比
枝
・
く
ら

ま
な
ど
に
も
、
今
宵
よ
り
人
を
制
し
て
ま
ゐ
の
ぼ
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
ず
。
こ
は
御
幸
を
み
お

ろ
す
こ
と
を
か
し
こ
み
て
な
り
と
ぞ
。
い
と
ひ
さ
し
く
た
え
た
る
御
幸
を
、
こ
た
び
あ
ら
た

に
は
じ
め
給
へ
る
な
れ
ば
、
す
べ
て
〳
〵
い
か
め
し
く
お
き
て
ら
る
ゝ
こ
そ
、
た
ふ
と
け
れ
。

　

さ
て
、
こ
よ
ひ
此
所
に
一
夜
を
あ
か
し
て
、
つ
く
〴
〵
お
も
へ
ば
、
は
る
〴
〵
と
と
ほ
き

国
よ
り
を
が
み
に
の
ぼ
り
き
た
る
み
ゆ
き
も
、
あ
す
の
あ
し
た
の
こ
と
な
れ
ば
、
よ
も
ね
ら

れ
ぬ
ば
か
り
う
れ
し
と
も
う
れ
し
。

九
月
二
十
一
日

　

廿
一
日
。
あ
け
は
な
る
ゝ
頃
、
橋
の
ほ
と
り
の
芝
生
の
う
へ
に
い
で
て
う
づ
く
ま
り
居

つ
ゝ
待
ゐ
た
る
ほ
ど
、
や
ゝ
あ
り
て
辰
の
刻
ば
か
り
、
み
さ
き
お
ふ
声
き
こ
え
て
御
幸
は
あ

り
。
御
供
に
つ
か
へ
給
ふ
大
宮
人
た
ち
の
、
狩
衣
・
直
衣
な
ど
お
も
ひ
〳
〵
に
う
る
は
し
く
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き
よ
そ
ひ
給
ふ
袖
ど
も
の
さ
ま
〴
〵
な
る
も
、
い
と
め
ざ
ま
し
。
こ
と
に
御
輿
を
ほ
ど
ち
か

く
を
が
み
奉
る
こ
そ
、
た
と
へ
む
か
た
な
く
た
ふ
と
け
れ
。

　

さ
て
、
こ
の
御
幸
の
さ
ま
、
く
わ
し
く
し
る
さ
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
め
で
た
し
と
も
、
か
し

こ
し
と
も
、
か
た
じ
け
な
し
と
も
詞
に
は
の
べ
が
た
け
れ
ば
、
み
じ
か
き
筆
に
は
か
き
と
り

が
た
く
な
む
。
た
ゞ
百
が
ひ
と
つ
を
の
べ
た
る
長
歌
。

か
け
ま
く
は　

あ
や
に
か
し
こ
し　

い
は
ま
く
も　

ゆ
ゝ
し
き
か
も　

ひ
さ
か
た
の　

天
津
日
嗣
を　

お
り
居
ま
す　

お
ほ
す
め
ら
命　

手
む
だ
き
て　

ゆ
た
け
く
ま
せ
ば　

た
ひ
ら
け
く　

こ
と
な
く
ま
せ
ば　

大
宮
の　

そ
と
も
の
遠
の　

し
げ
山
と　

し
み
さ

び
た
て
る　

北
山
の　

も
み
づ
を
見
む
と　

神
な
が
ら　

お
も
ほ
し
め
し
て　

こ
の
年

の　

こ
の
長
月
の　

は
つ
か
よ
り　

け
ふ
の
足
日
に　

大
御
幸　

お
も
ひ
た
ゝ
せ
れ　

大
御
輿　

道
も
て
る
か
に　

九
重
の　

外
重
を
出
て　

行
宮
を　

さ
し
て
ゆ
き
ま
す　

大
御
先　

つ
か
へ
ま
つ
る
と　

刺
竹
の　

大
宮
人
は　

馬
な
べ
て　

御
さ
き
に
た
ゝ

し　

大
御
供　

つ
か
へ
ま
つ
る
と　

か
き
か
ぞ
ふ　

百
の
官
は　

つ
ら
な
み
て　

み
と

も
に
た
ゝ
し　

狩
衣
も　

直
衣
の
袖
も　

う
る
は
し
き　

け
ふ
の
御
ゆ
き
を　

風
の

音
の　

遠
き
に
き
ゝ
て　

天
さ
か
る　

ひ
な
の
国
へ
ゆ　

か
し
こ
み
と　

の
ぼ
り
ま
ゐ

き
て　

道
の
辺
の　

芝
生
の
う
え
に　

麻
目
物　

い
は
ひ
を
ろ
が
み　

我
は
も
よ　

そ

こ
に
お
も
は
く　

天
皇
の　

大
御
幸
は
し　

年
久
に　

た
え
け
る
も
の
を　

遠
御
代
の　

跡
を
た
づ
ね
て　

い
に
し
へ
に　

又
た
ち
か
へ
る　

こ
と
の
よ
ろ
し
さ

　
　

反
歌

秋
山
の
も
み
づ
を
見
に
と
い
で
ま
し
の
大
御
幸
を
し
み
ら
く
し
よ
し
も

御
民
我
い
け
る
し
る
し
あ
り
け
ふ
の
此
大
御
幸
に
し
あ
へ
ら
く
お
も
へ
ば

　

み
じ
か
う
た

　
　

北
山
や
け
ふ
の
み
ゆ
き
の
う
れ
し
さ
を
紅
葉
も
色
に
い
で
て
み
す
ら
む

　
　

年
か
さ
ね
ふ
り
し
御
幸
の
跡
と
め
て
む
か
し
に
か
へ
る
袖
の
い
ろ
〳
〵

　
　

大
御
幸
を
が
み
て
け
ふ
は
廿
日
あ
ま
り
一
か
た
な
ら
ず
か
し
こ
か
り
け
り

九
月
二
十
二
日

　

廿
二
日
。
こ
の
こ
ろ
若
山
の
大
平
翁
の
錦
小
路
に
来
ゐ
給
へ
る
よ
し
き
ゝ
つ
れ
ば
、
旅
居

を
と
ぶ
ら
ひ
た
る
に
、
け
ふ
は
故
大
人
の
影
前
会
を
そ
の
旅
居
に
て
も
よ
ほ
さ
る
ゝ
よ
し
に

て
、
大
坂
の
一
柳
春
門
、
備
中
の
藤
井
高
尚
を
は
じ
め
、
な
に
が
し
く
れ
が
し
お
よ
そ
廿
人

ば
か
り
あ
つ
ま
り
居
た
り
。

　

兼
題
は
「
名
所
紅
葉
」
な
り
と
き
ゝ
て
、
取
あ
へ
ず
。

　
　

清
滝
や
水
の
み
ど
り
も
色
か
へ
て
う
つ
る
高
雄
の
山
の
も
み
ぢ
葉

　
　

秋
は
又
黒
う
し
が
た
も
名
の
み
し
て
く
れ
な
ゐ
に
ほ
ふ
浦
の
も
み
ぢ
葉

　
　

皆
人
に
こ
れ
も
め
で
よ
と
す
ゞ
か
川
八
十
瀬
に
う
つ
る
き
し
の
も
み
ぢ
葉

　

探
題
「
忍
恋
」

　
　

つ
ゝ
ま
る
ゝ
か
ぎ
り
は
袖
に
し
の
び
な
む
せ
き
は
つ
ま
じ
き
涙
な
り
と
も

　
　

そ
の
人
も
猶
こ
そ
し
ら
ね
誰
ゆ
ゑ
と
い
は
ぬ
な
み
だ
の
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り

　

人
々
の
も
あ
れ
ど
、
そ
は
も
ら
し
ぬ
。

　

こ
よ
ひ
は
ま
こ
と
に
お
も
ひ
か
け
な
き
円
居
な
れ
ば
、
い
と
け
う
あ
り
て
、
何
く
れ
と
も

の
が
た
り
な
ど
し
つ
ゝ
、
夜
ふ
け
て
宿
に
か
へ
り
ぬ
。

九
月
二
十
三
日

　

廿
三
日
。
あ
す
は
都
を
た
ゝ
ん
と
す
れ
ば
、
朝
と
く
よ
り
そ
の
ま
ふ
け
に
荷
の
緒
ゆ
ひ
か

た
め
な
ど
し
て
、
日
頃
た
づ
ね
か
は
し
た
る
人
々
の
も
と
に
も
、
あ
す
か
へ
る
べ
き
よ
し
を

つ
げ
に
も
の
す
。
さ
れ
ば
、
い
と
ま
な
く
、
心
あ
は
た
ゞ
し
く
な
む
。

九
月
二
十
四
日

　

廿
四
日
。
朝
と
く
日
ご
ろ
宿
り
居
た
る
三
条
の
旅
居
を
た
ち
い
づ
る
に
、
十
日
あ
ま
り
も

な
れ
ぬ
る
こ
と
な
れ
ば
、
別
の
さ
す
が
に
た
ゞ
な
ら
ず
。

　
　

た
ち
い
づ
る
袖
の
な
み
だ
も
玉
し
き
の
都
わ
か
る
ゝ
こ
と
ぞ
か
な
し
き

　
　

な
れ
に
け
る
日
数
お
も
へ
ば
家
な
ら
ぬ
旅
居
も
さ
す
が
た
ち
う
か
り
け
り

　

建
仁
寺
町
と
い
ふ
を
ゆ
く
ほ
ど
、
日
頃
見
な
れ
つ
る
東
山
の
け
し
き
、
何
と
な
く
あ
ら
ぬ

こ
ゝ
ち
の
せ
ら
れ
て
、す
ぎ
が
て
に
か
へ
り
み
ら
る
ゝ
も
、い
と
あ
や
し
。
か
の
む
か
し
「
宇

泥
咩
は
や
」
と
い
ひ
て
別
を
を
し
み
け
む
古
ご
と
さ
へ
お
も
ひ
あ
は
さ
れ
て
、
あ
だ
し
国
人

の
こ
ゝ
ろ
な
が
ら
も
、
い
と
あ
は
れ
に
お
ぼ
ゆ
る
は
、
を
り
に
ふ
れ
た
る
心
の
す
さ
み
な
り

か
し
。

　

十
八
丁
ば
か
り
ゆ
き
て
東
福
寺
に
も
の
す
。
こ
の
寺
の
庭
に
通
天
橋
と
い
ふ
は
し
あ
り
て
、

そ
の
ほ
と
り
に
名
だ
ゝ
る
紅
葉
有
。
げ
に
そ
め
わ
た
し
た
る
け
し
き
、
い
み
じ
く
お
か
し
。

　
　

朝
日
さ
す
空
に
か
よ
ひ
て
は
し
ち
か
く
て
り
こ
そ
わ
た
れ
木
々
の
も
み
ぢ
葉

　

又
六
丁
ゆ
き
て
稲
荷
の
社
に
も
ま
う
づ
。
今
は
三
座
相
殿
に
ま
せ
り
。

　
　

稲
荷
山
い
の
る
ね
が
ひ
を
う
け
も
ち
の
神
と
き
く
に
も
た
の
も
し
き
か
な
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さ
て
、
こ
の
御
社
に
お
は
し
ま
す
三
種
の
大
神
た
ち
は
、
い
と
も
た
ふ
と
き
大
神
な
る
を
、

今
の
よ
に
は
稲
荷
と
だ
に
い
へ
ば
、
狐
の
こ
と
ゝ
な
り
ぬ
る
こ
そ
心
え
ね
。
狐
を
ま
つ
り

た
る
社
は
こ
の
御
社
の
末
社
に
て
、
命
婦
の
社
と
い
ひ
て
本
社
の
う
し
ろ
の
か
た
に
あ
り
て
、

狐
は
天
神
の
御
使
は
し
め
と
い
ひ
つ
た
へ
た
り
。
こ
の
け
ぢ
め
を
あ
ま
ね
く
し
り
た
る
人
の

な
き
ゆ
ゑ
に
、
狐
を
ま
つ
り
た
る
社
の
こ
と
を
正
一
位
稲
荷
大
明
神
と
い
づ
こ
に
て
も
〳
〵

お
し
な
べ
て
い
ふ
は
、
こ
と
に
心
得
が
た
し
。
正
一
位
の
御
位
は
、
天
慶
三
年
と
い
ふ
と
し
、

三
柱
の
大
神
に
さ
づ
け
給
へ
る
御
位
な
る
を
や
。

　

又
本
社
の
う
し
ろ
の
か
た
に
太
師
堂
と
て
、
空
海
の
か
た
を
お
き
た
る
堂
あ
り
。
こ
れ
を

お
き
た
る
よ
し
は
、
む
か
し
空
海
が
東
寺
の
門
に
て
稲
を
に
な
ひ
た
る
翁
に
あ
ひ
て
、
そ
れ

を
稲
荷
の
大
神
な
り
と
い
ひ
た
る
こ
と
の
あ
れ
ば
な
る
べ
し
。
こ
は
い
と
も
う
き
た
る
こ
と

な
れ
ば
、
稲
荷
山
と
い
ふ
よ
り
の
し
ひ
ご
と
に
て
、
例
の
後
の
よ
の
法
師
ら
が
、
お
の
が
宗

を
た
ふ
と
き
も
の
に
せ
む
た
め
の
つ
く
り
わ
ざ
な
る
こ
と
、
う
た
が
ひ
な
し
。
さ
ば
か
り
た

く
み
な
り
し
空
海
が
、
か
く
つ
た
な
き
あ
さ
は
か
な
る
偽
を
、
よ
も
い
ひ
い
で
ま
じ
く
お
も

は
る
れ
ば
也
。
そ
は
と
ま
れ
か
く
ま
れ
、
そ
の
つ
た
へ
を
ま
こ
と
ゝ
し
て
、
こ
の
堂
を
こ
ゝ

に
は
い
か
な
る
お
ろ
か
な
る
人
の
た
て
た
り
け
む
。
い
と
か
た
は
ら
い
た
く
こ
そ
。

　

廿
六
丁
ゆ
け
ば
、
藤
杜
な
り
。
御
社
に
も
ま
う
で
ゝ
、
そ
れ
よ
り
宇
治
の
か
た
に
も
の
せ

ん
と
す
。
山
道
と
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
木
幡
の
さ
と
な
り
。

　

誰
を
お
も
ふ
と
な
き
旅
路
な
れ
ば
、

　
　

か
ち
よ
り
と
ゆ
く
道
く
る
し
山
城
の
こ
は
た
の
さ
と
に
馬
あ
ら
ば
か
せ

と
ぞ
い
は
ま
ほ
し
き
。
こ
の
さ
と
に
柳
大
明
神
と
い
ふ
お
は
し
ま
す
。『
式
』
に
み
え
た
る

御
社
に
は
あ
ら
じ
か
。

　

歌（
広
）芝

・
岡
田（

屋
）と

い
ふ
を
す
ぎ
て
、
大
和
田
村
と
い
ふ
に
い
た
る
。
こ
ゝ
に
萬
福
寺
と
い
ふ

寺
有
。
こ
は
黄
檗
宗
と
い
ふ
宗
の
水
上
に
て
、
い
と
大
き
な
る
寺
な
り
。
堂
門
の
柱
ご
と
に

唐
の
言
葉
ど
も
か
き
つ
ら
ね
、
す
べ
て
門
の
た
て
ざ
ま
ま
で
、
い
み
じ
う
か
ら
め
か
し
た
り
。

こ
は
よ
の
常
に
か
は
り
て
、
中
々
に
こ
ち
た
く
も
み
え
ず
、
め
づ
ら
し
く
お
ぼ
ゆ
。

　

こ
ゝ
よ
り
宇
治
に
は
ち
か
け
れ
ば
、
ほ
ど
な
く
川
つ
ら
の
さ
と
に
い
づ
。
こ
ゝ
を
彼（

乙
）方

町

と
い
へ
ば
、『
式
』
に
み
え
た
る
御
社
は
い
づ
れ
に
か
と
ゝ
へ
ど
、例
の
し
り
た
る
人
も
な
し
。

　

離
宮
八
幡
と
い
ふ
、
よ
き
ほ
ど
の
御
社
お
は
し
ま
す
。
い
に
し
へ
の
名
あ
り
け
る
御
社
ど

も
、
今
の
世
は
お
ほ
か
た
八
幡
・
天
神
な
ど
に
な
り
た
ま
へ
る
が
お
ほ
け
れ
ば
、
こ
れ
や
そ

な
ら
ん
か
と
お
も
へ
ど
、
あ
る
説
に
、
こ
の
離
宮
と
い
ふ
は
、
藤
原
忠
文
を
ま
つ
り
た
り
と

い
へ
ば
、
彼
方
神
社
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。
さ
だ
め
が
た
し
。

　

興
聖
寺
に
ま
う
づ
。
こ
の
寺
の
う
し
ろ
の
山
を
朝
日
山
と
は
い
ふ
な
り
け
り
。
恵
心
院
に

も
の
し
て
、
か
の
お
と
に
き
ゝ
わ
た
り
た
る
は
し
の
ほ
と
り
に
い
づ
。
わ
た
れ
ば
む
か
ひ
に

橋
姫
の
社
あ
り
。
こ
の
あ
た
り
よ
り
み
わ
た
し
た
る
け
し
き
よ
、
む
か
し
よ
り
い
み
じ
く
い

ひ
き
た
る
も
し
る
く
、
い
と
お
も
し
ろ
き
と
こ
ろ
也
。

　
　

あ
じ
ろ
木
の
な
み
に
は
あ
ら
ぬ
け
し
き
に
も
あ
か
ず
い
ざ
よ
ふ
う
ぢ
の
川
つ
ら

　
　

み
る
に
け
ふ
あ
は
れ
と
ぞ
お
も
ふ
音
に
の
み
き
ゝ
て
年
へ
し
う
ぢ
の
川
は
し

　

薫
君
の
ふ
る
ご
と
な
ど
も
折
か
ら
お
も
ひ
い
で
ら
れ
て
、
な
つ
か
し
く
お
ぼ
ゆ
る
は
、
い

と
あ
や
し
。

　
　

跡
も
な
き
そ
の
い
つ
は
り
も
な
が
れ
て
は
お
も
か
げ
う
か
ぶ
う
ぢ
の
川
み
づ

　

音
に
き
ゝ
つ
る
あ
じ
ろ
木
は
み
え
ね
ば
、

　
　

秋
ふ
か
く
う
ぢ
の
川
霧
た
ゝ
ね
ど
も
あ
ら
は
れ
み
ゆ
る
あ
じ
ろ
木
も
な
し

　

こ
は
何
が
し
の
僧
の
願
に
よ
り
て
、
か
く
た
え
た
り
と
か
。
そ
の
こ
と
し
る
し
た
る
石
ぶ

み
も
あ
り
と
か
や
。
い
に
し
へ
よ
り
さ
ば
か
り
名
だ
か
か
り
つ
る
あ
じ
ろ
な
り
し
も
の
を
、

仏
わ
ざ
に
な
づ
み
て
た
や
し
た
る
僧
こ
そ
心
づ
き
な
く
、
つ
た
な
き
も
の
と
お
も
は
る
れ
。

　

平
等
院
に
も
の
す
。
堂
な
ど
の
た
て
ざ
ま
い
と
古
く
、
こ
と
な
り
。
合
戦
の
こ
と
な
ど
お

も
ひ
い
で
ら
れ
て
、

　
　

も
の
ゝ
ふ
の
駒
う
ち
い
れ
し
跡
ふ
り
て
波
も
さ
わ
が
ぬ
う
ぢ
の
川
つ
ら

　
　

駒
に
の
り
た
ゞ
に
わ
た
り
し
も
の
ゝ
ふ
の
八
十
氏
川
の
む
か
し
を
ぞ
お
も
ふ

　

扇
の
芝
と
い
ふ
が
あ
る
は
、
頼
政
ぬ
し
の
う
ち
死
し
給
へ
る
所
な
り
と
ぞ
。
い
と
あ
は
れ

に
お
ぼ
ゆ
る
ま
ゝ
に
、

　
　

た
ぐ
ひ
な
き
言
葉
の
花
を
の
こ
し
お
き
て
身
は
う
も
れ
木
と
く
ち
し
君
か
な

　

縣
明
神
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
こ
は
左
府
頼
長
公
を
ま
つ
り
た
り
と
か
や
。
い
と
も
か
し
こ

き
神
な
り
と
ぞ
。

　

さ
て
、
こ
よ
ひ
は
こ
の
さ
と
に
や
ど
り
す
べ
き
を
、
い
ま
だ
申
の
刻
ば
か
り
な
れ
ば
、
八

幡
ま
で
ゆ
く
か
た
よ
か
む
な
り
と
て
、
こ
の
さ
と
を
出
は
な
れ
ん
と
す
。

　

か
ゝ
る
名
所
の
こ
と
な
れ
ば
、

　
　

い
そ
が
ず
は
一
よ
は
宿
を
か
り
い
ほ
に
尾
花
か
り
ふ
き
ね
な
ま
し
も
の
を

と
い
と
な
ご
り
を
し
く
こ
そ
。

　

夕
風
さ
む
く
す
ゞ
ろ
身
に
し
み
け
れ
ば
、

　
　

さ
と
の
名
を
わ
が
身
に
し
れ
ど
う
き
た
び
の
袂
さ
む
け
く
秋
風
や
ふ
く

　

こ
ゝ
よ
り
八
幡
ま
で
は
百
丁
あ
り
て
、
家
だ
に
も
な
き
畑
道
、
あ
る
は
田
の
く
ろ
を
ゆ
け
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ど
〳
〵
は
て
な
く
て
、
道
い
と
と
ほ
し
。
日
も
く
れ
す
ぐ
る
こ
ろ
、
か
ら
う
じ
て
八
幡
の
さ

と
に
つ
き
ぬ
。
こ
ゝ
に
畳
や
何
が
し
と
い
ふ
も
の
ゝ
家
に
や
ど
り
ぬ
。

九
月
二
十
五
日

　

廿
五
日
。
朝
と
く
宿
り
を
い
で
て
、
安
居
橋
と
い
ふ
を
わ
た
る
。
こ
は
八
月
の
十
五
日
に

放
生
会
を
お
こ
な
は
る
ゝ
放
生
川
と
い
ふ
に
か
け
た
る
橋
也
。
は
し
の
む
か
ひ
に
放
生
亭
・

疫
神
堂
・
高
良
社
・
極
楽
寺
な
ど
い
ふ
有
。

　

さ
て
、
鳥
居
を
入
て
坂
を
五
六
町
ば
か
り
も
の
ぼ
れ
ば
、
又
鳥
居
有
。
そ
れ
を
入
て
御
社

に
ま
う
づ
。
た
ふ
と
さ
た
と
し
へ
な
く
、
ふ
る
ご
と
な
ど
も
お
も
ひ
い
で
ら
れ
て
、

　
　

ま
も
ら
む
と
神
も
み
こ
ゝ
ろ
つ
く
し
よ
り
都
に
ち
か
く
う
つ
り
ま
し
け
む

　
　

石
清
水
ふ
か
き
ち
ぎ
り
に
う
つ
り
き
て
今
に
す
み
ま
す
ひ
ろ
は
た
の
神

　
　

松
な
ら
で
う
つ
り
し
神
も
石
清
水
ち
と
せ
か
は
ら
ぬ
宮
ゐ
な
り
け
り

　
　

か
ず
な
ら
ぬ
身
に
も
い
の
ら
ん
男
山
ま
も
る
め
ぐ
み
の
ひ
ろ
は
た
の
神

　

御
門
の
ほ
と
り
に
鳩
ど
も
の
お
ほ
く
居
て
人
を
も
お
そ
れ
ず
、
手
に
も
の
を
い
れ
て
く
は

す
れ
ば
、
む
ら
が
り
く
る
は
、
め
づ
ら
し
。

　

こ
の
御
門
よ
り
半
丁
ば
か
り
ゆ
き
て
左
に
ほ
そ
き
道
あ
り
。
こ
の
道
を
す
こ
し
ゆ
け
ば
、

ひ
ろ
き
山
路
に
い
で
ゝ
、
十
八
丁
と
い
ふ
に
橋
本
の
宿
に
い
た
る
。
こ
ゝ
よ
り
船
し
て
山
崎

に
わ
た
り
て
、
離
宮
八
幡
の
御
社
に
ま
う
づ
。

　
　

広
は
た
の
神
の
御
前
に
ぬ
か
づ
き
て
山
さ
き
く
と
や
身
を
い
の
ら
ま
し

　
　

よ
ど
川
は
中
に
あ
れ
ど
も
ま
も
り
ま
す
恵
へ
だ
て
ず
い
ま
す
大
神

　

又
橋
本
に
か
へ
り
て
、
人
や
ど
す
家
に
立
よ
り
て
も
の
な
ど
く
ひ
つ
ゝ
、
大
坂
に
か
よ
ふ

船
に
の
る
。
こ
ゝ
よ
り
八
里
な
り
と
ぞ
。

　
　

す
み
が
た
き
よ
ど
の
川
舟
よ
と
ゝ
も
に
う
き
て
こ
ゝ
ろ
の
ゆ
く
よ
し
も
が
な

　

こ
の
船
路
に
は
水
無
瀬
を
は
じ
め
、
鳥
飼
な
ど
ふ
る
く
も
の
に
み
え
た
る
所
々
あ
れ
ば
、

船
路
な
が
ら
そ
れ
を
も
見
む
と
お
も
ひ
居
た
る
に
、
け
さ
と
く
お
き
た
る
け
に
や
、
ね
む
り

い
で
き
て
、
お
も
は
ず
五
里
ば
か
り
が
ほ
ど
も
ま
ど
ろ
み
ぬ
。
ふ
と
め
ざ
め
て
舟
人
に
と
へ

ば
、
か
の
所
々
は
過
来
つ
る
よ
し
い
ふ
。
く
ち
を
し
け
れ
ど
、
せ
ん
か
た
な
し
。

　

そ
れ
よ
り
三
里
は
め
に
も
と
ま
ら
ぬ
船
路
を
ゆ
く
ほ
ど
、さ
ゝ
や
か
な
る
舟
に
の
り
て
酒
・

餅
な
ど
を
う
る
も
の
は
、
こ
の
船
に
の
り
た
る
人
々
に
そ
の
も
の
を
う
ら
む
と
て
、
よ
ぶ
声

い
と
な
め
げ
な
り
。
さ
れ
ど
と
が
む
る
人
も
な
く
て
、
よ
の
常
に
よ
う
か
は
り
て
、
中
々
に

お
か
し
な
ど
い
ふ
は
、
げ
に
め
づ
ら
し
き
を
こ
の
む
よ
人
の
く
せ
な
り
か
し
。

　

く
れ
す
ぐ
る
ほ
ど
船
は
て
ゝ
大
坂
に
つ
き
ぬ
。
道
頓
堀
と
い
ふ
と
こ
ろ
、
河
内
屋
何
が
し

と
い
ふ
も
の
ゝ
宿
に
や
ど
り
ぬ
。

九
月
二
十
六
日

　

廿
六
日
。
坐
摩
の
御
社
に
ま
う
づ
。
こ
の
御
社
を
今
は
「
ざ
ま
」
と
い
へ
ど
も
、
文
字
は

お
な
じ
こ
と
な
れ
ば
、
さ
す
が
に
む
か
し
の
な
ご
り
の
残
れ
る
こ
そ
、
た
ふ
と
け
れ
。
今
の

よ
は
神
社
の
御
名
、
あ
る
は
所
の
名
な
ど
、
と
も
す
れ
ば
か
ら
も
じ
に
よ
び
な
せ
る
は
、
後

の
よ
人
の
か
ら
め
か
し
て
い
ふ
を
よ
き
こ
と
ゝ
の
み
お
も
ひ
た
が
へ
た
る
よ
り
の
こ
と
に
て
、

い
と
も
な
げ
か
は
し
き
こ
と
ぞ
か
し
。

　

そ
れ
よ
り
広
田
明
神
・
蛭
子
宮
な
ど
に
も
ま
う
で
ゝ
、
住
吉
に
ま
う
づ
。
今
も
四
座
お
は

し
ま
し
て
、
い
と
も
大
き
な
る
御
社
也
。
御
社
は
い
づ
れ
も
に
し
む
き
に
た
ゝ
し
て
、
筑
紫

の
は
て
よ
り
か
ら
国
か
け
て
ゆ
き
か
ふ
船
を
み
そ
な
は
し
て
、
ま
も
り
お
は
し
ま
す
。
こ
は

神
の
御
心
に
も
さ
ぞ
か
な
ふ
ら
ん
と
、
か
し
こ
し
。

　
　

大
船
の
ゆ
き
か
ふ
見
む
と
み
こ
ゝ
ろ
に
お
も
ひ
て
こ
ゝ
に
す
み
の
江
の
神

　
　

ぬ
な
く
ら
の
長
峽
の
岬
の
な
が
く
の
み
い
ま
し
て
こ
ゝ
に
住
の
吉
の
か
み

　
　

ふ
ね
の
へ
の
い
は
つ
る
き
は
み
こ
の
神
に
い
の
ら
ぬ
人
は
あ
ら
じ
と
ぞ
お
も
ふ

　

海
の
ほ
と
り
に
い
で
ゝ
み
る
に
、
武
庫
山
・
淡
路
島
な
ど
み
え
て
、
け
し
き
よ
し
。

　
　

住
の
江
の
津
に
た
ち
見
れ
ば
玉
ち
は
ふ
む
こ
山
も
み
ゆ
あ
は
ぢ
し
ま
み
ゆ

　

き
し
の
姫
松
と
い
ふ
も
あ
り
。
こ
は
「
い
く
よ
へ
ぬ
ら
ん
」
と
い
ふ
歌
に
よ
り
て
、
例
の

つ
く
り
た
る
こ
と
な
る
べ
け
れ
ど
、
ふ
と
お
も
ひ
い
づ
る
ま
ゝ
に
、

　
　

わ
れ
見
て
も
と
い
ひ
し
む
か
し
の
言
の
葉
も
ひ
さ
し
く
成
ぬ
き
し
の
ひ
め
松

　

か
へ
る
さ
天
王
寺
に
ま
う
で
ゝ
、
生
玉
社
に
も
ま
う
づ
。
こ
は
ふ
る
く
「
生
國
玉
比
売
神

社
」
と
見
え
た
る
な
る
べ
し
。
御
社
の
さ
ま
は
よ
き
ほ
ど
な
れ
ど
、
木
立
お
ほ
か
ら
ず
み
ゆ
。

　
　

こ
の
宮
の
う
す
き
木
立
に
天
皇
の
き
り
給
ひ
け
む
む
か
し
を
ぞ
お
も
ふ

　

仁
徳
天
皇
の
御
社
に
も
ま
う
で
ゝ
、
夕
つ
か
た
宿
に
か
へ
り
ぬ
。

九
月
二
十
七
日

　

廿
七
日
。
芝
居
と
い
ふ
も
の
見
に
も
の
し
ぬ
。

九
月
二
十
八
日

　

廿
八
日
。
け
ふ
も
お
な
じ
も
の
見
に
も
の
す
。
か
く
ふ
た
日
ま
で
見
に
も
の
す
る
は
、
こ
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の
芝
居
と
い
ふ
も
の
を
、
お
の
が
さ
が
と
し
て
い
た
く
こ
の
め
ば
な
り
。

　

い
と
も
お
も
し
ろ
く
お
ぼ
ゆ
る
ま
ゝ
に
よ
め
る
な
が
う
た
。

石
上　

ふ
る
き
時
よ
り　

つ
た
へ
こ
し　

舞
に
は
あ
ら
ず　

あ
し
か
き
の　

ち
か
き
と

し
ご
ろ　

つ
く
り
い
で
て　

世
に
は
び
こ
り
し　

芝
居
と
ふ　

そ
の
俳
優
は　

く
す
し

く
も　

つ
く
れ
る
も
の
か　

か
ぶ
き
と
ふ　

そ
の
俳
優
は　

あ
や
し
く
も　

つ
く
れ
る

も
の
か　

い
に
し
へ
に　

あ
り
け
る
こ
と
も　

今
の
よ
に　

あ
る
こ
と
ゞ
も
　ゝ

こ
も

ま
く
ら　

た
か
き
こ
と
を
も　

し
つ
た
ま
き　

い
や
し
き
こ
と
も　

う
れ
し
き
も　

よ

ろ
こ
ば
し
き
も　

か
な
し
き
も　

う
き
も
つ
ら
き
も　

ま
さ
め
に
し　

た
ゞ
み
る
ご
と

く　

よ
の
な
か
に　

あ
り
と
あ
る
こ
と　

こ
と
〴
〵
に　

ひ
と
つ
も
お
ち
ず　

人
ご
と

を　

ま
ね
び
つ
く
れ
　ゝ

そ
の
わ
ざ
を　

う
ち
み
る
時
は　

つ
く
り
た
る　

こ
と
ゝ
し

れ
ゝ
ど　

ま
こ
と
か
と　

お
も
ひ
ま
ど
は
ひ　

う
れ
し
き
を　

ま
ね
ぶ
を
見
て
は　

見

る
人
も　

心
う
れ
し
み　

か
な
し
き
を　

ま
ね
ぶ
を
見
て
は　

み
る
人
も　

涙
な
が
し

て　

を
そ
や
と
は　

お
も
ふ
も
の
か
ら　

そ
の
こ
と
を　

み
け
ん
が
ご
と
く　

そ
の
こ

と
を　

き
ゝ
け
む
ご
と
く　

あ
や
し
く
も　

こ
ゝ
ろ
う
つ
し
ぬ　

こ
の
わ
ざ
を　

め
で

ぬ
人
な
く　

よ
の
ひ
と
の　

め
で
に
め
づ
れ
ば　

天
の
下　

く
ぬ
ち
こ
と
〴
　〵

こ
の

わ
ざ
の　

ほ
び
こ
る
中
に　

玉
し
き
の　

都
は
あ
れ
ど　

鳥
が
鳴　

東
は
あ
れ
ど　

あ

し
が
ち
る　

難
波
の
さ
と
は　

い
や
さ
か
え　

さ
か
え
に
さ
か
え　

人
さ
は
に　

来
入

見
る
が
ね　

ひ
ろ
ら
な
る　

家
を
つ
く
り
て　

め
も
あ
や
に　

お
ど
ろ
か
れ
け
り　

あ

は
れ
此
わ
ざ

九
月
二
十
九
日

　

廿
九
日
。
大
坂
を
立
い
で
ん
と
す
。

　

朝
と
く
宿
り
を
い
で
ゝ
、
玉
造
と
い
ふ
所
に
い
た
る
。

　
　

と
こ
ろ
え
ぬ
も
の
と
し
も
な
し
玉
つ
く
り
こ
の
里
の
名
に
の
こ
る
お
も
へ
ば

　

深
江
と
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
若
江
に
い
た
る
。
こ
ゝ
に
神
功
皇
后
の
御
社
と
い
ふ
お
は
し
ま

す
。
こ
は
『
式
』
に
見
え
た
る
鏡
神
社
な
る
べ
し
。
織（

錦
）部

・
福
万
寺
・
尾（

大
竹
）崎

な
ど
い
ふ
を
す

ぎ
て
、
神
館（

立
）と

い
ふ
に
い
た
る
。
こ
ゝ
ま
で
三
里
な
り
と
ぞ
。

　

こ
ゝ
よ
り
坂
路
に
か
ゝ
る
は
、
た
つ
た
山
也
。
今
は
龍
田
越
と
も
十
三
峠
越
と
も
い
ふ
。

い
と
と
ほ
き
坂
路
を
の
ぼ
り
く
だ
り
て
、
申
の
時
す
ぐ
る
ほ
ど
、
こ
し
き
塚
と
い
ふ
所
に
い

た
る
。
こ
ゝ
よ
り
龍
田
ま
で
は
三
十
丁
あ
り
と
ぞ
。

　

し
ば
し
ゆ
き
て
龍
田
川
の
ほ
と
り
に
い
づ
。
流
に
そ
ひ
て
ゆ
く
に
、
川
の
ほ
と
り
こ
な
た

の
き
し
に
も
あ
な
た
に
も
紅
葉
い
と
お
ほ
し
。
歌
に
よ
み
た
る
紅
葉
と
は
所
た
が
へ
れ
ど
、

数
か
ぎ
り
も
な
く
木
ど
も
の
あ
る
は
、
龍
田
の
大
神
の
神
木
に
て
、
願
を
か
け
た
る
か
へ
り

申
に
は
す
べ
て
紅
葉
を
奉
り
て
、
こ
の
き
し
に
う
ゝ
る
な
り
と
ぞ
。

　
　

風
ま
も
る
神
の
し
め
ま
す
木
々
な
れ
ば
ち
る
こ
と
し
ら
ぬ
も
み
ぢ
な
ら
ま
し

　

龍
田
の
さ
と
に
い
た
り
て
、
川
合
や
な
に
が
し
と
い
ふ
も
の
ゝ
家
に
や
ど
り
ぬ
。

九
月
三
十
日

　

三
十
日
。
や
ど
り
を
い
で
て
五
丁
ば
か
り
ゆ
け
ば
、
左
の
か
た
に
龍
田
神
社
お
は
し
ま
す
。

影
宮
と
い
ひ
て
、『
式
』
に
見
え
た
る
に
は
あ
ら
ず
、
後
の
世
に
こ
ゝ
に
い
は
ひ
ま
つ
り
た

る
な
り
。
ま
こ
と
の
は
立
野
村
と
い
ふ
に
お
は
す
と
ぞ
。
た
ふ
と
き
み
や
し
ろ
の
こ
と
な
れ

ば
、
ま
う
で
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
一
里
ば
か
り
あ
り
と
き
け
ば
、
え
ま
う
で
ず
。

　

十
六
丁
と
い
ふ
に
法
隆
寺
な
り
。
先
、
山
門
を
入
て
金
堂
・
本
堂
を
は
じ
め
、
何
く
れ
の

堂
、
い
ら
か
ど
も
を
み
め
ぐ
り
て
、
又
も
と
の
山
門
を
出
た
る
所
に
太
子
堂
あ
り
。
又
一
丁

ば
か
り
ゆ
け
ば
、
夢
殿
と
い
ふ
も
あ
り
。
す
べ
て
も
の
ふ
り
た
る
寺
也
。

　

小
泉
と
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
郡
山
に
い
た
る
。
こ
ゝ
に
て
も
の
な
ど
く
ひ
つ
ゝ
、
十
丁
ば
か

り
ゆ
け
ば
、
西
の
京
也
。
薬
師
寺
に
ま
う
で
ん
と
入
も
て
ゆ
く
林
の
う
ち
に
、
八
幡
の
御
社

お
は
し
ま
す
。
本
堂
は
薬
師
仏
、
外
に
二
体
あ
る
仏
も
赤
銅
に
て
つ
く
り
、
し
き
石
は
馬
脳

石
と
い
ふ
も
の
に
て
、
い
と
う
る
は
し
。
か
の
名
だ
か
き
仏
足
石
は
こ
の
寺
に
あ
り
と
き
け

ば
た
づ
ぬ
る
に
、
本
堂
の
左
に
い
さ
ゝ
か
な
る
堂
の
あ
る
中
に
あ
り
。
開
帳
さ
せ
て
見
る
に
、

げ
に
い
と
ふ
る
き
も
の
な
り
。
こ
は
光
明
皇
后
の
た
て
給
へ
る
な
り
と
お
も
ふ
に
、
こ
の
皇

后
の
み
し
わ
ざ
し
の
び
奉
ら
れ
て
、

　
　

た
ふ
と
み
て
君
ぞ
ほ
と
け
の
あ
し
き
わ
ざ
後
の
よ
ま
で
に
と
ゞ
め
ま
し
け
る

　

え
り
つ
け
給
へ
る
御
歌
の
さ
ま
に
な
ら
ひ
て
、

　
　

い
に
し
へ
の
も
の
と
し
も
へ
ば
ほ
と
け
ら
が
あ
し
の
あ
と
さ
へ
た
ふ
と
か
り
け
り

む（

マ

マ

）

か
し
か
り
け
り

　

唐
招
提
寺
も
大
き
な
る
寺
也
。
こ
の
寺
の
門
を
出
て
西
の
か
た
に
出
た
る
所
に
池
あ
り
て
、

中
に
山
の
あ
る
を
蓬
莱
山
と
い
ふ
。
こ
は
垂
仁
天
皇
の
御
陵
に
て
、「
菅
原
伏
見
陵
」
と
見

え
た
る
は
こ
れ
也
。
御
陵
の
お
ほ
き
く
い
か
め
し
き
さ
ま
、
め
も
お
ど
ろ
く
ば
か
り
に
て
、

た
ふ
と
し
。
こ
れ
を
み
る
に
つ
け
て
も
、
上
つ
代
の
さ
ま
お
も
ひ
や
ら
れ
て
、
今
の
世
の
み

さ
ゝ
ぎ
の
か
り
そ
め
な
る
こ
そ
、
か
へ
す
〴
〵
も
か
な
し
け
れ
。

　

こ
の
御
さ
ゝ
ぎ
の
に
し
の
か
た
に
も
、
上
に
ち
ひ
さ
き
社
の
あ
る
大
き
な
る
塚
あ
り
。
こ
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を
さ
と
人
は
安
康
天
皇
の
陵
と
い
ふ
。『
式
』
に
見
え
た
る
に
か
な
へ
れ
ば
、こ
れ
な
ら
ん
か
。

こ
の
塚
を
あ
る
説
に
は
、
新
田
部
親
王
の
御
墓
な
り
と
も
い
へ
り
。

　

三
丁
ば
か
り
ゆ
き
て
菅
原
の
天
神
の
御
社
に
ま
う
づ
。
こ
は
天
神
の
社
と
い
ふ
は
あ
や
ま

り
に
て
、『
式
』
に
見
え
た
る
菅
原
神
社
な
る
べ
し
。

　

さ
て
、
尼
が
辻
と
い
ふ
に
い
づ
。
こ
ゝ
よ
り
は
只
一
す
ぢ
の
道
を
一
里
あ
ま
り
ゆ
き
て
、

奈
良
に
つ
き
ぬ
。
猿
沢
の
池
の
ほ
と
り
に
い
で
た
れ
ば
、
ま
づ
采
女
の
社
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。

こ
は
「
池
の
玉
藻
」
と
よ
め
る
歌
を
も
て
、
例
の
後
人
の
つ
く
れ
る
に
は
あ
ら
じ
か
。

　

ま
づ
春
日
大
神
の
御
社
に
ま
う
で
ん
と
て
、
五
六
丁
ゆ
け
ば
、
一
の
鳥
居
た
て
り
。
こ
の

あ
た
り
鹿
ど
も
の
お
ほ
く
ゐ
て
、
人
を
も
お
そ
れ
ず
、
ま
の
あ
た
り
ゆ
き
か
ふ
は
、
い
と
め

づ
ら
し
。
道
の
左
に
氷
室
神
社
と
い
ふ
お
は
し
ま
す
は
、
い
か
な
る
神
に
か
あ
ら
ん
。
二
の

鳥
居
を
こ
え
て
御
社
に
ゆ
く
ほ
ど
、
石
の
灯
篭
い
と
お
ほ
し
。
御
社
は
今
も
四
座
お
は
し
ま

す
。
遷
宮
ち
か
き
に
あ
れ
ば
、
つ
く
り
か
へ
ら
る
ゝ
ほ
ど
な
り
と
て
、
仮
殿
に
お
は
し
ま
す
。

　

そ
の
御
前
に
よ
み
て
た
て
ま
つ
る
長
歌
。

春
日
な
る　

三
笠
の
山
は　

は
し
り
で
の　

よ
ろ
し
き
山　

い
で
た
ち
の　

よ
ろ
し
き

山　

し
か
れ
こ
そ　

大
神
た
ち
も　

御
心
に　

こ
は
し
給
ひ
て　

こ
の
山
の　

下
つ
岩

根
に　

宮
柱　

ふ
と
し
き
た
て　

久
方
の　

高
天
の
原
に　

い
や
た
か
く　

千
木
高
知

て　

万
代
に　

し
づ
ま
り
ま
せ
れ　

は
し
ら
な
す　

う
ご
く
こ
と
な
く　

君
が
代
を　

ま
も
り
給
へ
ば　

そ
の
千
木
の　

た
か
く
た
ふ
と
く　

人
皆
も　

あ
ふ
ぎ
こ
ひ
の
む　

大
宮
ぞ
こ
れ

　

例
の
心
と
ゞ
め
て
見
奉
る
に
、
か
の
朱
も
て
あ
か
く
ぬ
り
て
、
廻
廊
を
も
同
じ
く
ぬ
り
た

る
は
、
な
げ
か
は
し
。
み
づ
垣
な
ら
ま
し
か
ば
、
い
か
に
た
ふ
と
か
ら
ん
と
お
も
ふ
に
つ
け

て
も
、
廻
廊
に
あ
ら
た
め
た
る
衆
徒
の
し
わ
ざ
の
お
も
ひ
出
ら
れ
て
、
今
さ
ら
に
は
ら
だ
ゝ

し
く
な
む
。

　

ち
か
き
あ
た
り
に
地
主
の
神
社
と
て
、
祭
神
は
猿
田
彦
大
神
な
り
と
い
ふ
御
社
あ
り
。
こ

を
猿
田
彦
大
神
な
り
と
い
ふ
は
、地
主
と
い
ふ
よ
り
の
例
の
お
し
あ
て
に
て
、『
式
』
に
「
春

日
神
社
」
と
見
え
た
る
に
は
あ
ら
じ
か
。
そ
は
『
式
』
に
「
春
日
神
社
」
と
あ
る
は
、
此
所

に
も
と
よ
り
お
は
す
る
神
、
そ
れ
に
む
か
へ
て
祭
神
四
座
と
し
る
し
た
り
と
お
も
は
る
れ
ば

也
。

　

若
宮
と
い
ふ
も
有
。
八
幡
神
社
も
お
は
し
ま
す
。
こ
は
東
大
寺
の
ち
か
き
あ
た
り
な
れ
ば
、

「
東
大
寺
八
幡
」
と
も
の
に
見
え
た
る
な
る
べ
し
。
東
大
寺
の
盧
舎
那
仏
の
い
と
も
お
ほ
き

な
る
は
、
今
さ
ら
い
ふ
に
も
お
よ
ば
ず
。
胴
の
金
の
色
は
古
く
み
ゆ
れ
ど
、
首
の
色
は
さ
も

み
え
ず
。
色
の
か
は
り
た
る
は
昔
よ
り
二
度
三
度
も
お
ち
て
、
後
の
世
に
つ
く
り
か
へ
た
る

こ
と
い
ち
じ
る
し
。

　

こ
の
仏
を
見
る
に
つ
け
て
は
、
い
に
し
へ
の
お
も
ひ
い
で
ら
る
ゝ
ま
ゝ
に
、

　
　

三
宝
の
我
は
や
つ
こ
と
の
ら
し
け
る
み
こ
と
お
も
へ
ば
か
な
し
く
も
あ
る
か

　
　

す
め
ろ
ぎ
の
御
言
う
れ
た
し
仏
に
は
し
づ
の
を
わ
れ
も
奴
と
い
は
め
や

　

二
月
堂
・
興
福
寺
に
も
ま
う
で
て
、
釜
屋
何
が
し
と
い
ふ
も
の
ゝ
家
に
や
ど
る
。

　

す
べ
て
け
ふ
ま
う
で
た
る
寺
ど
も
は
、
仏
所
な
が
ら
も
ふ
る
く
も
の
に
見
え
た
る
寺
々
の

こ
と
ゆ
ゑ
、
さ
す
が
に
た
ふ
と
か
り
し
は
、
例
の
い
に
し
へ
を
し
の
ぶ
心
の
く
せ
な
る
べ
し
。

　

こ
よ
ひ
よ
な
か
ば
か
り
、
ふ
と
め
ざ
め
た
る
を
り
か
ら
、
鹿
の
声
の
聞
え
け
れ
ば
、

　
　

さ
よ
ふ
か
く
ね
ざ
め
て
き
け
ば
春
日
山
か
す
か
に
聞
ゆ
さ
を
し
か
の
こ
ゑ

　

い
と
あ
は
れ
に
て
、
袖
も
ほ
し
あ
へ
ず
な
む
。

十
月
一
日

　

十
月
朔
日
。
け
さ
は
い
と
さ
む
け
れ
ば
、

　
　

冬
き
ぬ
る
朝
気
し
ら
れ
て
古
衣
き
な
ら
の
さ
と
は
さ
む
け
か
り
け
り

　

宿
り
を
い
で
て
、
率
川
神
社
に
ま
う
づ
。
こ
は
子
守
町
と
い
ふ
に
お
は
し
て
、
今
も
御
社

は
三
座
お
は
す
れ
ど
、
御
名
も
子
守
明
神
と
申
て
、
い
と
も
〳
〵
あ
れ
ま
せ
る
は
、
か
な
し

と
も
か
な
し
。

　
　

三
枝
の
ま
つ
り
も
た
え
て
率
川
の
か
は
り
は
て
た
る
神
の
み
や
し
ろ

　

元
興
寺
は
塔
ば
か
り
の
こ
り
て
、
今
は
ち
ひ
さ
き
寺
也
。

　

一
里
ゆ
き
て
帯
解
と
い
ふ
に
い
た
る
。
こ
の
間
の
畑
の
中
に
穴
栗
神
社
と
い
ふ
お
は
し
ま

す
。
こ
は
穴
次（

吹
）神

社
を
よ
こ
な
ま
れ
る
に
は
あ
ら
じ
か
。
在
原
と
い
ふ
さ
と
に
は
、
在
原
寺

と
い
ふ
が
あ
り
て
、
筒
井
筒
・
一
村
薄
の
古
跡
あ
り
と
、
こ
と
〴
〵
し
く
い
し
ぶ
み
に
し
る

し
た
れ
ど
、
例
の
う
け
が
た
け
れ
ば
、
立
よ
り
て
も
見
ず
。

　

一（
櫟
）の

本
と
い
ふ
あ
た
り
に
は
、柿
本
人
麿
大
人
の
御
社
あ
り
。石
上
の
さ
と
を
出
は
な
る
ゝ

所
よ
り
、
左
の
か
た
な
る
ほ
そ
き
道
に
入
て
、
布
留
の
御
社
に
ま
う
で
ん
と
す
。
二
十
丁
計

ゆ
き
て
御
社
に
い
た
る
。今
も
大
き
な
る
み
や
し
ろ
に
て
、山
の
さ
ま
も
か
う
〴
〵
し
き
所
也
。

　
　

い
く
千
と
せ
ふ
つ
の
み
た
ま
の
宮
ふ
り
て
杉
の
木
立
も
神
さ
び
に
け
り

　
　

熊
野
山
あ
ら
ぶ
る
神
を
こ
と
む
け
て
み
た
ち
は
こ
ゝ
に
し
づ
ま
り
い
ま
す

　

も
と
こ
し
道
に
は
か
へ
ら
で
、
丹
波
市
の
か
た
に
心
ざ
す
。
十
三
丁
ば
か
り
も
ゆ
き
て
、

そ
の
宿
の
半
に
い
づ
。
浦
権
現
と
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
一
里
ば
か
り
ゆ
き
た
る
所
、
大
倭
村
に
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て
、
國
魂
神
社
お
は
し
ま
す
。
ま
う
で
ゝ
見
奉
れ
ば
、
こ
れ
も
今
に
三
座
お
は
し
ま
す
。
む

か
し
は
い
と
も
や
ん
ご
と
な
き
御
社
に
て
、
姫
皇
子
を
も
て
い
つ
き
給
へ
り
し
ば
か
り
に
あ

り
し
も
の
を
、
今
は
こ
よ
な
く
や
う
か
は
り
て
、
宮
居
も
お
ほ
き
く
は
あ
ら
ず
、
木
立
さ
へ

木
ぶ
か
く
は
み
え
ず
、
い
さ
ゝ
か
な
る
家
に
神
主
の
あ
る
ば
か
り
な
り
。

　

い
と
〳
〵
か
な
し
く
お
も
は
れ
て
、

　
　

あ
れ
に
け
り
い
づ
ら
や
し
ろ
の
お
ほ
や
ま
と
国
つ
み
た
ま
の
神
に
は
あ
る
ら
ん

　
　

大
や
ま
と
国
つ
み
た
ま
の
宮
あ
れ
て
木
立
も
う
す
く
み
は
し
ら
の
神

　

そ
の
神
主
の
姓
を
市
磯
某
と
い
ふ
よ
し
。「
市
磯
長
尾
市
」
と
ふ
る
く
見
え
た
る
姓
の
、

そ
の
ま
ゝ
に
今
も
の
こ
り
た
る
は
、
さ
す
が
に
た
ふ
と
く
な
む
。

　

佐
保
・
柳
本
な
ど
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
し
ば
し
ゆ
き
た
る
道
の
ほ
と
り
に
、
穴
師
神
社
の
鳥

居
た
て
れ
ど
、
道
と
ほ
し
と
き
け
ば
え
ま
う
で
ず
。

　

こ
ゝ
よ
り
巻
向
山
を
い
と
ち
か
く
見
ゆ
。「
み
も
ろ
の
そ
の
山
な
み
に
」
な
ど
う
ち
ず
ん

じ
て
ゆ
く
も
お
か
し
。

　

箸
中
村
と
い
ふ
村
の
入
口
に
、
は
し
塚
と
い
ふ
つ
か
あ
り
。
い
と
も
大
き
に
て
、
御
陵
の

さ
ま
し
た
れ
ば
、
倭
迹
迹
姫
命
を
か
く
し
奉
り
た
る
箸
墓
は
こ
れ
な
る
べ
し
。

　
　

石
む
ら
を
手
ご
し
に
こ
し
て
つ
く
り
け
む
は
し
の
み
は
か
は
今
も
の
こ
れ
り

　
　

こ
の
み
は
か
ま
さ
め
に
見
れ
ば
ひ
め
み
こ
の
御
陰
つ
が
し
ゝ
い
に
し
へ
お
も
ほ
ゆ

　

里
人
は
「
む
か
し
長
者
の
は
し
を
う
づ
め
た
る
つ
か
な
り
」
と
も
、
又
は
「
長
者
の
家
跡

な
り
」
と
も
い
ふ
は
、例
の
か
た
は
ら
い
た
し
。
こ
は
長
者
と
い
ふ
は
、う
へ
も
な
き
も
の
ゝ

や
う
に
お
も
へ
る
後
人
の
い
ひ
出
た
る
こ
と
な
る
べ
し
。

　

島（
芝
）村

と
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
三
輪
に
い
た
る
。
大
神
の
御
社
に
ま
う
で
た
る
た
ふ
と
さ
よ
。

折
か
ら
い
に
し
へ
の
お
も
ひ
い
で
ら
れ
て
、
い
は
ん
か
た
な
し
。

　
　

い
く
ち
よ
か
と
し
を
へ
そ
を
の
な
が
く
の
み
宮
居
た
え
せ
ぬ
み
わ
の
神
山

　
　

た
ふ
と
し
と
み
も
ろ
の
神
を
も
ろ
〳
〵
も
あ
ふ
ぎ
て
お
ほ
く
人
ぞ
ま
ゐ
く
る

　

御
山
の
た
ゞ
ま
つ
の
木
ば
か
り
し
げ
り
に
し
げ
り
て
、
こ
と
所
に
ゝ
ず
神
さ
び
た
り
。
御

社
は
な
く
、
拝
殿
ば
か
り
あ
り
て
、
そ
こ
よ
り
御
山
を
ゝ
が
む
な
り
け
り
。
こ
れ
は
よ
の
常

な
ら
ぬ
こ
ゝ
ち
の
せ
ら
れ
て
、
な
ほ
さ
ら
た
ふ
と
し
。

　

さ
て
、
こ
の
御
社
の
な
き
は
い
つ
の
ほ
ど
よ
り
な
ら
む
。
古
き
書
に
も
見
え
た
る
お
も
む

き
は
見
え
ず
。
ま
た
く
み
や
し
ろ
の
あ
り
し
さ
ま
に
う
た
が
ひ
も
な
き
も
の
を
や
。

　

こ
ゝ
よ
り
泊
瀬
に
か
よ
ふ
ほ
そ
き
道
あ
り
。
御
社
の
左
の
か
た
の
門
を
出
て
、
そ
の
道
に

ゆ
か
ん
と
す
。
半
丁
ば
か
り
ゆ
け
ば
神
社
お
は
し
ま
す
。
こ
は
『
式
』
に
「
日
向
神
社
」
と

見
え
た
る
に
は
あ
ら
じ
か
。

　

金
谷（

屋
）と

い
ふ
に
い
で
ゝ
、
黒
崎
・
出
雲
な
ど
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
初
瀬
の
さ
と
に
い
た
る
。

里
の
半
ば
か
り
の
左
の
か
た
に
、
山
口
神
社
と
い
ふ
お
は
し
ま
す
。
さ
れ
ど
、
さ
ば
か
り
大

き
な
る
御
社
に
は
あ
ら
ず
。

　

与
幾（

喜
）の

天
神
と
い
ふ
に
ま
う
づ
。
こ
は
大
き
な
る
御
社
也
。
故
翁
は
、
山
口
神
社
は
こ
れ

な
ら
ん
と
い
は
れ
た
り
。
御
社
は
こ
よ
な
く
み
ゆ
れ
ば
、
さ
も
あ
ら
ん
か
。

　

泊
瀬
寺
に
の
ぼ
り
て
、
舞
台
よ
り
見
わ
た
し
た
る
け
し
き
、
紅
葉
も
い
と
お
ほ
く
て
、
え

も
い
は
ず
お
も
し
ろ
し
。

　
　

秋
も
は
や
き
の
ふ
は
つ
せ
の
山
と
て
や
い
ろ
そ
め
つ
く
す
木
々
の
も
み
ぢ
葉

　

ふ
る
ご
と
な
ど
お
も
ひ
出
て
、

　
　

は
し
り
で
の
よ
ろ
し
き
山
の
は
つ
せ
山
ほ
と
け
所
と
な
る
も
う
れ
た
し

と
お
も
ふ
も
、
例
の
か
た
く
な
心
と
我
な
が
ら
を
か
し
く
な
む
。

　

こ
の
さ
と
の
宇
田
屋
何
が
し
と
い
ふ
も
の
ゝ
家
に
や
ど
り
ぬ
。

十
月
二
日

　

二
日
。
雨
ふ
る
。

　

一
里
と
い
ふ
に
吉
隠
に
い
た
る
。
こ
ゝ
は
ふ
る
く
も
の
に
見
え
た
る
所
也
。

　

萩
原
の
さ
と
に
て
、
も
み
ぢ
の
あ
る
を
見
て
、　

　
　

名
に
し
お
ふ
に
し
き
も
今
は
お
り
か
へ
て
も
み
ぢ
め
に
た
つ
萩
原
の
さ
と

　

大
野
と
い
ふ
を
す
ぎ
て
し
ば
し
ゆ
け
ば
、
川
の
ほ
と
り
に
い
づ
。
か
た
へ
は
山
に
て
、
川

の
な
か
ま
で
つ
ら
な
り
出
た
る
大
き
な
る
岩
有
。
そ
の
う
へ
を
つ
た
ひ
ゆ
く
け
し
き
、
い
と

よ
し
。

　

こ
ゝ
は
か
た
か
と
い
ふ
所
と
き
ゝ
て
、

　
　

た
つ
事
は
た
れ
も
か
た
か
と
お
も
ふ
ら
む
え
も
い
は
波
の
あ
か
ぬ
け
し
き
に

　

名
張
の
宿
の
入
口
に
川
あ
り
。
む
か
し
五
畿
内
の
さ
か
ひ
に
さ
だ
め
た
る
「
名
張（

墾
）横

川（
河
）」

は
こ
れ
な
る
べ
し
。
こ
の
宿
の
矢
川
屋
何
が
し
と
い
ふ
も
の
ゝ
家
に
や
ど
り
ぬ
。

十
月
三
日

　

三
日
。
朝
と
く
や
ど
り
を
い
で
ゝ
、
倉（

蔵
）持

と
い
ふ
に
い
た
る
。
こ
ゝ
よ
り
山
路
に
か
ゝ
る
。

「
お
き
つ
も
の
名
張
の
山
」
と
よ
み
た
る
は
、
こ
の
山
の
こ
と
な
る
べ
し
。

　
　

お
き
つ
も
の
名
ば
り
の
山
を
け
ふ
こ
え
て
わ
が
ふ
る
さ
と
に
あ
す
や
か
へ
ら
む
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い
づ
ち
ゆ
く
ら
ん
と
心
ぐ
る
し
く
お
も
ふ
家
人
に
、
こ
の
よ
し
は
や
く
つ
て
ま
ほ
し
く
こ

そ
。

　

新
田
と
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
七
見
峠
と
い
ふ
に
い
た
る
。
こ
ゝ
よ
り
は
阿
保
七
村
を
見
お
ろ

す
ゆ
ゑ
に
、
か
く
い
ふ
と
ぞ
。
さ
れ
ど
、
け
ふ
は
雲
ふ
か
く
て
み
わ
た
す
こ
と
も
か
た
し
。

　
　

か
き
く
ら
す
雲
に
な
が
め
も
は
れ
ず
し
て
な
が
め
な
ゝ
み
の
た
む
け
な
り
け
り

　

阿
保
宿
を
出
は
な
れ
た
る
所
に
大
村
神
社
お
は
し
ま
す
。
今
は
大
森
明
神
と
ま
う
す
。

　

別
府
・
岡
田
な
ど
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
川
の
ほ
と
り
に
い
づ
。
こ
ゝ
に
中
山
と
い
ふ
山
あ
り
。

「
伊
賀
中
山
」
と
も
の
に
見
え
た
る
は
こ
れ
な
ら
ん
か
。

　

伊
勢
地
と
い
ふ
所
に
て
、

　
　

里
の
名
に
ま
づ
ぞ
う
れ
し
き
故
郷
の
伊
勢
路
に
い
ま
だ
入
た
ゝ
ぬ
ま
も

　

こ
の
宿
よ
り
三
里
と
い
ふ
山
路
に
か
ゝ
る
山
中
を
ゆ
く
ほ
ど
、
か
れ
た
て
る
薄
な
ど
に
ふ

く
山
風
の
音
、
す
ゞ
ろ
に
も
の
あ
は
れ
也
。

　

こ
の
山
の
た
む
け
よ
り
い
せ
の
国
な
り
。
夕
つ
か
た
垣
内
の
宿
に
く
だ
り
つ
き
て
、
伊
勢

屋
何
が
し
と
い
ふ
も
の
ゝ
家
に
や
ど
り
ぬ
。

　
　

ほ
ど
と
ほ
く
国
へ
だ
て
し
も
故
郷
の
ち
か
き
垣
内
に
つ
く
ぞ
う
れ
し
き

十
月
四
日

　

四
日
。
け
ふ
は
故
郷
も
い
と
ち
か
く
な
り
ぬ
と
お
も
ふ
に
、
日
ご
ろ
す
み
な
れ
た
る
め
づ

ら
し
げ
も
な
き
家
の
こ
と
な
が
ら
、
か
へ
る
と
だ
に
い
へ
ば
、
さ
す
が
に
う
れ
し
く
て
、
宿

り
を
い
づ
る
あ
し
さ
へ
か
ろ
き
こ
ゝ
ち
の
せ
ら
る
ゝ
は
、
い
と
あ
や
し
。

　

二
本
木
と
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
大
の
き
川
を
わ
た
り
て
、
は
た
の
さ
と
に
い
た
る
。

　

こ
の
さ
と
の
か
た
へ
の
山
の
紅
葉
を
見
て
、

　
　

も
み
ぢ
葉
の
に
し
き
お
る
な
る
こ
ゝ
ち
し
て
一
村
み
ゆ
る
は
た
の
横
山

　

小
川
を
す
ぎ
て
三
渡
に
い
た
る
。
こ
ゝ
に
て
む
か
ひ
に
と
き
た
る
人
々
に
あ
ひ
た
る
は
、

先
う
れ
し
。

　

か
く
て
申
の
刻
す
ぐ
る
こ
ろ
ほ
ひ
、
家
に
か
へ
り
つ
き
ぬ
る
う
れ
し
さ
は
、
詞
に
も
あ
ま

る
ば
か
り
に
な
む
。

　
　

文
政
七
年
と
い
ふ
年
の
神
成
月

 

小
津
久
足

『
石
走
日
記
』
の
調
査
・
翻
刻
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
三
重
県
立
図
書
館
、
ま
た

同
諸
本
の
調
査
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
日
本
大
学
図
書
館
・
天
理
大
学
附
属
天

理
図
書
館
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費

（19K
00300, 23K

00320

）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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小津久足『石走日記』

Reprinting Note of Ozu Hisatari's "Iwabashino Nikki"

HISHIOKA Kenji

　Reprinting Note of Ozu Hisatari's "Iwabashino Nikki". Ozu Hisatari was a merchant of the Edo period. 
"Iwabashino Nikki" is a travelogue of his visits to Kyoto and other places.


